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「行くぞ！」

　猛たけ々だけしく叫んだ英雄ミツルが敵に向かって走り出す。

　敵はイノシシの顔をもつ大柄な体たい軀くの魔ま族ぞく。名をドントーロという。巨大なハンマーを振りかざしてくるが動作は非常に緩かん慢まんで、先にミツルのロングソードがヒットした。

「食らいなさい！」

　ミツルの後方に位置する神しん聖せい魔ま法ほうの使い手、アナスタシア姫が火球魔法フオテイアを放つ。ドントーロの胸部に命中。やや仰のけ反ぞって、動きが一いつ瞬しゆん止まった。

　羊飼いユミールはその隙すきを逃さず、ムチでドントーロを斬りつけた。ミツルもそれに続いて丁てい寧ねいにロングソードの連撃を浴びせていく。

　遠距離から援えん護ごするアナスタシア姫、果か敢かんに近接戦を挑むミツルとユミール。

　ドントーロはなんとか反撃しようと試みるが、英雄ミツルたち三人の連携には手も足も出せず、あっさりと地に伏せた。




『ドントーロ撃破！　獣けものの服を手に入れた！』




　ゲーム画面にそんなメッセージが表示されて、戦せん闘とうが終了した。

「このドントーロって奴、見かけ倒しにもほどがあるだろ。めちゃくちゃ弱いじゃないか」

　……いや、ひょっとして俺のゲームテクが上達してるのか？

　コントローラーを握にぎったまま、ふっと小さく笑みをこぼす。

「ま、そりゃ三対一だもんね。タコ殴りにできて当然でしょ」

　ソファーの後ろに立ってゲーム画面を見つめていた金きん髪ぱつ碧へき眼がんの少女、ナルミエ・ベルトワーズが俺のいい気分に水を差す。「それにしても、さすがは英雄ミツルだわ。数にモノを言わせて敵をフルボッコなんて邪じや悪あく邪じや悪あくぅ」

　俺と並んでソファーに座る女の子が、小こ躍おどりするナルミエを睨にらみつけた。

「邪悪じゃありません！　ＲＰＧは仲間と力を合わせて勝利を摑つかみ取るものなんです！」

　彼女はリゼラ・シャルノーラ。外側にはねた長い髪が特徴の女の子で、俺たちゲーム研究部の部長だ。

「なあリゼラ。今の戦闘で手に入れた『獣の服』ってなんだ？」

　俺がそう尋ねると、リゼラは人差し指を立てて言った。

「男性専用の防具ですね。ドロップでしか手に入らない非売品で、売却価格は７００フーリ。防御力はプラス８とあまり高くありませんが、『かっこよさ』の数値は意外と上がりますよ」

「『かっこよさ』の数値？」

「装備品の組み合わせで変動する数値です。戦せん闘とう上はあまり重要ではありませんが、サブイベントには関かかわってきますよ。たとえば『かっこよさ』を競う大会があったり……」

　へえ、と相づちを打った俺はそのままプレイを続けた。

　戦闘結果を表示する画面から、イベントシーンに切り替わる。場所は北の砦とりでというダンジョンの最上階。凶悪な女おんな魔ま族ぞく、魔道司祭エレナーデが根ね城じろにしている砦だ。

　今の戦闘で倒したドントーロは魔道司祭エレナーデの配下で、その足あし下もとに倒れている。




ドントーロ「す、すいませんエレナーデ様……この連中は思った以上にやります……」

エレナーデ「けっ、使えねーブタ野郎だな。テメェに期待したあたしがバカみたいじゃない。床に額ひたいをこすりつけて謝罪しな。オラオラオラァ！」

アナスタシア「な、なんてひどい。自分の部下を足あし蹴げにするなんて！」

エレナーデ「黙だまれメス豚ぶたがぁ！　たった今、この砦の爆ばく破は装置を作動させたわ。使えねーブタ野郎のドントーロともども粉みじんに吹っ飛んで、ゲロみてーな肉にく片へんをぶちまけな！　くきゃきゃきゃあ！　かー、ぺっ！」




　エレナーデはたんを吐いたあと、高笑いを残して砦の窓から飛び出していった。

　ゲーム画面が激しく揺れる。爆破装置とやらが起動して、砦そのものが爆発しそうになっているらしい。

「これって早く脱出しないとまずいのか？」

　聞くと、リゼラは首を左右に振った。

「大丈夫ですよ。砦から出るまで爆発しません」

「え、なんで？」

「だって、それが史実ですから。まあ一部、制限時間つきにされたイベントもありますけど、ここは大丈夫です」

　ちょうどそのとき、ゲーム研究部の部室のドアが開いて、女性教師が顔を覗のぞかせた。

　俺とリゼラの担任で、ナルミエの実母でもあるエレナーデ先生だ。

「あらあら、まだ残っていたのですか。今日は終業式だから下校時間も早いんですよ。部活はもう切り上げて、帰る準備をしてくださいね」

「はーい……」

　リゼラが残念そうに間延びした声を絞り出す。

「明日から夏休みですが、ハメを外しすぎないようにしましょうね。素行不良はミツル様も悲しみますよ。ふふっ」

「……一番ハメ外してたのはあんただろ」

　つい口から漏れてしまった。

「ケータくん、なにか言いましたか？」

「いえ、なにも。準備して帰ります」

　そう言って頭を下げると、エレナーデ先生は温和な笑顔で退室した。

　見送ったあと、ナルミエがぽつりとつぶやく。

「ママってば、昔は悪かったのにね。なんで今はあんな風になっちゃったのかしら」

「やっぱり俺にはどうしても信じられん。あのエレナーデ先生と、ゲームに出てくる魔ま道どう司し祭さいエレナーデが同一人物だなんて……」

　そう言うと、リゼラが大げさにため息をついた。

「何度も言ってるじゃないですか。『アストラフトの英雄』は史実をもとにしたＲＰＧなんですよ。エレナーデ先生は今でこそ優しさと慈じ愛あいに満ち溢あふれた方ですが、十六年前は邪じや悪あくの化身で、ミツルに敵対していたんです」

　今から十六年前のこと。光の国プログレシブこと日本から、この剣と魔法の世界アストラフトにミツルという名の青年が転送されてきた。そしてミツルは七人の仲間を集め、邪神と呼ばれる魔王的存在を滅ほろぼして、アストラフトに平和をもたらした。

　その冒ぼう険けん譚たんをもとに製作されたのが、『アストラフトの英雄』というタイトルのＲＰＧ。今俺がプレイしていたゲームだ。

　ゲームの製作者は、ミツルの冒険に最初から最後まで同行していた妖よう精せいネライダ。その妖精は超記憶能力をもっていたので、登場人物のセリフや行動が細部まで再現されている。つまりこのＲＰＧはただの娯楽ではなく、重要な歴史的史料としての側面も併あわせもっているのだ。

「そういえばさ、今ゲームでミツルはドントーロとかいう魔族を倒したことで、『獣けものの服』っていうアイテムを手に入れたわよね。それも史実なの？」

　というナルミエの質問にも、リゼラはこう返す。

「だからそうですってば」

「なんで敵を倒しただけで服がもらえるのよ。あ、そっか。ドントーロからはぎ取ったのね。倒した敵を素っ裸に引ん剝むいちゃうなんて、さすがミツル。邪悪邪悪ぅ！」

「そ、それはその……と、とにかく英雄ミツルは邪悪ではないんです！　魔王になるのが夢だなんて宣っているナルミエさんと一緒にしないでください！」

「でも実際にミツルは悪い人だったって話じゃないの。ねえ、ケータ？」

　……まあ確かにな。

　英雄ミツルこと朝あさ霧ぎり充みつるは、この俺、朝霧啓けい太たの父親だ。だからそいつがどれだけ悪い奴やつだったかは、俺が一番よく知っている。十六年前の旅でも、仲間の女の子に手を出しまくった挙げ句、邪じや神しんを倒したあとは、まったく別の女性を連れて、さっさと日本へ帰ってしまったわけだし。それも仲間の女の子たちを捨てるような形で。

　その後、日本で生まれたのが俺だ。一ヶ月ほど前までは俺も日本で平へい穏おんな生活を送っていたんだけど、非常にくだらない理由でこのアストラフトに転送されてしまった。もちろんその理由にも親父おやじが絡んでいて……まあそれは長くなるからやめておこう。とにかく俺の親父はどうしようもない男なのだ。

　本当はそんな親父が主人公のＲＰＧ『アストラフトの英雄』なんて、すすんでやりたいものではない。やればやるほど、親父のクズっぷりが露ろ見けんしていくわけだし。でもこのゲームには俺が元の世界に帰るヒントが詰まっているんだから仕方がない。

「ケータくん。とりあえず今日のところはゲームを中断して、もう帰ろ」

　部室の後ろですり鉢に入れた薬草をごりごりとすり潰つぶしている女の子が言った。紫むらさき髪がみのボブカットに縁ふちの赤いメガネ。彼女はマレッタ・ハイードマーチという。

　ゲームオタクのリゼラ、魔ま王おう志望のナルミエ、そしてアイテム製作が趣味のマレッタと俺を含めた四人が、アストラフトの片隅にあるベンテーチ学園ゲーム研究部のメンバーだ。

　みんな俺が光の国プログレシブこと元の世界に帰るために協力してくれている心強い仲間たち。まあ俺を送り出すためというよりは、彼女たちも俺と一緒に光の国プログレシブに行きたいっていう気持ちが強いらしいけど。

　光の国プログレシブに行くためには、この世界に出没する怪物フアンタズマを倒してレベルを上げたり、善行を積むことで加算される「英雄ポイント」を貯ためたりしなければならない。

　俺たちは『アストラフトの英雄』をプレイしながらその方法を探り、レベル上げや英雄ポイント稼ぎに勤いそしむ毎日を送っている。

　……とはいっても、全員学園の落ちこぼれだから、なかなかうまくいかないんだけどな。




　　　　　　　　　　　　◇




「ケータさんケータさん！　この水着チョーかわいくないですか!?　試着しよっかなー」

　リゼラがビキニを体に当てて、バレリーナのようにくるくると回ってみせる。

　俺たちゲーム研究部の四人はまっすぐ帰らず、街一番の大型デパート「ミナトン百貨店」にある水着ショップに立ち寄っていた。

　ちなみにここは十六年前、つまり『アストラフトの英雄』の作中では小さな道具屋があった場所だ。それが時を経てデパートに変貌したらしい。このように、時代の流れは世界にさまざまな変化をもたらしている。ゲームの世界に憧れるリゼラはそれをとても残念がっていた。

　……話を戻そう。ベンテーチ学園は明日から夏休み。そして十日後には俺たち一年生が三泊四日で海に行く臨海学習がある。そのための水着を買いにきたのだ。

「でも臨海学習なんて参加してる場合なのかな。俺は一刻も早く、元の世界に帰りたいのに」

　独ひとり言ごとのつもりだったが、リゼラが反応した。

「なにを言ってるんですかケータさん。臨海学習で行く海は、『アストラフトの英雄』にも登場する魔まの海うみっていうエリアなんですよ。支配者は邪じや神しん七しち部ぶ衆しゆうのひとり、海王レヴィアン。海賊も多く出没する無法地帯で、人々は漁もできずに貧困生活を強いられて……」

「ま、その海王レヴィアンが英雄ミツルに倒されてからは、観光客が大勢集まるリゾート地として再開発されたんだけどね」水着を選んでいるマレッタが、一いち瞥べつもせずに言った。「海賊たちのアジトだった入り江の洞どう窟くつは、改装されてテーマパーク化。あらゆる船を飲み込んだ悪魔の大おお渦うずには、世界一の鉄橋が架けられて夜はライトアップが楽しめるデートスポットに。船をおびき寄せて座ざ礁しようさせていた人魚の島には、ＣＤデビューした人魚たちのライブハウスが建設されて、毎日満員御礼」

「と、とにかく！　臨海学習といえばイベントがつきものなんです！　問題を起こす生徒も出てくるでしょうし、それを解決すれば英雄ポイントも貯たまるじゃないですか！　普段なら行けないダンジョンでレベル上げだってできるかもしれませんし、夏休みだからって引きこもってゲームばかりするのは反対です！」

「あたしたちが入部するまで、そっち側の人間だったくせに」

　同じく水着を選んでいるナルミエが、やはり一瞥もせずに言った。

「一番問題を起こしそうな人に言われたくありませんがね」

「ケータくんも水着買うんだよね？　この店って結構高いし、ボクが作ってあげよっか？」

　とマレッタに言われたが、俺は丁てい重ちように断った。どうせ市場価格より高い金額をふっかけてくるに決まっているからな。

「ケータの水着なら、これがいいんじゃない？」

　ナルミエが無数の刺とげで覆おおわれたごつい鎧よろいを持ってきた。

「沈むだろ」

　てか、なんで水着ショップに鎧が売ってるんだよ。

「この日焼け止めも買っておきましょうかねー」

「あ、それならボクが作った『バーニングローション』のほうが耐熱効果も高いよ」

「うーん、もっと暗黒な感じの水着はないかしら」

「全身黒タイツで泳げばいいんじゃないですか？」

「あたしをバカにしてるわよね？　はいはーい、今からケンカしまーす」

　店内でナルミエとリゼラが摑つかみ合いのケンカを始めた。とは言っても、じゃれ合っている程度のものだ。なんだかどちらも楽しそうである。傍ぼう観かん者しやのマレッタも楽しそうだ。

　そしてきっと、俺も同じような顔をしている。

　まあいいか。リゼラの言ったとおり、臨海学習に行くなら行くで、そこでしかできない英雄ポイント稼ぎやレベル上げができるかもしれないし。

　……いや、正直になろう。俺は純粋に楽しみだった。いつものメンバーと旅行に出かけることが。もちろん一刻も早く元の世界に戻って、片かた想おもい中の愛あい沢ざわ留る美みさんに告白したいという気持ちはある。でもやっぱり仲間と過ごす時間も大事にしないとな。こういうのなんて言うんだっけ。そうそう、戦士の休息ってやつだ。

「よし、俺もかっこいい水着を探すぞ！」

「あはっ、ケータさんも楽しみになってきたみたいですね」リゼラが言った。「ギャルゲーでも乙女ゲームでも、学校行事はイベントの宝庫なんです。みんなで泳いだり、バーベキューをしたり、花火を見たり。そして夜はどきどきの告白タイム！　はあはあ、楽しみが尽きません！　私は今、乙女ゲームの登場人物の気分になって……」

　そこでナルミエが、きょとんとした顔をリゼラに向けた。

「さっきから気になってたんだけど、あんたも臨海学習に行くつもりなの？」

　別段気を悪くした様子はなく、リゼラは笑って返す。

「当たり前じゃないですか。私をのけ者にしようとするなんて、ナルミエさんって相変わらず悪い人ですよねー」

　ナルミエは首を傾かしげたままだった。

　どうしたのか尋ねると、

「ママから聞いたのよ。リゼラは臨海学習に行かないみたいだって」

　ナルミエが言うママとは、もちろん俺とリゼラの担任のエレナーデ先生だ。

　リゼラは笑顔を浮かべたまま、わざとらしくため息をついた。

「もう、エレナーデ先生にも困りましたね。私がいない臨海学習なんて、コントローラーのないゲーム機じゃないですか。そんなことじゃゲームはできませんよ」

「でもあんた、臨海学習のお金、払ってないのよね？」

「え？」

　リゼラの笑顔はここで完全に凍りついた。

　ベンテーチ学園の臨海学習は自由参加だ。参加希望の場合、先月の時点で費用の10万フーリを入金しておかなければならない。それで受付完了となる。

　しかしリゼラは、現時点でも未払いのままだという。

　受付開始直後のリゼラは俺たちと出会う前の引きこもり状態だったので、もともと参加する意志はなかったらしい。そして入金のことを忘れたまま、現在にいたったそうだ。

「じゃ、じゃあ私はみんなと臨海学習に行けないってことですか!?　私コントローラーないんですか!?」

「いや、今からでもお金を払えば参加できるんじゃないか。俺だって遅れたわけだし」

　こっちの世界で俺はベンテーチ学園の学園長、ローリエのところで世話になっている。数日前、ローリエ学園長から「そういやケータも臨海学習に行くんでしょ？　お金払っとくね」と言われて、飛び入り参加が可能になったのだ。

「リゼラちゃん、今いくらもってるの？」

　マレッタが言うと、リゼラはしょんぼりと肩を落とした。

「貯金残高は２万フーリです……」

　全然足りない。臨海学習の費用は10万フーリだ。

　寮暮らしのリゼラはバイトで生計を立てているのだが、生活費のほとんどはゲーム代に消えている。そして彼女は両親がいないため、頼れる相手もいない。次にバイト代が入るのは臨海学習が始まったあとだそうだ。

「まずいです！　まずいです！」

　リゼラは叫びながら、なぜか俺をぽかぽかと殴ってくる。

「学園長に頼んで、ひとまず立て替えてもらうか？」

「それはだめです！　私は特別に学費を免除してもらっている身分なのに、これ以上の迷惑はかけられません！」

「だったらどうすんのよ？」

　とナルミエ。リゼラは食い気味で返す。

「もちろん『アストラフトの英雄』のように、ファンタズマを狩りまくって……！」

　倒したファンタズマは確率で『邪じや気きの欠片かけら』という換金アイテムを落とす。ゲームではそれを売ることでお金が稼げるんだけど、

「……と思ったんですが、やっぱり日ひ雇やといのバイトを入れます」

　勢いをなくしたリゼラが、しょんぼりと言った。

　だよな。落ちこぼれの俺たちにとっては、そっちのほうが現実的だ。




　　　　　　　　　　　　◇




「ねえねえケータ。これどう思う？」

　小学校低学年ぐらいの幼女が、やけに大人びたビキニ姿で現れた。グラビアなどでよく見る四よつん這ばいポーズを披ひ露ろうしているが、残念ながら組み体操の真ま似ねをする女子にしか見えない。

　この子……いやこの人が俺の保護者で、ベンテーチ学園のローリエ学園長だ。見た目は幼女だが、実年齢は百歳を軽く超える大だい魔ま女じよ。朝早くから寝ているところを叩たたき起こされた俺は、遠慮なくあくびをぶちかましながら、そんなロリババアを見つめていた。

「もう、興味なさそうだねー。やっぱりケータはビキニより、こっちのほうが好きなのかな？　このド変態め」

　言葉とは裏腹に艶あでやかな笑みを浮かべた学園長は、傍そばの紙袋から別の水着を取り出した。

　スクール水着だった。しかも俺の目の前で着替えようとしている。

　止める気力もなく、もう一度布ふ団とんに潜もぐり込んで背を向けた。

「ちょっとぉ。そこは慌あわてながら『ここで着替えるのはやめろよー』って言うんでしょー」

「ごめん学園長。まだ眠いんだ」

　それに子供の裸を見たところで、なんとも思わないし。

　どすん、と布団の上に重い塊かたまりが飛び乗ってきた。学園長という名の塊が。

「せっかくの夏休み初日なんだし起きてよー。一緒にプール行こうよー」
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　掛け布団の上から俺にまたがったまま、何度も飛び跳はねる。ベッドがぎしぎし軋きしんだ。

「学校が休みなんだから、もっと寝たいんだ……」

「やだやだやだー！　ケータとプール行って『にゃんにゃん』するのー！　臨海学習まで一緒に泳げないなんて、そんなのつまらなーい！」

「え、学園長も臨海学習に行くつもりなのか？」

「当たり前でしょー。学園の仕事なんて、夏休み期間はほとんどないんだし。起きてくれないと、布団に入って襲おそっちゃうぞっ！」

　そのとき、家の玄関からノックの音が聞こえた。

　俺の上から飛び降りた学園長は、「こんな時間から誰だよー」と文句を言いながら部屋を出て行く。しばらくすると玄関のほうから学園長の声が聞こえてきた。

「なんだ貴き様さま、我が家になにか用か？」

　外用の厳しい口調で。学園長が甘えた声を出すのは俺と二人きりのときだけ。学園内ではスパルタで有名な人なので、生徒たちからは「ロリ軍ぐん曹そう」なんて呼ばれている。

　学園長が俺の部屋に戻ってきた。恨みがましくこちらを睨にらみながら、拗すねた声で言う。

「なんかさー、リゼラくんが来たよ。ケータは私の誘いを断って、リゼラくんとプールに行くわけぇ？」

　リゼラが？　俺の下宿先まで来るなんて珍しい。なんの用だろうか。

　ベッドから身を起こして部屋を出ようとすると、学園長がスパルタ口調で釘くぎを刺してきた。

「言っておくがな。私は不純異性交遊などという行為は唾だ棄きすべきものだと思っておる。リゼラくんとそのような遊ゆう興きようにふけると、いくらケータでも全運動部の強化合宿に有無も言わさず参加させてやるからそのつもりでおれ」

　だったら、あんたが俺とプールに行って『にゃんにゃん』するって言ってたのはなに？




　玄関に行くと、リゼラが首を傾かしげて佇たたずんでいた。

「おはようございますケータさん。あの、なんで学園長は水着だったんでしょうか？」

「そんなことはどうでもいい。ところで、日ひ雇やといのバイトは見つかったのか？」

　リゼラはしょんぼりと肩を落とした。

「あれから引っ越し業者や建設現場、掘くつ削さく作業員の面接を片っ端から受けてみたんですけど、全部断られてしまいました……」

「明らかに向いてないのに、なんで肉体労働ばっかり選ぶわけ？」

「だって肉弾戦に強くなりたいじゃないですか」

　リゼラはボディビルダーのようなポーズを取った。力こぶはまったくない。

「まあいいや。それで俺になんの用なんだ？」

「聞いてください。神は正義の使し徒とである私を見捨ててなかったんです！」

　花が咲いたような笑顔になる。相変わらず表情がころころ変わる奴やつだ。

　リゼラはスカートのポケットから、チラシを取り出して見せてきた。

『カップル限定・ファッションコンテストのお知らせ』

　そんな見出しがでかでかと書かれている。

「ミナトン百貨店が主催するコンテストです。男女のペアが特設ステージで夏服を披ひ露ろうして、それに審査員が点数をつけるんですって。優勝したペアには賞金20万フーリ。しかも開催日は今から四日後なので、賞金がもらえたら私もギリギリで臨海学習に参加できるんじゃないでしょうか!?」

　興奮気味に身を乗り出してくる。

「おいおい優勝って……だいたいお前、一緒に出てくれる男はいるのか？」

「なに言ってるんですか。私とケータさんで出るんですよ」

「……え？」

　俺がきょとんとすると、突然リゼラは顔を真っ赤にして、あわあわと両手を振った。

「あ、いえ、その、べ、別に私とケータさんがカップルって言いたいわけじゃないんですよ？　た、ただほかに相手が見つからないから、こうして仕方なくですね……そ、そう、仕方なくなんです。わかりましたか、このくそ勘違い野郎！　ぺっぺっ！」

　出る気なくすぞ。

「まあリゼラだけ留守番っていうのもかわいそうだし、別に協力してもいいけど」

「ですよね!?　ですよね!?　それに私の力になってくれたら、ケータさんの英雄ポイントだって貯たまりますしね!?」

「でもなぁ、俺はファッションに疎うといし……」

「安心してください。こう見えても私、コーディネートには自信があるんです」

　学校が休みなので今のリゼラは私服姿だ。白いＴシャツに、ポケットが無数についた超ピンクのスカート。それを吊つりバンドで留めている。はっきり言って、優勝できるようなセンスとは思えない。しかもＴシャツには英雄ミツルのデフォルメ顔がプリントされているし。

「……やっぱり、ほかの稼ぎ口を探したほうがいいんじゃないか？」

「ケータさん、チラシのここをよく見てください」

　リゼラが指差した部分には、「かわいさ部門」「かっこよさ部門」と書かれている。どうやらそれぞれの部門ごとに優勝ペアを出す企画らしい。

「私は『アストラフトの英雄』の『かっこよさコンテスト』で何度も優勝をかっさらっているんです。だから絶対に優勝できます！」

　そういえばあのＲＰＧには装備の組み合わせで変動する「かっこよさ」の数値があるって話だったよな。

「でもそれ、ゲームのなかの話だろ？」

　現実のお前のセンスでは……と言いかけたが、

「だから何度も言ってるじゃないですか。『アストラフトの英雄』は史実をもとにしたＲＰＧだって。つまり作中の大会で優勝できるような格好をすれば、現実の私たちも高得点が叩たたき出せるはずなんですよ！」
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　そんな簡単にいくものかどうかは甚はなはだ疑問だが、ひとまず協力してやることにした。

　さっそくコンテスト用の服選びのためにミナトン百貨店までやってきたのだが、入り口のホールでリゼラの足が止まった。

「ちょっと待ってください。服屋さんの場所がわからないので」

　と言いながら、壁にかけられた案内図に目を向ける。

「とりあえず、お前がいつも行ってる店から見て回ったらいいだろ」

「そんなのありませんよ。私、服屋さんには行ったことがありません」

「……えっと、どういうことかな？」

「服は自分で作る主義なんです。それを買うお金があったら、ゲーム代に回しますし」

　そういえば以前、『幸運の水着』なんてアイテムを作ったこともあったよな。

　てゆーか服に無む頓とん着ちやくな俺と、服屋に行ったことすらないリゼラのコンビでファッションコンテストに出るなんて……これ優勝無理じゃね？

　リゼラは読心術でも使ったかのように、俺の胸中を読み取ってきた。

「大丈夫です。『アストラフトの英雄』で一番『かっこよさ』が上がる組み合わせは、頭に入ってますから」

「ちなみにどんな組み合わせなんだ？」

「まず『覇は王おうの鎧よろい』と『鉄仮面』、そして『王者の剣つるぎ』に『赤マント』です。できれば『龍りゆう神じんのすね当て』も欲しいところですが……」

「待て待て待て。俺たちが参加しようとしているのは、夏の着こなしを披ひ露ろうするファッションコンテストだよな？」

「これだから素人しろうとは」小こ馬ば鹿かにするような含み笑い。「装備に夏も冬も関係ないんですよ」

　いや、俺が言いたいのはそういうことじゃなくて……なんていうか、デパート主催のファッションコンテストなんだぞ？

　そんな不安をよそに、リゼラは続ける。

「ただ問題は、私の手持ちでそれらの装備を買えないってことです。買えそうな装備品で『かっこよさ』が最高になる組み合わせといったら、『バジリスクの服』と『羽飾り』、それに『魔ま導どう士しの杖つえ』と『ブルーバックラー』でしょうか。いや、ちょっと足りないかもしれませんね。どう思います？」

　知らんわ。そもそも装備って言っている時点で、間違ってる気がするんだけど。




　ミナトン百貨店にある服屋をいくつか回ってみたが、リゼラが列挙した装備品はひとつも売っていなかった。『アストラフトの英雄』の舞台になった十六年前と違って、平和になった今の世の中では、ハイレベルな防具がほとんど売ってないのだ。

「そもそも昔はたくさんあった防具屋の大半が、ただの服屋になってしまいましたからね。今のアストラフトって、ほんっっとうに面白くない世界ですよ。どちくしょう」

　求める商品が見つからないためか、リゼラは少し苛いら立だっている様子だった。

「あ、そうだ。水着ショップでナルミエが俺に勧めてきた鎧よろいがあったよな。あれはどうだ？」

「ケータさん正気ですか？　あんな刺とげ々とげしい鎧よろいで『かっこよさ』が上がるとでも？」

「え、いや、そうか……なんかすまん」

　基準がよくわからない。

「この店にもいい防具はないようです。次行きますよ」

　そう言いながら服屋を出て行くリゼラ。おしゃれな服装の女性店員が眉まゆ根ねに皺しわを寄せて睨にらみつけている。その視線に追い出される形で、俺はリゼラに続いた。

「あら、リゼラとケータじゃない。どう、邪じや悪あくしてる？」

　通路を挟はさんで向かいのコスメショップから、ナルミエが出てきた。

　今のアストラフトにはこんな店まであるのか。もちろん十六年前の世界を描いた『アストラフトの英雄』には登場しない。ますます元の世界と大差がなくなってきているな……じつはここって、日本のどこかじゃないだろうな？

　リゼラは軽く会え釈しやくをして、ナルミエに言った。

「こんなところで会うなんて、すごい偶然ですね」

「そうね。どうやらあたしとあんたは、どこにいても出会ってしまう運命にあるみたい。世界の滅亡をかけて戦う宿敵として……ね」

「そのようです。今はその時期ではありませんが、覚悟しておいてください。あなたの野望は必ず、人々の希望が生み出す浄化の炎で打ち砕いてみせますから」

「ふっ、そんなもの、脆ぜい弱じやくな灯ともし火びよ。愚おろかな人間に加担するあんたは、禍まが々まがしき煉れん獄ごくの魔ま王おうたるあたしが、いずれ世界とともに紅ぐ蓮れんの業ごう火かで焼き尽くしてやるわ！」

「でも私は信じているんです。たとえ今は脆弱な灯火でも、それが世界を楽園へと変える太陽の力になることを！　世界が終しゆう焉えんを迎える頃、私は光の戦いくさ女め神がみとして覚かく醒せいし、煉獄の魔王たるあなたを必ずや消し去ることでしょう！」

　ああ、やっぱりここはアストラフトなんだな。元の世界では本気で自分は煉獄の魔王だ、光の戦女神だなんて会話をしている人たちって、たぶんいないだろうし。

「ところであんた、日ひ雇やといのバイトは見つかったの？」

　ナルミエがいつもの調子に戻って尋ねた。

「いえ、見つかってないんですけど、ケータさんとカップル限定のファッションコンテストに出ることにしたんです。その優勝賞金を臨海学習の費用にあてる作戦です」

「かか、カップル限定……？」

　ナルミエの両目がいっぱいに開かれた。しばらく口をぽかんと開けて俺とリゼラを見比べていたが、やがて震ふるえる声で言葉を紡いだ。

「……あは、聞き間違えちゃったわ。えっと、体当たりが前置きになるコンテスト？」

「それ『タックル前提』です」

「そっか、先にパンチを当てた人が勝ちなのね」

「それ『ナックル先制』です」

「わ、わかったわ。全力で沖まで泳ぐ大会でしょ？」

「それ『マックス遠泳』です。文字どおりだんだん遠ざかってます」

「じゃあ一体なんなのよ!?」

「だから『カップル限定』のファッションコンテストですってば」

「かかかかかかぁ！」

　と叫ぶナルミエだが、別に邪じや悪あくな笑い声をあげているわけではない。「かかかかカップル限定ですってぇ!?　いつからあんたとケータがカップルになったのよッ!?」

「そうじゃなくてだな」二人の間に割り込んだ。「コンテストの優勝賞金は20万フーリらしいから、それがあればリゼラも臨海学習に行けるだろ。男女のペアじゃないと出場できないコンテストらしいから、協力してやってるんだよ」

　リゼラも頷うなずく。

「そのコンテストには『かっこよさ部門』っていうのがありまして、私とケータさんでそちらにエントリーしようかと。『かっこよさ』を競う大会なら、私ゲームで何度も優勝してま」

「かっこいいカップル賞ですって？　あんた全然かっこよくないし！　そういうのは、かっこいい人同士で出るもんじゃないの!?　たとえば、あたしとケータとか！」

「ですから服装のかっこよさを……てゆーか、ナルミエさん。ケータさんをかっこいい人だと思ってるんですね」

　リゼラがそう言ったことで、ナルミエの勢いはぴたりと止まった。頰ほおを赤く染めて俯うつむいてしまう。

　え、本当に？　生まれてこのかた、誰かにかっこいいなんて言われたことはないんだけど。

「かっこいいわけあるか！　ケータなんてただのバケモンよ！」

　だよな。うん、わかってるけど。でもバケモンはひどくない？

「とにかくだ。そんなわけだから、俺とリゼラが優勝できるように祈っといてくれよな」

　ナルミエは険しい顔で腕組みをした。

「まあ、優勝しないとリゼラが臨海学習に行けないって言うなら……いや、待って。そうだ！　あんたたち二人が出なくても、あたしが出てあげるわ！」

「なんでそうなるんですか！　ケータさんは私と一緒に出る約束をしてるんです！」

　リゼラが両手をぶんぶん振り回しながら叫ぶ。

「あたしの相あい方かたは別にケータじゃなくてもいいわよ。誰か適当な人と一緒に出て、優勝をかっさらってあげるわ。その賞金はリゼラに全部あげるから、あんたたちは出場を辞退しなさい」

　改めて私服姿のナルミエを見た。

　清潔感のある白いパンツに、薄うすいグレーのＴシャツ。その上からシャツワンピースを羽は織おりとして着こなしている。肩にかけている赤いポーチもアクセントとして絶妙だ。ファッションに無む頓とん着ちやくな俺でさえ、ナルミエのコーディネートはすごく上手だと思える。そもそもモデル並みのプロポーションだし、こいつが出たら確かに優勝を狙ねらえるかもしれない。

「いえ、お気持ちはありがたいんですけど、自分の費用ぐらい自分で稼ぎたいんです」

　リゼラは丁てい寧ねいに頭を下げたのだが、ナルミエは納得しない。

「なんでよ！　あたしが出るって言ってるんだから、辞退すればいいでしょ！」

「どうしてナルミエさんは、私とケータさんに辞退してほしいんですか!?」

「あんたとケータがカップルとして出場するなんて、片腹痛いからよ！」

「魔ま王おうだなんて宣のたまっている人がファッションコンテストに出ること自体、片腹痛いです！」

「ああん!?　光の戦いくさ女め神がみとやらは、魔王を差別するっての!?」

「差別が嫌いやなら魔王を名乗るなです！」

　リゼラとナルミエが通路のど真ん中で取っ組み合いを始めた。周囲の買い物客や店員が何事かと集まってくる。リゼラはさっき世界を楽園に変えるとか言っていたが、少なくとも俺にとって、この場所が楽園に変わることがないのは確かだった。
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　なだめたナルミエと別れたあと、俺とリゼラは改めて服選びを再開した。

「え、この鎧よろいですか？」

　リゼラに携帯ゲーム機で『アストラフトの英雄』の画面を見せられているショップ店員は、とても困惑していた。

「はい。この『覇は王おうの鎧』に近い防具を探しているんですけど、ここにはありませんか？」

「え、ええ。ここは服を取り扱う店ですから、鎧はちょっと……」

　リゼラは携帯ゲーム機を素早く操作して、ステータス画面に表示されているミツルの装備を変更した。

「それならこの『バジリスクの服』でもいいです」

「同じものはありませんが……そうですね、デザインが似た服ならあると思いますが」

「即死耐性がつく装備効果もありますか？　え、ない？　だったらいりません」

　こいつ絶対、ファッションコンテストの主旨がわかってないだろ。

「お前はちょっと静かにしてろ」

　リゼラに任せっきりでは進まないので、俺が対応することにした。

　ショップ店員が出してくれた革製のジャケットは、確かに作中の『バジリスクの服』とデザインが似ていた。ただし、値段が結構高い。

「もう少し安いものでしたら、こちらなんていかがでしょう」

「うーん、それは『バジリスクの服』とあまり似てないんだよなぁ」

「それならこちらは……」

　ショップ店員はいろいろな服を見せてくれたが、どれも決め手に欠ける。デザインは近くても色が違ったり、いいサイズがなかったり。

「なあリゼラ、どうする……って、あれ？」

　さっきまで傍そばにいたのに、いつの間にかいなくなっている。服屋の中をぐるりと回ってみても、その姿は見当たらない。あいつどこに行ったんだ？




　服屋を出ると、リゼラはちょうど隣の店から出てきたところだった。

「なにやってるんだよ。お前に合うサイズの服を選んでいるところなのに」

「聞いてくださいケータさん！　そっちの店ですごいものを見つけたんです！」

　ああ、隣の店で服を探していたんだな。ん？　でもこの店って……。

　壁一面にアニメ調のポスターが貼はられており、その手前にいくつものケースが敷しき詰められたワゴンがある。そして店頭にある数台のテレビモニター。

　これ、ゲーム屋じゃね？

　リゼラは手に持っていたビニール袋を掲かかげてみせた。

「大変なんですよ！　『ストリート英雄４』の拡張版、『ストリート英雄４・アーケードエディション』が発売されてたんですよ！　新キャラクターの追加だけでなく、前作では無敵すぎると言われていたミツルの性能が調整されていて……」

「それ買ったんだな？」

「もちろんです！　一緒に買うと割引になるってことで、アナスタシア姫のイラストが描かれた『アケステ』も買っちゃいました！　あ、アーケードスティックの略ですよ？　まったく、昨今の抱き合わせ商法たるや……」

「服にあてるお金で買ったんだな？」

「なにがです？」

「だから、コンテスト用の服を買うお金で買ったんだな？」

「…………はっ!?」

　リゼラの両目がカッと見開かれた。そして無言。

　デパート内に、吹くはずもない風が走り抜けたような気がした。

「もうだめだ。お前は臨海学習に行けない。留守番決定だ」

「わ、私はなんてことを……！」

　やっと自分の失態に気づいたらしい。それでも買ったゲームを手放すつもりはないようで、しっかりと袋を胸に抱きしめている。

「それじゃ帰るか。メシでも食っていこうぜ」

　踵きびすを返した俺の袖そでをリゼラが引っ張る。

「ま、待ってください！　もう少し私にチャンスをください！」

「手持ちはいくら残ってるんだ？」

「８０００フーリほどです……」

　それだと全身のコーディネートは無理だ。

「さて、なに食って帰ろうか」

「まだ策はあるんです！　三十分ほどここで待っててください！」

　そう言ったリゼラは、俺を残して駆け出していった。




　三十分というか、一時間後。デパート内のベンチで居眠りをしていると、リゼラが戻ってきた。大きな紙袋を抱えて。

「遅くなってすいません。ちょっと選別に手間取ってしまいまして」

「一体なにをしていたんだ？」

「寮に戻って、いらないゲームを探していたんです。あ、厳密に言うと、いらないゲームなんてないんですけどね。一時的とはいえ、手放すものを選ぶのには苦労しました」

　つまり家にあったゲームを売るってことか。さっきは少し疑ってしまったが、ゲーム狂のリゼラがゲームを売るなんて、やっぱり本気で臨海学習に行きたいんだろう。

「この紙袋には三十本のゲームソフトが入っています。どれもレア度が高かったり人気作だったりするので、全部売ればゲーム屋さんのレジが爆ばく発はつしちゃうかもしれませんよ？　さあ行きますよケータさん！　プッシュ、スタートボタン！」

　三十発の爆弾を抱えたリゼラは擲てき弾だん兵へいよろしく、ゲーム屋という戦場に突とつ撃げきしていった。




　結果から言うと、爆発したのはリゼラのほうだった。

　三十本のゲームソフトを査定したゲーム屋店主が放ったひと言は、「全部で５０００フーリになります」。つまり一本あたりの平均査定額は１６６フーリほどだった。

「ば、ばかな……リメイク前の初期型『アストラフトの英雄』が、たった50フーリにしかならないなんて。くそがぁ……」

　リゼラの声は、とてもか細い。自分の命とも言えるゲームソフトを三十本も手放したのに、ほとんど足しにならなかったことがショックなのだ。デパート内のベンチに座って、がっくりとうなだれている。

　これでリゼラの所持金は、合計１万３０００フーリ。もともと２万フーリ持っていたのに、かなり下がってしまった。しかも服を一着も買わないまま。

「……とりあえず、その金額で買える服を探しに行かないか？」

「もう無理ですよ」ぽつりと言う。「そもそも『覇は王おうの鎧よろい』も『バジリスクの服』も売っていない今の時代で、私のようなセンスの欠片かけらもないくそオタク女が、『かっこよさ』のパラメータをあげようとしたこと自体、間違っていたんですね」

「そ、そんなことないぞ。挑戦することは悪いことじゃない」

　ベンチのリゼラは意気消沈した顔で、傍そばに立つ俺を見上げた。

「……だったらケータさんは、私に服選びのセンスがあると思います？」

「ああ、もちろんだ」

「清すが々すがしい噓うそをありがとうございます」

「え、えっと、まあ俺は服について無む頓とん着ちやくだけど、お前にはその服を作る才能があるじゃないか！　前にマレッタの『幸運の水着』を作ったし、今着ているものだって自分で……あ」

　そこでひらめいた。

　どうせダメもとなんだし、試してみるのも悪くない。

「なあリゼラ。俺たちで作ってみたらどうだ？　その『バジリスクの服』とかを」
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　そしてファッションコンテストの日がやってきた。

　ミナトン百貨店の玄関ホールには特設ステージが組まれており、その前方に大勢の見物客が詰めかけている。

「続きまして、二組目のカップルの登場です！　テーマは『ちょいワル男と無む垢くな少女』。それではどうぞー」

　司会の男が促すと、「エントリーナンバー２」の札をつけた男女のペアがＢＧＭに合わせてステージに上がる。胸元を少しはだけた白シャツに黒のサマージャケットという組み合わせの男と、純白のワンピースに青色のカーディガンを羽は織おった小さな女の子のカップルだった。

　二人はステージ中央で決めポーズを取ったあと、くるりとターンして戻っていく。

　ステージの下しも手て側にいる五人の審査員たちがそれぞれの着こなしを採点して、あとで優勝者を発表するという流れだ。

「ふふ、みなさん普通の格好ですね。かっこよさ部門の意味がわかってないんですかね？」

　ステージ袖そでに繫つながる簡易テントの楽屋で、リゼラが俺に小声で囁ささやいた。

　……いや俺たちのほうこそ、意味をはき違えているんじゃないか？

　楽屋は出番を控えた出場者たちで溢あふれている。当たり前だが、みんな普通の格好だ。それぞれ自信の夏服を着こなしており、いやが上にも俺とリゼラの格好は浮いてしまう。

「確かにあたしが見たかぎりでも、あんたたち二人が一番クールだと思うわ。腹立つけど」

　一緒に楽屋に潜もぐり込んでいたナルミエが、ふてくされて言った。本気でそう思ってるのか？

　ナルミエも当初は先日の宣言どおり、コンテストに出場するつもりだったらしい。でも一緒に出てくれそうな相手が見つからなかったため、やむなく見送ることにしたそうだ。

　彼女の今の服装はほかの出場者たちと比べても見劣りしない。いや、一番輝かがやいているようにも見える。出場すれば優勝だったかもしれないのに。

「そんなに出たかったなら、キドニーさんを誘えばよかったのに」

　とリゼラ。キドニーとは、俺とリゼラのクラスメートで生物部所属の男、キドニー・フルメールだ。以前、ゲーム研究部の活動に同行してもらったことがある。

「だって、そこまで仲いいわけじゃないし」

「そもそも友達のいないナルミエさんに、仲のいい男の子っているんですか？」

「……あんただって友達いないくせに」

「……うぐぅ！」

「ケンカはやめてよね。せっかくの衣装が汚れちゃうから」

　と言ったのはマレッタだ。やはり彼女もナルミエと一緒に、楽屋に紛れ込んでいた。

　ちょうど楽屋に、三組目の出場者が戻ってきた。男のほうは黄色いタンクトップに白のシャツ、女の子は水玉のフレアスカートに白いキャミソールという爽さわやかカップルだ。

「うう、出番が近づくにつれて、緊張してきました……」

　リゼラが両手を組んで、祈るようなポーズをした。がしょん、と音がする。

　その姿は『覇は王おうの鎧よろい』、『鉄仮面』、『赤マント』、『龍りゆう神じんのすね当て』だ。ちなみに『鉄仮面』はフルフェイスなので、リゼラの表情は見えない。

　もちろん本物じゃない。樹脂が原材料の柔らかいボードやアルミで製作した、いわゆるコスプレだ。

　製作者は俺とリゼラ、そしてマレッタだ。マレッタは「もし優勝したら賞金の半分をちょうだいね」と言って喜んで協力してくれた。そのおかげで、見栄えはかなりいいものに仕上がっている。部分的に施ほどこされた銀細工は、すべてマレッタの手によるものだ。

　ちなみに俺は銀色の鎧と兜かぶとを身につけている。例のゲームに出てくる『シルバープレート』と『騎き士しの兜』らしい。フルフェイスではない『騎士の兜』は、頭頂部から立派なモヒカン状の毛が伸びている。

「これなら優勝間違いなしですよね。だってどう見ても、出場者のなかで私たちが一番かっこいいですもん」

　フルフェイスのリゼラが小声で囁ささやきかけてくる。

　確かにかっこいいけど、やっぱりコンテストの主旨と外れてるような……。

「どうせ作るなら、『バジリスクの服』とかのほうがよかったんじゃないか？」

「なに言ってるんですか。『アストラフトの英雄』の『かっこよさコンテスト』なら、これで確実に優勝できるんです。ゲームを信じてください」

「それに、あれもあるしね」

　マレッタが椅い子すに立てかけてある『王者の剣つるぎ』を指差した。こちらはマレッタの売り物だった本物の剣をベースに、リゼラの指示で装飾を加えたものだ。その再現度はかなり高く、さっきからほかの出場者たちの注目を集めていた。

「相変わらず、すごいですよね。マレッタさんのアイテム製作の技術は」

「でしょー？　鎧よろいとかはリゼラちゃんにあげるけど、『王者の剣つるぎ』は貸すだけだからね。あとで売り物にするんだから、傷つけないでよ？」

　マレッタがそう言うと、遠巻きにこちらを見ていた出場者たちから「あれ売るらしいぜ」「ちょっと欲しいわね」なんて会話が聞こえてきた。

「くくく、これは高値で売れそうだよ。競売にかけたら、いくらまで跳はね上がるかな」

　マレッタが背負ったリュックからそろばんを取り出して、一心不乱にぱちぱちと弾き出す。

「あの、ケータさん。私ちょっとトイレに行きたいんですが」

　リゼラが言った。俺たちの出番まではまだ余裕があるんだけど、

「もう鎧を着てるのに？」

「で、ですが、緊張してきて……ちょ、ちょっと行ってきます。マレッタさん、女子トイレで一回鎧とマントを脱ぎたいので、ついてきてもらえませんか」

「そっか、ここで脱ぐと下着になっちゃうもんね。じゃあナルミエちゃん、『王者の剣』を監視しといてね」

　リゼラとマレッタは楽屋から出ていった。がしょん、がしょん。

　……俺も行っとこうかな。こっちは軽装だから、鎧を脱がなくてもできるし。




　軽装の俺と違い、全身重装備のリゼラはゆっくりとしか動けない。だからすぐ追いついた。

　今の俺とリゼラが店てん舗ぽひしめくデパートの廊ろう下かを並んで歩くのは、かなり異様な光景なんだろう。買い物客たちの視線が痛すぎる。

「ママー、あの人たちなに？」

「きっとファッションコンテストの出場者よ」

「ファッションコンテストなのに、なんで鎧なのー？」

「さあ……？」

　親子連れの会話も痛すぎる。やっぱり俺たちって、間違ってるよな？

「おーい、みんなー」

　後方から駆けつけてきたのは、ナルミエだった。手には『王者の剣』を持っている。

「なんでナルミエさんまで来るんですか」とリゼラ。

「なんとなく、あたしもトイレに行こうかなと思って」

　きっと知り合いが誰もいない楽屋に一人でいるのが耐えられなかったんだろうな。

「おっ、ちゃんと『王者の剣』を持ってきてくれたんだね。誰かが見張っとかないと盗られちゃうかもしれないし。えらいえらい」

　マレッタが笑顔を見せると、ナルミエは「どうだ」と言わんばかりに胸を張った。

「この魔ま王おうに死角なし。あたしに預けておけば、金庫に入れておくより確実よ」

　そのときだった。

　真横の店てん舗ぽから中年の男が飛び出してきた。

「きゃっ！」

　ぶつかったナルミエは、中年男ともつれ合うようにして転倒する。魔王を名乗るにしては、意外とかわいらしい悲鳴だった。

　同時に店舗のなかから叫び声、「そいつを捕まえてくれ！」

　どうやらこの中年男は、万引き犯かレジの金泥棒らしい。

「おっ、こいつもいただくぜ！」

　すでに身を起こしていた中年男が、そう言い残して駆け出した。ぶつかったときにナルミエが落とした『王者の剣つるぎ』を手に持って。

　金庫に入れておくより確実と言っていたセリフが虚むなしくなるほど、簡単に盗とられやがった。

「ああっ！　あれがないと、『かっこよさ』がマイナス50になるのに！」これはリゼラ。

「ま、魔王から剣を盗むなんて、悪すぎない？」これはナルミエ。

「ウチの売りモンになにしとんじゃワレェッ!?」そしてキャラが崩ほう壊かいしたマレッタ。

　剣を盗んだ中年男は、廊下脇わきの非常口からデパートの外に飛び出した。

「くっ、リゼラの臨海学習がかかってるんだ！　なんとしても取り返すぞ！」

　俺たちは急いで中年男を追いかけた。約一名、走れない奴やつもいるが。がしゃんがしゃん。
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　非常口を出た先は、狭い路地になっていた。中年男の姿は見当たらないが、まだ遠くには行っていないはず。

「手分けして探すぞ！　犯人を見つけたら大声をあげるんだ！」

　俺の言葉に全員が頷うなずく。左右に伸びる路地のうち、ナルミエは右、俺とマレッタは左を進んだ。リゼラは……まあゆっくり来るだろう。

　この路地は迷路のように入り組んでいる。途中でまた二ふた叉またに分かれていたので、俺とマレッタもそこで分散する。

　これで全員がひとりになった。

　あの『王者の剣』があれば優勝できるとは限らないが、みんなで作ったものなんだ。簡単に盗まれてたまるか！

　胸中で叫びながら、必死で路地の迷路を駆け抜ける。いくつか角を曲がったところで、誰かとぶつかりそうになった。

「おっと」

　胸に『王者の剣つるぎ』を抱かかえた犯人の中年男だった。先が行き止まりになっていたので引き返してきたんだろう。

「その剣を返せ！」

　手を伸ばすと、中年男はバックステップで素早く距離をとった。

　この身のこなし、ただ者じゃないぞ……。

「へへ、俺はな、有名な盗賊ギルドに籍を置いていたシーフなんだよ。ガキ一人ならどうにでもなるぜ」

　嫌いやらしく笑って『王者の剣』を脇わきに置いた中年男は、腰のベルトから大型のダガーナイフを抜いた。

　もしかして、これってやばい状況……？

　俺は右手をまっすぐ真横に伸ばして、空間に開いた穴に手を突っ込んだ。

　レベル３の俺が唯一習得しているＳ級のレア魔ま法ほう、空間歪曲魔法ドライブシアター。別次元の倉庫にアイテムを保管しておける代しろ物ものだ。

　その倉庫から取り出したのは、双眼鏡形の神しん具ぐ『真実の瞳ひとみ』。これで相手を覗のぞくと、そのパラメータが確認できる。

「い、今なにをしやがった？」

　狼ろう狽ばいする中年男をよそに、俺は双眼鏡で敵を見た。




　シガ・ワゴエモーイ

　レベル８

　攻こう撃げき力りよく16、防御力10、瞬しゆん発ぱつ力りよく22、魔力12、運29




　こいつ、強いぞ……少なくとも、俺ひとりで手に負える相手じゃない。

「でもやるしかねぇ！」

　神具『真実の瞳』を別次元の倉庫に戻すと、腰の木ぼく刀とうに手をかけ……られなかった。いつもなら携たずさえているのだが、今はコスプレ中で銀の甲かつ冑ちゆう姿。だからない。一応レイピアはあるのだが、ただの細いアルミ棒なので当然使えない。

「あわわわわ……」

「くくく、いくらテメェが甲冑を着てようが、一いつ瞬しゆんで喉のど元もとを斬きり裂いてやるぜ」

　中年男ことシガが言った。この『シルバープレート』を本物だと勘違いしているらしい。本当にすごいな、マレッタの製作技術は。

　って、感心してる場合じゃねぇ！

　シガはダガーナイフを振り上げて、一気に間合いを詰めてきた。

「ひいっ!?」

　そこで俺の体は、ものすごい力で後ろに引っ張られた。尻しり餅もちをつくと同時に、シガのダガーナイフが空くうを斬きる。どうやら、間かん一いつ髪ぱつでかわすことができたらしい。でも一体なにが……？

　俺は尻餅をついた状態で、後ろから首根っこを摑つかまれていた。ナルミエに。

　どうやら彼女が俺を引っ張ってくれたらしい。

「ナルミエさん！」リゼラの声も聞こえてきた。「その鎧よろいの素材は、アルミと樹脂製のボードなんですよ！　強く引っ張ると壊こわれちゃいます！」

　しかしナルミエの耳には入ってないらしい。相変わらずの怪力で俺の体を担かつぎ上げると、

「魔ま王おうから剣を盗んだ挙げ句、ケータに手を出そうとするなんていい度胸だわ！」

　俺の甲かつ冑ちゆうの肩当てを摑み、材木を振り下ろすかのように俺ごとシガに叩たたきつけた。ちょうど俺が相手に浴びせ蹴げりを食らわせるような形だ。あ、肩当てが取れた。

「ぐへぇ!?」

　頭頂部を押さえてうずくまるシガ。

　ナルミエは俺の後頭部を摑んでシガににじり寄ると、

「どらぁッ！」

　俺の頭をシガの額ひたいにブチ当てた。『騎き士しの兜かぶと』がぺしゃんこになる。ナルミエも今は剣を持っていない私服姿だからこそ俺を武器にしてるんだろうけど、素手でよくない？

「ちょ、ちょっとナルミエさん！　やめてくだ……あっ」

　重厚な鎧姿で駆け寄ってきたリゼラが躓つまずいた。シガに向かって額から倒れ込む。

　ごずん！

　すごい音がした。リゼラが危険を察知したときに自動発動する防御魔法、絶対防御魔法エクスプリズモス。それによって、本来柔らかい『鉄仮面』のレプリカごと無敵金属に変化したのだ。

　その強度はおそらく本物以上。最強のハンマーとなったリゼラの頭突きで、シガは口から泡を噴ふいて倒れた。

「と、とりあえずは、『王者の剣つるぎ』を奪だつ還かんできてよかったです……」

　思いがけない自分の攻撃を恥じているのか、リゼラが俯うつむき加減で言った。フルフェイスだから表情は見えないんだけど。

　と、そこへ。

「盗人ぬすつとがいたんかあ!?　金払わずにウチの商品を持っていくなんて、言ごん語ご道どう断だんじゃあ！」

　最後にやってきたマレッタが、自作の爆ばく弾だんを投げてきた。

「お、おい、ちょっと待て！　犯人はもう気絶……」

　俺の胸元に爆弾が飛び込んでくる。言い終わる前に、狭い路地を爆発音が埋め尽くした。
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　マレッタの爆ばく弾だんはそこまで高威力ではなかった。だからそれをキャッチしてしまった俺も、大した怪け我がはしていない。マレッタの回復アイテム『ダメージ平気液』で治る程度だった。

　ただ、服までは直らないけどな……。

　気絶していたシガをミナトン百貨店の警備員に引き渡したあと、俺たち四人はまたひと気のない路地に戻っていた。

「むごいです……むごすぎます……」

　フルフェイスの『鉄仮面』を脇わきに抱えているリゼラは、涙目になっている。まあ、それもそうだよな。がんばって作った俺の鎧よろいがこんなことになったんだから。

　リゼラの装備品は無傷だが、俺のほうはボロボロ。『シルバープレート』は肩当てがなく、塗装もまだら模様に剝はがれ落ちている。アルミの装飾もだらりと垂れ下がっていた。

　そして『騎き士しの兜かぶと』はぺしゃんこ。装飾も一部分を残して吹き飛んでおり、立派に直立していたモヒカン状の兜飾りはざんばらに散っている。落ち武者でもここまでひどくはない。鉄や鋼はがねを使用していないレプリカだからこそ、その崩くずれっぷりは容よう赦しやのないものだった。

「あ、あの、ごめんねリゼラちゃん……」

「あたしもつい、カッとなっちゃって……ごめん」

　マレッタとナルミエが深々と頭を下げた。

「もういいです。どうせ私は最初から、臨海学習に行けない運命だったんですよ……ぐす」

　リゼラがレプリカの手てつ甲こうで涙を拭ぬぐった。

「……諦あきらめるな。まだ策はある」

　俺が言うと、リゼラは雨に濡ぬれた子犬のような瞳ひとみで見つめてきた。

「でも、私のほうは無傷ですが、ケータさんの格好はどうにも……」

「こうなったら、もうヤケだ！　思いっきりやるぞ！」




　　　　　　　　　　　　◇




「はい、ただいまのカップルはエントリーナンバー24、『森の妖よう精せいと旅人』がテーマでした！　次は最後のカップルになりますね。それでは張り切ってお呼びしましょう！　エントリーナンバー25、テーマは『エイリアンVS私』、それではご登場お願いします！」

　司会の男が合図を出して、登場ＢＧＭが鳴り響ひびく。それに合わせて、まずは俺がステージに飛び出した。

　格好はボロボロの甲かつ冑ちゆう姿のまま。それを逆に利用してエイリアンに扮ふんしてみた。

　銀色の塗装が剝はがれ落ちた部分には、ナルミエから借りた赤い口紅を塗りたくってある。銀と赤のコントラストが禍まが々まがしい雰ふん囲い気きを醸かもし出していた。『騎き士しの兜かぶと』のざんばら髪もそのままで、後ろから光るロープを垂らしている。これは俺が空間歪曲魔法ドライブシアターで別次元の倉庫に保管しておいた神しん具ぐ『神しん獣じゆうの尾』のロープだ。本来は高いところに登るためのアイテムだが、エイリアンの触角として利用した。

「シャシャー……」

　客席に向かって威い嚇かくする。最前列の子供たちが何人か泣き声をあげた。

　そして『覇は王おうの鎧よろい』、『鉄仮面』、『赤マント』、『龍りゆう神じんのすね当て』、『王者の剣つるぎ』という重厚な装備を身につけたリゼラが、ステージ上に現れた。

「か、覚悟しろ……です、エイリアン！」

　そう叫びながら『王者の剣』を構える。俺は『神獣の尾』の光るロープを利用してその剣を奪い取った。

「あっ！」

「シャシャー……ケイセイギャクテン」

　薄うす気き味み悪く笑ってみせたあと、

「行くぞリゼラ」

　小声で告げる。リゼラも「はい」と頷うなずいた。

「シャシャァァァ！」

　俺は『王者の剣』をリゼラ目がけて振り下ろした。念のために刃を寝かせて。

　ぱきん、という小気味いい音がして、『王者の剣』は根元から折れた。リゼラの絶対防御魔法エクスプリズモスが自動発動して、彼女の頭が『鉄仮面』ごと無敵金属に変化したためだ。

　ここで後ずさり。リゼラはそんな俺をビシッと指差して、

「邪じや悪あくなあなたが『王者の剣』を手にしようと、正義の私には通用しません！　とりゃあ！」

　へろへろパンチを放つ。それを受けた俺は、派手に吹っ飛んでみせた。そして、ばたり。

　客席に向き直ったリゼラは、最後の決め台詞ぜりふを放った。

「みんなの希望が私の強さ！　闇やみが世界を包もうと、私が必ず光を灯ともす！」

　うおおおおお、と客席から盛大な歓かん声せいと拍手が上がった。

　司会の男が折れた王者の剣を拾い上げる。

「し、信じられません！　これは本物の真剣です！　こちらの女性の兜は樹脂ボードを素材にしていると聞いておりましたが、ものすごい強度だあああ！」

「だって私は光の戦いくさ女め神がみですから！」

　再び客席が大歓声に包まれた。




　　　　　　　　　　　　◇




　一時間後。元の私服姿に戻った俺とリゼラは、コンテスト会場の傍そばでマレッタ、ナルミエと合流していた。

「あまり言いたくないけどさぁ、『王者の剣つるぎ』を折る必要ってあったのかなぁ？　木ぼく刀とうでもよかったんじゃない？」

　マレッタが口を尖とがらせた。

「真剣だからこそインパクトが絶大だったんだ。マレッタの商品を折って悪かったな」

「でも、あのお客さんの反応だと、私たちが優勝だと思ったんですけどね」

　リゼラが控えめに笑ってみせた。

　まあ、俺たちがやったことは明らかにファッションコンテストじゃないもんな。あれじゃ、ただのヒーローショーだ。

「そもそもケータとリゼラはカップルじゃないんだから、優勝できなくて当然よね。カップルじゃないんだから」とナルミエ。

「なんで二回言うんですか」

「でも一応賞金はもらえたわけだし、これでリゼラちゃんも臨海学習に行けるね」

　マレッタが優しい笑顔を浮かべた。

　俺とリゼラはかっこよさ部門の優勝こそ逃したものの、奇抜な格好で寸すん劇げきを見せた点が評価されて、アイデア賞をもらった。その賞金はちょうど臨海学習の費用10万フーリだった。

「えへへ、ケータさんのおかげです。本当にありがとうございました」

「ボクもレプリカの製作に協力したんだけど」

「あたしだって口紅を貸したわ」

「もちろんわかってますよ。みなさんがいてこその勝利です。臨海学習ではいっぱい遊びましょうね！」

　遊ぶってところが少し引っかかるけど……みんな楽しそうだし、まあいいか。

「あ！」突然リゼラが大声をあげた。「た、大変ですよ！　あのゲーム屋さん、発売されたばかりの最新ゲーム機が超安くなってます！　賞金がある今なら買えるっ!?」

　猛ダッシュでゲーム屋に駆け込もうとするリゼラ。

「お前ホントに行く気あんのか!?」










[image: 第二話　海とビーチと水着の回]




「しょうらいのゆめ。一ねん二くみ、ナルミエ・ベルトワーズ。あたしのゆめは世界征服です」

　長い金髪の女の子が起立して読み上げた作文は、冒頭から爆ばく笑しようを誘った。

「あははははっ！　世界征服だって！」

「ナルミエちゃんおもしろーい！」

　教室のいたるところから、女の子を揶や揄ゆする声が飛ぶ。

「あのね、ナルミエちゃん。せっかく平和な世の中になったのに、また昔みたいに戻されると先生たち困っちゃうんだけどな」

　優しい口調でそう諭さとした担任が面白かったのだろう。笑いの密度はさらに増大した。

　作文の女の子は起立したまま、困った顔で後ろを見た。その日は授業参観日で、生徒たちの親がずらりと並んでいる。赤面してうつむく自分の母親以外、みんな笑っていた。教室全体に反はん響きようし、壁や床や天井も一緒になって笑っていた。

　嘲ちよう笑しように囲まれた女の子は、ぎゅっと目を閉じて必死に耐えた。大きな瞳ひとみに溜たまった涙をこぼさないように。とても小さな彼女の、とても小さなプライドだった。




　……嫌いやなこと思い出しちゃったわ。

　自室のベッドで目を覚ましたナルミエは、ふうと大きなため息をついた。

　ベッドの傍そばには旅行用のバッグと、今日のために買っておいた新品の靴が揃そろえられている。

　バッグの中身はすべて昨夜ゆうべのうちに詰めておいた。水着と着替え用の下着、そして化粧道具と入浴セット一式。ちょっとしたお菓子も入っている。

　あ、そうそう。昨日読みながら寝ちゃった旅のしおりも入れておかないと。ついでにバッグの中身をもう一度確認しておこうかしら。

　ナルミエがバッグのファスナーを開けたとき、部屋に母親のエレナーデが入ってきた。

「あら、今日はずいぶん早起きね。それだけ臨海学習が楽しみってことかしら？」

「べ、別に楽しみじゃないし！　愚ぐ民みんどもの行事に参加してやるのは、人じん心しん掌しよう握あく術じゆつの勉強のためだし！」

　と言ったものの、エレナーデはまったく聞いていない。

「ゲーム研究部のお友達と一緒だもの、そりゃあ楽しみよね。昔は世界征服がどうの、魔ま王おうがどうのって言っている友達のいない子だったのに、ママは嬉うれしいわ」

「や、やだなーママは。まだあたしの邪じや悪あくな野望は潰ついえていないんだから」

「うふふ、そんなこと言ってる子が臨海学習を楽しみにするもんですか。ご飯はできてるから早く下りてきてね」

　エレナーデはそう言い残して、部屋を出て行った。

　ひとりになったナルミエは、旅行バッグを一いち瞥べつする。

　……世界征服を夢見る魔ま王おうは、臨海学習を楽しみにしないのかな。

　複雑な心境だった。小学生の頃、その野望をみんなに笑われた記憶が蘇よみがえる。

「はあ……あたしの夢って本当にこんなものなのかしら」




　　　　　　　　　　　　◇




　雲ひとつない、ペンキを塗りたくったような青空。その下に広大なマリンブルー。

　ぎらつく太陽の光がさんさんと降り注ぎ、白い砂浜に目一杯の熱を与える。熱を享きよう受じゆしているのは、そこにいる生徒たちも同様だ。その証拠に、みんな太陽の笑顔ではしゃぎ回っている。

「おい、沖まで競争しようぜ！」

「ねえねえ、ビーチバレーしない？」

　ナルミエはみんなの輪から離れた砂浜の端で、そんな光景をぼんやりと眺めていた。せっかく水着に着替えたのに、なんだか泳ぐ気にはなれない。

「平和すぎる光景だわ……ここで大暴れして、あたりを血の海に変えてやろうかしら」

　小さくつぶやいてみたが、やはりその気も起こらない。

　じつはあたしって、世界征服を成し遂げる才覚がないのかも……。

　そこら中にある太陽が眩まぶしくて、もっとひと気のない場所に行こうと立ち上がった。

　ビーチサンダルで熱い浜辺をサクサクと歩く。太陽の子供たちは誰もナルミエに話しかけない。まあ自分の属性は闇やみだから、なんて考えると虚むなしく笑えた。

「おっす、ナルミエちゃん。暗い顔してどうしたの？」

　話しかけてくれる奇特な人もいた。浜辺にシートを広げて、日焼け止めやドリンクといった自作アイテムを販売しているマレッタだ。パーカーの下にカラフルなビキニ姿が見え隠かくれしているが、泳ぐつもりはないらしい。臨海学習に来てまで商売。その根性には恐れ入る。

「あたしの属性が闇なら、あんたは金ね」

「？」

　笑顔のまま首を傾かしげるマレッタ。ナルミエは会話する気力もなく、無視して歩き出した。

「あれ、どこ行くの？　そっちは岩場だから危ないよ？」

　気き遣づかってくれるのはありがたい。同時にそんなことを思った自分が歯がゆい。

「いいのよ。ちょっとひとりになって、自分のレゾンデートルについて考察したいから。世界はそれでも回ってるのよね……」

　啞あ然ぜんとするマレッタを残して、ナルミエはその場を離れた。

　しばらく歩いていると、ごつごつとした岩場にたどり着いた。あたりにひと気は一切ない。岩に打ち寄せる波の音が、遠くから聞こえる生徒たちの談笑もかき消してくれる。

　考え事をするにはちょうどいい場所だわ。

　適当な岩に腰を下ろして、海に視線を投げた。

「あたしって本当に世界を征服したいのかしら……そもそも、なんでそんなことを考えるようになったんだろ」

　わからない。魔ま族ぞくの娘として生まれたからか。それとも魔族なのに人間以上の平和主義者になってしまった母親に反発したいためか。もしくは……。

　そこで頭を振って続きを中断すると、別のことを考えた。

「……そもそも、あたしが思う世界征服って一体なんなのよ」
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　やはりそれもよくわからなかった。

　ふと、座っている岩の下を見た。

　……あら？

　打ち寄せる波の下になにかを見つけた。禍まが々まがしい鞘さやに収められた一ひと振ふりの剣だった。

　なんとなく手に取ってみると──なにかが濁だく流りゆうとなって、脳内に入り込んできた。
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　海はいい。泳げない俺は半分も楽しめてないなんてよく言われるけど、それは誤解だ。泳げないからこその楽しみ方だってある。

　たとえば……浜辺から海全体を見渡して、かわいい女の子の水着をじっくり鑑かん賞しようすることができる。砂山を作って遊ぶのもいいな。俺の砂遊びの技術なんて、それはもうアーティストに匹敵する腕前なんだぞ。ふふ、泳げなくてよかったぜ。ざまみろ。

　すいません、噓うそです。本当は泳いでみたいです。

「あーあ、なんで俺って運動が苦手なんだろうか。なあリゼラ？」

　俺と並んでパラソルの下にいるリゼラに話しかけてみた。

「うるさいです。私は今、ゲームにしか興味ありません」

　冷酷なひと言が返ってくる。リゼラは現在、携帯ゲーム機に夢中だ。かわいらしい白のワンピース水着を着ているのに、まだ一度も海に入っていない。

「お前は泳げるくせに、なんで海に来てまでゲームなんだよ」

「海でやるからこその楽しみもあるんです。ほら、見てください。私は今、現実でもゲームでも、同じ海に来てるんですよ」

　リゼラに身を寄せて、携帯ゲーム機の画面を覗のぞき込んでみた。それは携帯版『アストラフトの英雄』だった。

　ミツル一行がいるのは船の甲かん板ぱんだ。仲間たちと一緒に、膝ひざをついた姿勢で後ろ手に縛しばられている。そしてバンダナ頭の粗そ野やな男たちに取り囲まれていた。

「これって一体、どういう状況なんだ？」

「英雄ミツルたちが小さな船で海を渡っているとき、ガーベラ海賊団と名乗る海賊に襲しゆう撃げきされて、捕まってしまったところです」

　そういえばこのあたりの海は昔、海賊が多く出没する無法地帯だったって話を聞いたな。

「ほらほらケータさん。ガーベラ海賊団のキャプテンが登場しますよ」

　縛られているミツルたちの前に、一人の海賊が歩み出た。筋肉質な男たちのなかでひときわ目立つ、細い体をした長い茶ちや髪ぱつの女性だった。

「海賊団の首しゆ領りようって女なのか」

「はい。綺き麗れいな外見とは裏腹に、泣く子も黙だまる凶悪な女性、ガーベラ・ストーデリアです。このあたりの海で一番恐れられていた海賊で、いくつもの商船を沈めては金品の強ごう奪だつをくり返していました」

　そんな極ごく悪あく人にんに捕まるなんて、親父おやじも大変だったんだな。




アナスタシア「私たちを捕まえてどうするつもりですの!?」

ガーベラ「くくく、もちろん身ぐるみを剝はいで、奴ど隷れい商人に売っぱらってやるのさ」

アナスタシア「な、なんて悪い人たちなんでしょう！　ミツル様、なんとか言ってください！」

ミツルは言った……。


[image: やじるし]今に天てん罰ばつが下るぞ！

　僕たちも仲間に加えてください！

　ぱぱうぱう！






「くっ、相変わらず、ふざけた選択肢が出てくるゲームだぜ……」

「ガーベラ海賊団の船はこの直後、ライバルの海賊船に襲おそわれて沈んでしまうんです。ミツルが言ったとおり、天罰が下ったんですね」

　リゼラはそう言うが、きっと親父が実際に口にした選択肢は、それ以外のやつだろう。

「船が沈むってことは、ガーベラ海賊団の連中はそこでみんな死んでしまうのか？」

「いえ、なんと心優しいミツルが自分たちの船を貸し与えたので、みんな無事でした。極ごく悪あく人にんを助けるなんて、さすがは真の英雄ですよね！」

　ふーん、あの親おや父じがねえ……。

「だったらその海賊たちは、今の時代でもまだ生きているのか」

「いえ、ミツルに助けられたあとも海賊団再建の資金集めとして、地上で銀行強盗とかの悪事をくり返していたんですけどね。みんな次々に捕まって、誰一人として海に戻ることなく処刑されてしまいました。ちなみにですね……」

　そこで溜ためを作って、じっと俺を見つめてくる。真剣なまなざしで。

「な、なんだよ？」

　リゼラはやけに低い声で続けた。

「処刑された海賊たちは幽ゆう霊れいになって、沈んだ海賊船に戻ったという噂うわさがあります。その船は幽霊船となって、夜な夜なこのあたりの海に出没するとかしないとか……」

「し、沈んだ海賊船が幽霊船になったっていうのか。子供騙だましのネタだな」

「ですよね」途と端たんに普段のテンションに戻った。「それに幽霊船の噂が囁ささやかれるようになったのは最近のことなんです。海賊船が沈んだのは十六年前なのに、もし幽霊がいるなら今までなにしてたんだって話ですよね」

「ああ、まったくだ」

　とは言ったものの、ちょっとだけ怖かった。

　話題を変えようとゲーム画面に目を落とすと、

「あれ？　おいリゼラ。この海賊船、なんかおかしくないか？」

　大おお海うな原ばらをゆったりと進む海賊船だが、たまに背景が海ではなく草原になったりしている。

「ぷぷっ、確かにおかしいです！　マストに鳥が止まってるぅ！　ぷぷぷぷぅ！」

　え、なんでそれが面白いの？

「そうじゃなくて、この海賊船が走ってる場所をよく見ろよ。たまに草原になるんだぞ？」

「あ、なんだ、そんなことですか。ただのバグですよ。何度リメイクされても、この手のバグは残っちゃうんですよね。それよりも、ま、マストに鳥が……ぷくくぅ！」

　だからなんでそれがツボなんだ。船が陸を走るバグより面白い理由を教えてくれ。

「海に来てまでゲーム談議？　二人とも相変わらずだね」

　いつの間にか俺たちの傍そばにマレッタが立っていた。カラフルなビキニの上に前を開けたパーカーを羽は織おっている。座ったまま見上げると、ものすごいボリュームだな……。

「そっちこそ、相変わらず商売していたんですね」

　リゼラがマレッタの背にある大きなリュックを見た。

「いやー、海で露ろ店てんを出すとバカ売れでさ。『バーニングローション』も『キリッとオレンジ』もほとんど在庫がなくなっちゃった。あ、水着も売ってるんだよ。買う？」

「間に合ってます」

　ちょうどそのとき。色っぽい水着姿のエレナーデ先生が、両手をメガホンにして声を張り上げながら、浜辺を歩いてくるのが見えた。

「みなさーん、そろそろ旅館に戻る時間ですよー！」

　もうそんな時間か。結局、海には一度も入らなかったな。

　リゼラは携帯ゲーム機をスリープモードにして立ち上がった。俺もそれに倣ならって、敷しいていたシートを片付け始める。

　あたりにいる生徒たちのほとんどは、まだ帰ろうとしない。エレナーデ先生がいくら声をかけても無駄だった。ビーチバレーや水遊びが楽しすぎて、聞こえていないのだろう。

　すると先生の隣を歩いていたスクール水着の幼女が、傍そばにあった監視タワーに駆け上った。そこにいた監視員から拡声器のような機械を奪い取ると、

「今から二十分以内に宿へ戻らぬ者には、残りの日程で毎日五百キロの遠泳を命じる！　その憂うき目めを味わいたくなければ、即刻遊ゆう興きようを中止せよ！」

　幼女はローリエ学園長だった。機械を通して一帯に広がった命令は、すべての生徒たちから笑顔を奪い、代わりに恐怖を植え付けた。

「まったく、なんでロリ軍ぐん曹そうまで一年の臨海学習に来てるんだよ……」

「と、とりあえず戻りましょう……」

　恐怖政治は効果てきめんだった。生徒たちは一転、そそくさと引き上げ始めた。

「俺たちも急いだほうがよさそうだな」

　踵きびすを返したとき、リゼラが笑いを嚙かみ殺しながら言った。

「ナルミエさんも今の学園長の話、聞こえていたんでしょうか。邪じや悪あくなあの人のことだから、あえて無視して『遠泳上等よ。世界の裏側まで行ってやるわ』なんてバカなことを言ってたりして」

「わあ、ナルミエちゃんの声こえ真ま似ねじょうずじゃん！　やるねリゼラちゃん！」とマレッタ。

「ふっふっふ。じつは私、『ものまね』の隠かくしスキルをもっているんです。ほかにも披ひ露ろうしましょうか？」

「やってやって！」

　ゲームキャラのものまねを始めるリゼラ。元ネタがわからず笑顔で首をひねるマレッタ。

　そういえば、海に来てからナルミエの姿を見てないな。

「ええー、今のわかりません？　『ファイナルサンタＧ』の十作目、ワッパがブリッズボールを投げるときのポーズですよ。ちなみに勝利ポーズは、こう足を開いて……」

　どうでもよすぎる話に割り込んだ。

「なあマレッタ。こっちに来てからナルミエを見かけたか？」

「うん、さっき会ったよ。あっちの岩場に行くって言ってた。なんか元気なさそうだったけど」

　岩場に？　だったら本当に学園長の声が届いてないかもしれないぞ。それにあのナルミエが元気じゃなかったっていうのも気になる。

　ものまねを続けるリゼラを無視して、ナルミエを探しに行くことにした。




　　　　　　　　　　　　◇




　マレッタの案内で浜辺の隅すみにある岩場へとやってきた。崖がけが海に向かってせり出しており、そこを回り込むと俺たちベンテーチ学園生が遊んでいたビーチからは死角になる。

「もっと、わかりやすいやつ、やりますからぁ！」

　リゼラも拗すねた声をあげながらついてきている。高低差のある岩と岩をのろのろとよじ上る姿は、見ていて非常に危なっかしい。

「怪け我がするなよ」と声をかけてやるが、

「するわけないの知ってるくせに」

　そうだった。リゼラには危険を察知したときに自動発動する絶対防御魔法エクスプリズモスがあるんだった。あらためて思うけど、本当に便利な魔ま法ほうだな。俺も欲しい。

「あ、ケータくん、あそこ！」

　マレッタが指差した先に、ナルミエがいた。

　黒のビキニ姿で、腰にパレオを巻いている。波が砕け散る切り立った岩の上。そこで腕組みをしたまま佇たたずんでいて、水平線の向こうをじっと見つめていた。長い金髪が強風で乱されているが、手を添えることもしない。

　確かに様子がおかしいな、と思いつつも普ふ段だんどおり声をかけた。

「おいナルミエ。もう宿に戻る時間だぞ。早くしないと学園長から遠泳を強制……」

　そこでナルミエが振り返った。「にいっ」と口もとをつり上げると、邪じや悪あくな高笑いをする。

「ふはははは！　この体はあたしが乗っ取ってやったぜ！」

「なんだ、いつもどおり元気じゃないか」

　隣のマレッタを一いち瞥べつすると、彼女も「あれ、ほんとだ」とつぶやいた。

　岩から飛び降りたナルミエは、片かた眉まゆを下げて俺たちに近づいてきた。

「テメェらはこの女の連れか？　あたしは腹が減った。テメェらの体ごと煮込まれたくねーなら、今すぐメシを用意しな！」

「宿に戻ればもう晩飯だろ。ほら、さっさと行こうぜ」

　背を向けて歩き出すと、ナルミエに肩を摑つかまれた。

「おいコラ、テメェ。この女の連れかもしれねーけど、口の利きき方に気をつけな。今すぐバラバラに解体してやってもいいんだぜ？」

「なんだよ、今日はやけに絡からんでくるな」

「待ってくださいケータさん！」リゼラが大声を出した。「ナルミエさんが持っているその剣、女海賊ガーベラが使っていた『雷らい鳴めいの剣つるぎ』じゃないですか！　もしかしてナルミエさん……」

　ナルミエは左手に剣が収められた鞘さやを持っていた。デザインはひどく禍まが々まがしい。

「ククク、やっと気づいたのかい。そうさ、あたしは泣く子も黙だまるガーベラ海賊団のキャプテン、ガーベラ・ストーデリア様だ。この女の体を乗っ取って……」

「やっぱりガーベラごっこだったんですね！　じゃあ私、アナスタシア姫をやります！　ケータさんはミツル役をお願いしますね！」

　リゼラは目を輝かがやかせて、両りよう拳こぶしを構えた。

「おいテメェ、今の話を聞いてなかったのか？　あたしは本物のガーベラだ。死んだあともこの『雷らい鳴めいの剣』にとり憑ついて、波長が合う相手に拾われるのをずっと待ってたのさ。この女の体はなかなか居心地がいいぜ」

「その設定、面白いですね！　さあ、かかってきなさいガーベラ！　私が正義の鉄てつ槌ついを食らわしてやりますよ！」

「テメェ、わかってねーだろ!?」

　ナルミエが右手でリゼラの頭にゲンコツを落とした。

　ごきん！

「いったーい！」

　と言ったのもちろんリゼラではなく、ナルミエだ。右手を押さえて跳はね回っている。リゼラの頭頂部は、自動発動する絶対防御魔法エクスプリズモスで銀色の無敵金属に変化していた。

「なにするんですかナルミエさん。思いっきり殴ることないじゃないですか」

　まったくダメージを受けていないリゼラが、少しむくれて言った。

「ち、違うのよ！　今のはあたしがやったんじゃなくて……！」

　あれ？　さっきまでと声こわ色いろが微妙に違うような。あ、そっか。

「お前もリゼラみたいに、ものまねが得意なんだな。やるじゃないか」

「だから違うんだってば！　あたし本当に、女海賊ガーベラの幽ゆう霊れいにとり憑つかれちゃったのよ！　信じてケータ！　あたしを助け……ああっ、また！」

　泣き顔だったナルミエは、一いつ瞬しゆんで邪じや悪あくな表情に変わった。

「ちっ、そこの女、変な魔ま法ほうを使いやがるな……まあいい。これでわかったろ。あたしは恐怖のガーベラ様だ。早くメシを食わせねーと、その宿ごと血の海に沈めんぞ？」

「ナルミエちゃんって、ものまねのスキル高いんだね」

　笑顔で感心しているマレッタ。対照的にリゼラはなんか悔しそうだった。

「ほら、もう行くぞ。急がないと、学園長から遠泳を強制されてしまうからな」

「ほほう、上等だぜ。まずメシを食ったら、その学園長とやらを細切れ肉にして、獰どう猛もうなサメに食わせてやるよ。テメェらの口の利きき方はもう勘かん弁べんしてやるから、さっさと案内しな」

　ナルミエが俺の背中を鞘さやで突いてくる。なんか今日のこいつ、鬱うつ陶とうしいな……。
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　旅館の食堂の横長テーブルには、豪華な料理が並んでいた。

　クラスごとに分かれて着席しているが、生徒と教師を含めてそこにいる約二百人の視線は、すべて一年四組のナルミエ・ベルトワーズに注がれていた。

「ぷっはあ！　何年ぶりのメシだろうな!?　マジでうめーよ、もっともっとよこせ！」

　チャーハンを頰ほお張ばり、スープを平らげ、唐から揚あげを貪むさぼり食う。学園指定の緑色のジャージに、そのカスがぼろぼろとこぼれ落ちていた。自分にあてがわれた料理がなくなると、隣の席にいる女の子の料理も遠えん慮りよなくかっさらっていく。

「なんか今日のナルミエ、本当に悪いな」

「普ふ段だんからあんな感じじゃないですか？」

　一年三組のテーブルにいる俺とリゼラは、食事も手つかずのままその暴挙を眺めていた。

　ふと視線が合う。ナルミエはにやりと笑った口もとを袖そでで拭ぬぐうと、こちらにやってきた。

「おい、テメェら。食わねーなら、あたしによこしな」

「……なんだぁ、あの外げ道どうは？」

　俺たちのテーブルにいるローリエ学園長が、目を細めて冷たく睨にらむ。その隣にいたエレナーデ先生が、先に声を荒らげた。

「行ぎよう儀ぎが悪いですよナルミエ！　自分のクラスのテーブルで食べなさい！」

「ち、違うのよママ！　あたしは……ふははははぁッ！　テメェらの顔面をスープにぶち込まれたくなかったら、もっと肉をよこせ！　コトコト煮込んじまうぞコラァ!?」

　言いながらナルミエは、素す手でで摑つかんだ肉にく塊かいを嚙かみちぎる。

「お、おい。テンション高いのはいいけど、せめて座って食えよ」

　俺は席を立って、そこにナルミエを座らせた。こちらを睨にらんでくるエレナーデ先生と学園長に何度も頭を下げる。

「それにしてもうめーな、このチャーハンって料理は。あたしが生きてた時代とは、ずいぶん食文化も変わったもんだぜ」

　ナルミエはそう言いながら、俺のチャーハンを貪むさぼり始めた。

「なに言ってんだ、お前も知ってるだろ。これは俺の親父おやじがアストラフトに伝えた料理だって」

　ほかの生徒に聞かれないように小声で囁ささやいた。

「ああん？　テメェの親父なんて知らねーよ。連れてきたら、もてなしてやるぜ。海の女ってのは、腕のいい料理人には優しいのさ」

　本当にどうしたんだナルミエは。いくらものまねだとしても、ここまで引っ張るかな。

　……もしかして本当に、ガーベラの幽ゆう霊れいってやつにとり憑つかれてる？
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「すごいすごい！　本当に本物のガーベラさんだったんですね！」

　旅館のロビーにリゼラの絶叫が響ひびき渡った。

　食堂で違和感を覚えた俺は、夕食後にナルミエを含めたゲーム研究部メンバー全員をロビーに集めた。そこで、ナルミエが本当にガーベラの幽霊にとり憑かれているのかどうかをテストしたのだ。

　テスト方法は極めて単純。双眼鏡形の神しん具ぐ『真実の瞳ひとみ』で、ナルミエを覗のぞき込むこと。

　その結果、レンズに映った情報はこうなっていた。




　ガーベラの憑ひよう依い体たい

　攻こう撃げき力りよく32、防御力21、瞬しゆん発ぱつ力りよく33、魔ま力りよく15、運10




「うーん、ボクは幽霊の存在に否定的だったんだけどなぁ」

　俺と並んでソファーに座るマレッタが、対面のナルミエ……もとい、ガーベラをしげしげと見つめた。怪物ファンタズマが出没するアストラフトでも、幽ゆう霊れいは一般的じゃないらしい。違いがよくわからん。

「ですが『真実の瞳ひとみ』は絶対に噓うそをつきません。だから今のナルミエさんは、間違いなくガーベラさんの幽霊にとり憑つかれているんです」

　ガーベラの隣に座るリゼラは、さっき書いてもらったガーベラ直筆のサイン色紙を掲かかげて、嬉うれしそうに小こ躍おどりしている。

「だから何度もそう言ったじゃねーか。だいたいこのナルミエって女とあたしでは、言動もまったく違うだろ。なんで気づかねーんだよ」

　いや……だってさ、あんまり変わってなかったんだもの。

「たた、助けてケータ！　は、早くこの女をあたしから追い出してよ！　がちがち……」

　ガーベラ……いや、これは幽霊に怯おびえているからナルミエか。まあ改めて考えると、言動は似ていても性格はずいぶん違うよな。

「さっき、死んだあとも『雷らい鳴めいの剣つるぎ』にとり憑いて、波長が合う相手に拾われるのを待っていたって言ってたよね。今は剣じゃなくて、ナルミエちゃん自身にとり憑いてるってことでいいの？」

　マレッタが言うと、ナルミエはかくかくと何度も頷うなずいた。

「だ、だからそうだってば！　剣を手放しても、この女はあたしの中に……くくく、まあ、そういうわけだ。このあたしに体を乗っ取られるなんて、こいつもラッキーだぜ」

　言葉の途中で怯えた目が邪じや悪あくなものに変わった。またナルミエからガーベラに変わったらしい。二重人格みたいで非常にややこしいぞ。

　ちなみに『雷らい鳴めいの剣』は今、ガーベラの足あし下もとに置いてある。よほど大事なものっぽい。

「つまりナルミエさんの体には、本人の意思とガーベラさんの意思が同居してる状態なんですね。あーあ、羨うらやましいかぎりです」

　リゼラがサイン色紙を抱きしめながら言った。本当に羨ましそうな顔をしている。

「できることならあんたのハラワタを引きずり出して、そこにガーベラの幽霊を突っ込んでやりたいわ！」

　これはナルミエか。やっぱり言動は似ているじゃないか。

「本人の前で言うのもなんだけど、ガーベラって極ごく悪あく人にんでしょ？　ミツル信者のリゼラちゃんが悪人のファンだなんて珍しいね」

　マレッタがそう言うと、リゼラはにっこり笑った。

「ガーベラは散りざまが超かっこいいんですよ。『アストラフトの英雄』でも後日談として描かれているんですけどね。仲間たちが次々と捕まって処刑されていくなか、彼女はひとりで海賊団再建のための銀行強盗を続けます。やがて包囲された騎き士し団だんとの大立ち回りの末に戦死するんですが、そのとき、とどめを刺そうとする騎士団長からこう言われるんです。『全世界の海を征服すると息巻いていた割には、惨みじめな最さい期ごだな』。それにガーベラはこう返しました。『海ならもうとっくに征服したさ。だってあたしは……』」

「そんなことより、あたしはいつまでとり憑つかれてなきゃいけないわけ!?」

　ナルミエが大声を出して、リゼラのものまねを遮さえぎった。

「そうだな。なあガーベラさん、ナルミエの体から出て行って、成じよう仏ぶつしてもらうことはできないのか？」

　ナルミエの表情がガーベラのものに変わる。

「まだこの世でやり残していることがあるからな。あたしが『雷鳴の剣つるぎ』にとり憑いて波長の合う奴やつに拾われるのを待ってたのは、そのためなのさ。長かったぜ。あたしが死んだあと、剣はいろんな奴の手に渡ってだな……」

「その冒ぼう険けん譚たんは機会があったら聞かせてくれ。それより、やり残してることってなんだ？」

　話を中断されたガーベラは、少し不機嫌な感じで続けた。

「沈んじまったあたしの船に、大事なもんがあるんだよ。『思い出の雫しずく』っていう名の宝石だ。このナルミエの体を使って、今からそれを取りに行く。そしたら成仏してやるよ」

「その沈んだ船って、もしかしてガーベラ海賊団の海賊船のことですか？」

　リゼラが言った。確かライバルの海賊船に襲おそわれて、沈められたっていう話だったな。

「ああ。いい船だったぜ。気のいい仲間と一緒に、海や陸を走り回ったものさ。あのころは、人生で一番楽しかった時代だな……」

　海や陸？　今そう言ったよな？

　俺がそれについて尋ねると、ガーベラは自慢げに頷うなずいた。

「技術者の首を締め上げて車輪が出るように改造したのさ。ちょっとした島ならわざわざ迂う回かいしなくても済むようにな。ま、あんまり使う機会はなかったけど、かっこいいんだぜ？」

　ふーん、『アストラフトの英雄』で草原を走っていたのは、バグじゃなかったんだね。

「聞きましたかケータさん！　またまた新しい発見がありましたね！　さすが『アストラフトの英雄』、チョー細かいです！」

　リゼラがハイタッチを求めてきた。よくわからないけど、それに応じてやる。

「船に残してきた『思い出の雫しずく』は、あたしが恋人からもらった宝物なんだ。あれを取り戻さねーと、死んでも死に切れねぇ」

「泣く子も黙だまる女海賊ガーベラにも、かわいらしい一面があったんだね」

　マレッタがからかうように笑った。ガーベラは気を悪くする様子もなく続ける。

「奴は船が沈められちまったとき、あたしをかばって死にやがったからな。まあ詫わびってわけじゃねーけど、その宝石を手みやげに、地獄で結婚でもしてやろうかと思ってよ」

「ガーベラをかばって死んだ海賊……も、もしかしてその人って、ガーベラ海賊団の副キャプテン、ジマですか!?」

　リゼラが身を乗り出して言った。

「おう。よく知ってんなテメェ」

「だってゲームにも出てきますもん！　作中では二人の恋愛描写なんてなかったのに、そっかそっか、二人は付き合ってたんですね！　やっぱり本人に聞くと発見が多いですねぇ！　あ、もしかして海賊団を再建してまた海に出ようとしてたのも、沈んだ船からその宝石を取り戻すためだったとか!?　ロマンあるぅ！」

　ガーベラは頰ほおを赤らめた。図星だったらしい。

「だ、だったらなんだって言うんだ!?　ハラワタ引きずり出して、そこにチャーハン突っ込んでやんぞ!?」

　ほら、やっぱりナルミエと同じようなこと言ってる。

「でもさ、どうやって沈んだ海賊船から宝石を取ってくるの？」

　マレッタが聞くと、ガーベラは不敵に笑った。

「幽ゆう霊れいになったあたしには不思議とわかるんだ。あの船は今、この近くの海上をさまよってやがる。船と運命をともにして沈んだ、ジマの霊と一緒にな」

　え、それってつまり……。

「噂うわさの幽霊船ですよ！　それすらも本当にあったんですよ！　くううテンション上がるぅ！」

　興奮したリゼラが、テーブルをばんばんと叩たたいた。

「その噂ならボクも聞いたことある。最近になって目撃者が出るようになったんだよね。もしかしてガーベラさんが近くに来たから、その幽霊船も姿を現すようになったのかなぁ」

　手を顎あごに当てて考え込んでいるマレッタが、小さくつぶやいた。

「なんでもいい。とにかく沈んだ船は今、幽霊船になって海上にいる。そこには『思い出の雫しずく』もあるし、ジマの亡なき骸がらもある。行かないって選択肢はねーだろ」

　するとガーベラの表情が急に怯おびえたものになった。

「いやよいやよ！　なんであたしがそんなとこに行かなきゃならないわけ!?　別にあたしにとり憑つかなくても、あんた一人で勝手に行ったらいいじゃない！」

　ナルミエだ。幽霊船なんて怖いもんな。

「それができるなら、やってるっての」またガーベラになった。「肉体がないとロクに動き回ることもできねーからな。だからあたしは『雷らい鳴めいの剣つるぎ』にとり憑いて、波長が合う奴やつに拾われるのを待ってたのさ。つーわけだから、無理やりでも付き合ってもらうぜ。部下もいたほうがいいから、テメェらもついてこい」

　……まあ、ナルミエ一人（二人か？）で行かせるってのも心配だし、俺たちもついて行くしかないよな。しぶしぶ頷うなずくと、

「ええええ!?　ゲームで沈没した伝説の海賊船に乗り込めるんですかぁ!?　めっちゃテンションあがるぅ！」

　リゼラはやる気満々だった。ガーベラが満足そうに微笑ほほえむ。

「じゃあ今すぐ出発だ。とりあえずテメェらは小こ型がた艇ていでもなんでもいいから、船を用意してこい。操そう縦じゆうはあたしがしてやるよ」
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　……ああ、本当に行くのね。

　一人ロビーに残ったナルミエは、頭を抱かかえた。正確には、自分にとり憑ついているガーベラと二人で残ったわけだが。

　ケータ、リゼラ、マレッタの三人は小型艇を調達するために、一いつ旦たんロビーを出て行った。早く帰ってきてくれることを願う。ほかに誰もいないロビーで幽ゆう霊れいと二人きりなんて、とても耐えられる状況ではない。幽霊船に乗り込むのも本当は耐えられないが、みんなもついてきてくれるそうなので、それに関しては少しだけ救われた。

「あうう……だからって、なにもこんな遅い時間に行かなくても……」

　時刻は夜の九時前。もう外は真っ暗だ。

「なんだテメェ？　ビビってんのか？」

　ガーベラが言った。自分の口から別人の言葉が出てくるのは、なんとも妙な感覚だ。

「び、ビビるわけないでしょ！　あ、あたしは次期魔ま王おうになる女なんだから！」

「ぶはははは！　片腹痛いてぇ！　テメェみてーな臆おく病びようモンが魔王だあ？　ぶはははは！」

「だ、だから別にあたしは怖がってないってば！」

　たまにロビーを通り過ぎるジャージ姿の生徒たちは、「ナルミエが一人で喋しやべって、一人で笑ってる……」と怪け訝げんな目を向けてくる。それもそうだ。この状況はかなり奇怪である。自分も逆の立場だったら、危ない奴やつがいると思って避けるに違いない。

　実際、今とり憑かれている幽霊は危ない奴なのだ。

　ナルミエは『アストラフトの英雄』をプレイしたことはないのだが、女海賊ガーベラの話なら聞いたことがあった。

　このあたりの海を荒らし回っていた最凶の海賊、ガーベラ海賊団のキャプテン。海を追われたあとも地上で銀行強盗をくり返し、やがて包囲された騎き士し団だんの大軍を相手に、たったひとりで大暴れしながら見事な戦死を遂げた。

　そしてさっき聞いた話だと、ガーベラは自分をかばって死んだジマと恋人関係にあり、船と一緒に沈んだその形見の宝石を取り戻すために、もう一度海に出ようとしていたそうだ。銀行強盗はその資金集めのためだったとか。その悲願は達成されることなく死ぬわけだが。

　悪人の生き様ざまとしては、確かに惹ひかれるものがある。自分はガーベラと比べると、まだまだ小物だと思う。

「まさかとは思うがよ、テメェは魔ま王おうになって世界征服することが野望だなんてギャグをぶちかますんじゃねーだろうなぁ？　テメェなんかにできるわけねーだろ！　がはははは！」

　口からガーベラの言葉が漏れた。

　いや、それは本当にガーベラの言葉だったのか。本当は世界征服なんてできるわけがないと思っているもう一人の自分の言葉だったのではないか。

　小さい頃ころ、それを書いた作文を読んで、みんなに笑われた記憶がまた揺り起こされた。

　──あはははっ、世界征服だって！

　──ナルミエちゃん、おもしろーい！

　きっと当時は、魔族の娘だからという理由で、あまり考えもせずに口走ったのだと思う。いずれにしても、そのとき笑われたことで、深く傷ついた。思い出すと今でも泣きそうになる。

「おいおい、否定しねーってことは図星かよ。ったく、情けねーなテメェは。誰に笑われようと、それが夢なら堂々と言えばいいんだよ。あたしの夢は世界征服だって」

「で、でも……」

　あの作文を読み上げたあと、それが浮いた発言だったと気づいた。でもどんな形であれ、人の夢を笑う連中と一緒に沈むぐらいなら、自分は浮いたままでもいいと思った。だから撤てつ回かいしなかった。とても小さな自分の、とても小さなプライドだった。

　そのせいで友達ができず、孤立する原因になってしまったこともわかっている。そして成長した今でも、まだ世界征服が夢だと公言している。

　……本当は世界征服なんてどうでもよくて、未いまだにちっぽけなプライドを守ることに固こ執しゆうしているだけなんじゃないかしら。だいたい、あたしが望む世界征服って、一体なんなのよ。

　わからない。夢と呼ぶには、あまりにも漠ばく然ぜんとしすぎていた。いずれにしても、ガーベラと比べると、自分はとてもそれができる器うつわだとは思えない。

「かー、ダメだテメェは」ガーベラの言葉が口から漏れた。「そんな根性じゃ、一生かかっても世界征服なんて無理だぜ。さっさと適当な男を見つけて、幸せにしてもらうこったな」

　ちょうどそこで、ロビーに繫つながる玄関から、ケータたちが戻ってきた。

　その後ろには銀ぎん髪ぱつイケメンの優やさ男おとこもいる。ケータとリゼラのクラスメート、キドニー・フルメールだ。

「よう親友の一角。聞いたぜ、これから幽ゆう霊れい船せんでビッグパーティがあるんだってな。俺も連れてってもらうことにしたから、よろしくな」

「なんだぁ？　このゴボウみてーなひょろい野郎は。こんな弱そうな奴やつ、部下にいらねーぞ」

　これはガーベラ。それでもキドニーは爽さわやかな笑顔を崩くずさない。

「ははっ、嬉うれしいこと言ってくれるじゃねーか。お前は俺を喜ばせる天才かよ」

　悪あく態たいをつかれていることがわからないのだろうか。キドニーはどこか天然なところがある。

「大丈夫だったかナルミエ？　体を操られて、変なことされたりしなかったか？」

　ケータが気き遣づかってくれた。今のナルミエにとって、それはたまらなく嬉うれしい。

「う、うん」

　小さく頷うなずくと、ケータは安あん堵どの笑みを見せてくれた。

「ガーベラさん、五人乗りの小さな船だけど用意できたよ。行くなら先生たちに見つからないうちに早く行こう」

　そう言ったマレッタは、いつものリュックを背負っている。自分の準備も万ばん端たんらしい。ケータもジャージの腰に、紐ひもで愛用の木ぼく刀とうを結びつけていた。

「いよいよ伝説の海賊船に乗り込むんですね！　ゲームと一緒かどうか、隅すみ々ずみまでチェックしてやりますよ！」

　腕まくりをしたリゼラの手には、『アストラフトの英雄』の攻略本。臨海学習にそんなものまで持ってきていたのかと思うと、少しおかしかった。いつもは禁止されている場所に行くのを嫌いやがるくせに、この時間に旅館を抜け出すことには抵抗がないらしい。

「おいナルミエ。今見て思ったんだけどよ」ガーベラがほかの連中に聞かれないように、小さくつぶやいた。「テメェもしかして、あのケータって男に惚ほれてんのか？」

「ち、違うわよ」

　ナルミエも同じようにつぶやく。ガーベラには聞こえているはずなのに、その返答はさらりと流された。

「男なんてもんは素っ裸になって乳でも揉もませりゃ、だいたい落ちるんだよ。あたしもジマはそうやって落としたんだぜ。おいケータ、いいもん見せてやるから、こっち来いよ」

　言いながら、ジャージの前をはだけようとする。

「やめてぇぇぇッ！」
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　俺たちが用意した小こ型がた艇ていはエンジン付きのものだ。

　原理はよくわからないが、マテリアとかいう魔ま法ほう物ぶつ質しつをモーターに流して推進力を生み出しているらしい。

　ナルミエ（ガーベラ）の操そう縦じゆうで暗い海を進む。空も海も真っ暗なので、ナルミエじゃなくてもさすがに怖おじ気けづいてしまう。俺はもちろん、マレッタでさえ口数が少なかった。

「てれれれー、てれれれー♪　あ、これは『アストラフトの英雄』の海のＢＧＭです。てれれれれー♪」

　リゼラは恐怖など微み塵じんも感じていない様子で、ひたすらご機き嫌げんだった。

「よう元気だったか、海底の親友ども。ああ、もちろん俺は元気だぜ。そうそう、昨日はお前の親父おやじを食ったけど、かなりうまかったぞ。ほかの家族にもよろしくな」

　生きとし生けるものすべてが親友だと豪語するキドニーは、魚とエグい会話をしている。

　本当にこのまま進んで大丈夫なんだろうか……学園長は俺たちが旅館からいなくなったことに気づいたら怒るだろうな。

　途中でイカの形をした海上のファンタズマが何匹か出てきたけど、全部ガーベラが『雷らい鳴めいの剣つるぎ』で瞬しゆん殺さつした。ロビーで見たパラメータどおり、彼女は本当に強かった。

　やがて暗い海の向こうに、白い霧きりが見えてきた。

　今まで一度も見たことがない俺でも、それが霊れい気きだとひと目でわかる。その霊気をまとっているのは、木造の大きな船だ。三本のマストにはそれぞれ破れた帆ほが垂れ下がっていて、船体部分の板もところどころ剝はがれ落ちている。百人がこれを見たら、きっと全員声を揃そろえて幽ゆう霊れい船せんだと叫ぶほどの不気味さと威圧感を兼ね備えていた。

「本当にあったぜ……沈没したはずのあたしの船、ガーベラ海賊団の船だ」

　ガーベラが懐なつかしさと悲しみの入り交じった複雑な表情を浮かべた。

　小こ型がた艇ていを幽霊船の傍そばにつけて、アンカーを落とす。幽霊船の甲かん板ぱんまでは高さがあるので、俺が空間歪曲魔法ドライブシアターで取り出した『神しん獣じゆうの尾』の光るロープを使って、一人ずつ甲板に上げた。

　みんな甲板に上がったところで、リゼラが叫んだ。

「すごい、すごすぎる！　本物のガーベラ海賊団の船ですよケータさん！　私たちは今、そこにいるんですよ！　このマストも！　この樽たるも！　全部ゲームと同じですぅ！」

　甲板を走り回っては、いたるところに頰ほお擦ずりをくり返す。

「不思議だね……沈んだはずの船が浮かんでる。これ本当に幽霊船なんだ。なんで樽まであるんだろ。船自体が霊体だとしても質量はあるし……なんだかわけわからないね！」

　興味深そうにあたりを見回しているマレッタも、どこか嬉うれしそうだ。

「おい、遊びにきたわけじゃねーんだぞ。『思い出の雫しずく』があるのは、あたしの船室だ。案内してやるから、ついてきな」

　左手に『雷らい鳴めいの剣』を持ったガーベラが、そう言って歩き出す。

「そうですね！　みなさん早く行きましょう！　こっちの扉が吹き抜けの二階廊ろう下かに繫つながっていて、ガーベラさんの船室はそこを下りた一階サロンから行けますよ！　きっと目的の宝石は船室の西側にあるタンスのあたりですよね!?」

　リゼラがガーベラを追い抜いて、甲板にある扉を開けた。

「なんでテメェは、そこまで知ってんだ!?」

　例のゲーム、『アストラフトの英雄』をやり込んでいるからだ。

「わくわくしますね！　一体、船の内部にはどんな危険が待ち受けているんでしょうか!?」




　甲板の扉を抜けると、リゼラの言ったとおり、四方の壁をぐるりと取り囲む吹き抜けの廊下になっていた。

　誰もいないはずの船内なのに、俺たち以外の人の声がする。だけどあまり不気味に感じないのは、それがまるで酒場のような喧けん噪そうだったからだ。その賑にぎわいは下から聞こえていた。

　全員が廊ろう下かの柵さくに近づいて、吹き抜けの下にある一階サロンを見下ろした。

「なんじゃこりゃあ……？」

　ガーベラが困惑の声を絞り出した。それも無理はない。

　一階サロンは文字どおり、酒場になっていた。ぼんやりと青白く光る半透明の男たちが、酒を酌くみ交わしたり、カードゲームに興きようじたりしている。酔っぱらっているのか、へたくそな歌を歌っている奴やつもいた。

「あれって幽ゆう霊れい……だよな？」

「そうみたいですね……どの人も、『アストラフトの英雄』で見たことがある海賊ですし。あ、あそこの人は、ゲームで回復アイテムをくれる人ですよ」

　リゼラが答えてくれた。

　全然怖くない。だって姿が半透明なだけで、みんな普通なんだもん。それになんか楽しそうだし。あれなら何度か戦ったことのあるファンタズマのほうが、圧倒的に怖い。

「がちがちがちがち……」

　ガーベラは柵を握にぎりしめたまま震ふるえている。いや、これはナルミエだな。生きている人間とほとんど変わらないような幽霊でも、やっぱり怖いのか。

　そんなナルミエは急に凜り々りしい表情を取り戻すと、廊下の柵を乗り越えて、階下のサロンに飛び降りた。

「テメェら、なんでここにいやがるんだ!?」

　ガーベラの口調でそう叫ぶと、海賊の幽霊たちが一斉に振り返った。

「も、もしかしてあんた、ガーベラさんっすか？」

「ああ、今はこの女の体を借りてるけどな。そんなことより、あたしの質問に……」

「うおおお、懐なつかしいっす！」

「元気だったっすか!?　こっちは現役時代よりバリバリっすよ！」

　海賊の幽霊たちがガーベラに押し寄せた。

「みなさん死んでるのに元気らしいですよ。なんだか面白いですね」

　にこやかに微笑ほほえむリゼラを連れて、俺たちは全員階段を使って一階サロンに下りた。

「お？　ガーベラさん、そっちのガキどもは新しい部下っすか？」

　幽霊の一人が俺たちを見て言った。ガーベラがそれを遮さえぎる。

「んなことはどうでもいい！　十六年前に地上で処刑されたはずのテメェらが、なんで今この船にいやがるんだ!?」

「いや、それが俺たちもよくわからないんすよ。数日前にいきなり意識が戻ったと思ったら、なぜか霊体をもっていて、この船にいたんです」

　それを聞いていたマレッタが、うーんと唸うなった。

「ガーベラさんの『雷らい鳴めいの剣つるぎ』がこの海の近くに流れ着いて、幽ゆう霊れい船せんが浮上……それでとっくの昔に死んだはずの海賊たちも、霊体になって引き寄せられた……もしかして、ナルミエちゃんがその剣を拾ってここへ来ることになったのも、偶然じゃないのかもしれないね。霊って興味深い研究対象だなあ」

「ん、おい待て。そっちの連中は……」

　ガーベラが自分の周りに集まっている幽霊たちの後ろに視線を向けた。

　ルーレット台を取り囲んで座っている幽霊たちが、ガーベラに「どうも」と会え釈しやくする。

「あれ？　あっちの幽霊の方々は、ガーベラ海賊団の船を沈めたライバルの海賊たちですよ」

　リゼラが言うと同時に、ガーベラは声を荒らげた。

「なんでそいつらまでいるんだ!?」

「どうやら連中もどっかで死んだみたいで。俺らと一緒に、この船に吸い寄せられたらしいっす。だから一緒に飲むことにしたんすよ」

「あいつらは、この船を沈めやがった敵だぞ！　そしてジマを殺した奴やつらなんだぞ！　仲良くしてんじゃねーよ！」

「でも話すと意外といい奴らっすよ？」

　ガーベラは頭を抱えた。そして大きなため息。

「……もういい。あたしの船室はすぐそこだ。行くぞテメェら」

「はーい！」

　やはりリゼラが先陣を切って、サロンにいくつかある扉の一つを迷うことなく開けた。

　次に舌打ちをしたガーベラが中へ。残りの俺たちもあとに続いた。

「あ、ガーベラさん！　そっと入ったほうがいいっすよ。そこには……」

　海賊の幽霊が言い終わる前に、船室の扉は閉ざされた。




「はううう！　ゲームで見た船室そのものです！　このベッドも！」

　リゼラが硬そうなベッドに飛び乗った。ばふん、とホコリが舞う。

「沈んだはずなのにホコリも出るのか……本当に不思議だね」

　マレッタが首を傾かしげた。

「知ってるか。一グラムのホコリの中には、約三千匹のダニがいるんだぜ。つまりここは俺の親友だらけってことだ。聞こえるか親友ども！　俺が遊びにきてやったぞ！　おいリゼラ、もっとベッドで大暴れしろ！」

　キドニーがそう言うと、リゼラは「はーい！」とじたばた暴れだした。子供か。

「……懐なつかしい部屋だな」

　ガーベラが遠い目をして言った。

　彼女のプライベートルームの広さは十二畳ほど。目立つものは、リゼラが暴れているベッドといくつかのタンス、それから質素なテーブル。壁には古ぼけた海かい図ずが張られていて……。

「ひいっ!?」

　俺が短い悲鳴をあげたことで、みんなが振り向いた。

　海図の下に人骨らしきものが散らばっている。

「あれは……ジマだな。陥かん没ぼつした頭ず蓋がい骨こつが物語ってやがる。あいつ甲かん板ぱんでやられたくせに、あたしの部屋まで来て死んだんだな……」

　ガーベラが悲しげに目を伏せた。

「その……ジマさんはあんたをかばって死んだって話だったよな」

「ああ。甲板で敵の海賊連中と戦ってるときにな。ま、今はそいつらも死んじまって、サロンで飲んでやがるけどよ。くそが、腹の立つ話だぜ」

「ガーベラ……」

　なんだか気の毒に思えてきたが、誰も声をかけられない。それもそうだよな。俺たちはまだ子供で、その複雑な感情を察してやれるほど人生経験を積んでないんだから。

「が、ガーベラさん！　これなんですか!?」

「もしかして宝の地図かな!?　かな!?」

「友情より尊い宝なんてあるわけねーっての。そうだろ？」

　勝手にタンスを漁あさっていた残りの連中が嬉き々きとして声をかけた。なんだ、最初から聞いてなかったんだね。

「テメェら、あたしが感傷にふけってる間に……！」

「あ、あれが『思い出の雫しずく』じゃないのか!?」

　泣く子も黙だまる女海賊がブチギレる前に、タンスの上に鎮ちん座ざするものを指差した。

　開かれた赤い宝石箱の中にある、無色透明の丸い石。直径は五センチほどだろうか。よく見ると、透明な石には少しだけ赤い筋が入っている。

「ああ、それがあたしの探し求めていたもの。ジマからもらった『思い出の雫』だ」

　近づいたガーベラが、そっと石を手に取った。

　すると石は発光し、薄うす暗ぐらい部屋の中空にホログラムのような立体映像を投影した。

「こいつは石に込められた記憶を視覚化して浮かび上がらせる、魔ま法ほうのアイテムなんだ」

　なるほど。だから『思い出の雫』っていうのか。

　ガーベラが懐なつかしそうに眺める立体映像は、茶色の長い髪をした女性と、短い黒髪の若い男が、この部屋のテーブルで向かい合って座っている様子だった。

『え、これをあたしにくれるのか？』

『ああ。思い出の雫っていう宝石だ。これには思い出を記録させておくことができるんだぜ。もらってくれると嬉うれしい』

　どうやら映像だけでなく、音声も記録させておくことができるらしい。そして会話から察するに、この男女は生前のガーベラとジマなんだろう。

　立体映像のジマは、一度テーブルに置いた『思い出の雫しずく』にナイフを強く突き立てて、小さな切り目を入れた。今度はそのナイフで自分の親指を少しだけ切ると、石の切り目に赤い血を塗りつけた。

『これは俺が生まれた村に伝わる儀ぎ式しきでな。お前も同じようにやってくれるか？』

　ジマがナイフを渡す。受け取ったガーベラは少し困惑していたが、なにも聞かず、言われたとおりにした。それだけで二人の信頼関係が垣かい間ま見える。

　宝石の切り目に、二人分の赤い血が染しみ込んだ。

『それで？　こいつは一体、なんの儀式だって言うんだ？』

　ガーベラがテーブルに両りよう肘ひじをついて、にっこりと笑う。ジマは少し照れて頭を搔かくと、

『えっとな……俺の村ではさ、男が女に贈った宝石に二人の血を染み込ませることで、永遠に愛し合うことを誓ちかうんだ。だからその……今度、陸に戻ったら、俺と結婚してくれねーか？』

「おっほおおおおお！」リゼラが絶叫した。「素敵すぎるプロポーズですぅ！」

「へっ、青臭い時代だったぜ」

　言葉とは裏腹に、ガーベラの表情はとても優しいものだった。

　彼女が立体映像を投影している『思い出の雫』を少しいじると、映像メディアのスキップ機能のように、次々と別のシーンへ切り替わった。

　それはどれも、微笑ほほえましいものばかりだった。

　ガーベラが作った料理をジマに食べさせたり、月が見える夜の甲かん板ぱんで二人静かに寄り添ったり。その都つ度どリゼラは赤面しながら、「おっほ！　おっほ！」と叫んでいた。

「楽しかったぜ、この頃ころはな……」

　ガーベラがつぶやいたとき、立体映像がまた別のシーンに切り替わった。

　場面はガーベラのプライベートルーム。そこに三人の人間が後ろ手に縛しばられている。

「お？　若い頃の母さんじゃねーか。このときはまだ装備品みてーな厚化粧じゃなかったんだな。ははっ」

　キドニーが毒を吐きながら笑った。こいつはミツルと一緒に冒険した羊飼いユミールの息子なのだ。つまりこの映像は……。

「これってアナスタシア姫と羊飼い時代のユミールさんだよね、あと一人は誰だろ？」

　マレッタが首を傾かしげる。

「……親父おやじだ」

「え？」

「若いころの俺の親父だ！　朝あさ霧ぎり充みつるだよ！」

「なんだぁ？　テメェはミツルの」

　というガーベラの言葉を、リゼラが食い気味で遮さえぎった。

「で、でもこの人、『アストラフトの英雄』のミツルと顔が違いますよ？」

「だからそれはイケメンに修正されてるんだってば。これは間違いなく、親おや父じのミツルだ」

「ああ、こいつらは確かに、あたしらが捕まえたミツルの一行だぜ」

　ガーベラも補足してくれた。

「う、噓うそでしょ……ゲームと全然違います……」

『敵てき襲しゆうだ！　荒あら鷹たか海賊団が乗り込んできやがった！』

　親父たちが縛しばられている部屋の外から、そんな声が聞こえた。

「この船が沈められたときの様子だな。ちっ、忌いま々いましいものまで記録されてやがるぜ……」

　ガーベラは苛いら立だった顔で舌打ちした。

　それもそのはずだ。この船が沈没したときは、結婚を約束した恋人のジマがガーベラをかばって、敵の海賊団に殺されてしまったときでもあるんだから。

『ミツル様！　甲かん板ぱんで海賊同士の戦せん闘とうが始まったようですわ！　どうしますか!?』

　アナスタシア姫と思おぼしき女性が言った。

『この混乱に乗じて逃げよう。おいネライダ、出てこい』

　親父がそう言うと、服の中から小さな妖よう精せいのネライダが飛び出してきた。

『はいはーい。すぐにお助けしますねぇ』

　ネライダは手に爪つま楊よう枝じサイズのナイフを生み出すと、それで親父たち三人を縛るロープを断ち切った。

「すごいすごい！　これって、『アストラフトの英雄』とまったく同じシーンです！　ミツルの顔は違いますけど」

　興奮気味に叫んだリゼラだったが、最後は小声。やっぱりそこは気にしてるんだな。

　拘こう束そくが解けて自由になった親父たちが立ち上がる。

『でもどうやって逃げますか？　甲板に上がると、私たちも攻撃されますし……』

　ユミールが困った顔を親父に向けた。親父はしばらく考えたあと、

『よし、この船を沈めよう。それなら逃げやすいだろ』

「な、なんだとぉ!?」

　それまで静かに立体映像を見ていたガーベラが、大声をあげた。

　立体映像の親父は、アナスタシアとユミールに脱出用の小こ型がた艇ていを用意するように指示を出した。二人が部屋を出て行ったあと、親父はガーベラの部屋の床板を剣で剝はがし始める。そうやって作った穴に飛び込んでしばらくすると、ごぼごぼと大量の水が浸水してきた。

『ミツル様！　小型艇の用意ができましたわ！』

　アナスタシアとユミールが戻ってくる。ちょうど親父も床の穴から這はい出てきた。

『でも、甲板にいる海賊たちはどうしましょう？』

　ユミールに言われた親おや父じは、にっこりと笑って、

『俺たちが乗ってきたボロ船があるだろ。あれで勝手に脱出するんじゃないか？　どうせあの船は借り物だし、ついでにまだ払ってない賃料も押しつけたらいいや。それから金目のものも奪うばっていこうぜ。海賊なんだから、いっぱい溜ため込んでるだろ』

『だったら、この宝石も持っていきます？』

　アナスタシアが『思い出の雫しずく』に手を伸ばそうとした。

『いや、それは醬しよう油ゆみたいなのが染しみ込んでるし、汚いからいらね』

　そしてミツルたちはガーベラの部屋を出て行った。そこで映像は終わる。

　……誰も言葉を発さない。とても気まずい空気だった。

　部屋の床に視線を向けると、親父の仕し業わざと思われる深い穴が空いていた。今は不思議な力が働いているためか、浸水していない。

　沈黙を打ち破ったのはガーベラだった。

「……つまりあれか。あたしの船が沈んだのは敵の海賊団の仕業じゃなくて、ミツルの仕業だったってことか？」

「ま、待ってください！」リゼラが言った。「こんなシーン、『アストラフトの英雄』にはありませんでした！　ミツルは海賊たちが争っている甲かん板ぱんに飛び出して、そんなことやってる場合かって言いながら、みんなを自分の船に誘ゆう導どうするんです！　こんなの絶対噓うそです！」

「……ミツルは甲板に出てこなかった。この船が沈み始めていることに気づいたあたしらは、拿だ捕ほしていたミツルたちのボロ船に勝手に乗り込んで脱出したんだ。敵の襲しゆう撃げきで死んだジマとこの宝石を残してな」

「で、ですが……」

「しかも途中で嵐あらしに巻き込まれてな、奴やつのボロ船は修理不可能なぐらいに壊こわれちまった。陸に戻ったら、どっかの商社の人間から船の賃料と壊した賠ばい償しよう金きんを請求された」

「そ、そんな……」

「あの野郎、映像ではこの船に積んでいたあたしらの財産を奪うとか言ってたよなぁ？　しかも、あたしとジマが誓ちかいの血を染しみ込ませた『思い出の雫しずく』は、汚いからいらねーだとぉ？」

「え、えっと、怒ってます……よね？」

　俺が言うと、

「当たり前だろーがこのクソガキャァァッ！」

　ガーベラは喉のどが潰つぶれるほどの声量で怒鳴り散らした。

「す、すいません！　俺の親父おやじのせいでとんだご迷惑を……！」

　土下座した。

「まあ、あたしら海賊は悪人だからよ。船が沈没したのは天てん罰ばつってとらえてもいいんだ。でもな、愛を誓った証あかしでもある『思い出の雫』を汚いって言い放ったことだけは許せねぇ。あたしだけじゃねーぞ、きっとジマだって……」

　ガーベラがそこまで言ったときだった。

　部屋の隅すみにある人骨、ジマのものだと言っていたガイコツが、むくりと起き上がった。

「あ、あれ……ガイコツが動いてる……よね？」

　マレッタが恐る恐るつぶやく。

「ほら見ろ！　ジマだってブチギレてやがる！　なあジマ、ミツルって野郎は本当に……」

　ジマのガイコツは陥かん没ぼつした頭ず蓋がい骨こつを少し横に倒した。首を傾かしげているんだろうか。そして骨だけになった手の平をこちらに向けた。

　そこから俺に目がけて火か球きゆうが放たれる。攻こう撃げき魔ま法ほうの火球魔法フオテイアだ。

「ケータさん！」

　リゼラが咄とつ嗟さに俺の眼前に飛び出した。直撃の瞬しゆん間かんに絶対防御魔法エクスプリズモスが自動発動して火球を無効化したが、その衝しよう撃げきまでは緩かん和わされない。かばわれた俺ごと後方に吹っ飛び、閉めてあったドアに激突した。

　ばたん、と派手な音を立てて倒れるドア。俺たちはそのままサロンに転がり出る。

「なんだなんだ!?」

「どうしたんすか、ガーベラさん!?」

　サロンで飲んでいた海賊の幽ゆう霊れいたちが、何事かと顔を向けてくる。

「大丈夫、二人とも!?」

　マレッタとキドニーが駆け寄ってきて、俺とリゼラを起こしてくれた。とりあえず怪け我がはしてないようだ。リゼラに感謝しなければ。

　ジマのガイコツが全身の骨を軋きしませながら、ゆっくりとサロンにやってきた。頭蓋骨の目の部分にぽっかり空いた暗い闇やみには、どんよりした敵てき愾がい心しんが宿っている。

「お、おいジマ！　確かにミツルには腹立つけど、こいつらを攻撃することはねーだろ！」

　最後に部屋を飛び出してきたガーベラが、俺たちとジマの間に滑すべり込んだ。両手を広げて、ジマに攻撃をやめるよう訴える。

　しかしその望みはジマに届かない。ジマは近くの壁に立てかけてあったサーベルを手に取ると、なんとガーベラに向かって斬きりつけた。

「お、おい!?」

　ガーベラは左手に持っていた『雷らい鳴めいの剣つるぎ』で、間かん一いつ髪ぱつそれを防ぐ。が、弾き飛ばされてしまった。

　かつての恋人から手を上げられたショックは大きい。ガーベラは無傷だったが、その場にへたり込んだまま立ち上がることもせず、呆ぼう然ぜんとジマを見上げている。

「ジマ、なんで……？」

「これはまずい状況ですよ……ジマさんは相手が恋人のガーベラさんだってことにすら、気づいてないのかもしれません！」

　リゼラがジマを睨にらみつけたまま言うと、隣のキドニーも頷うなずいた。

「ああ、友情……いや、愛情を踏みにじる輩やからは、腐くされ外げ道どうだぜ」

「ぷっふぅ！　肉が腐ったガイコツだけに？」リゼラはお腹なかを抱かかえて笑った。「ちっくしょう、この戦いは骨が折れそうですね！　ぶっはあ！」

「まったく面白くねーし、笑ってる場合か！」

　俺は空間歪曲魔法ドライブシアターで取り出した双眼鏡形の神しん具ぐ『真実の瞳ひとみ』で、ジマを覗のぞき見た。




　ジマの亡なき骸がら

　攻こう撃げき力りよく24、防御力10、瞬しゆん発ぱつ力りよく15、魔ま力りよく23、運９




「くっ、さすがに強いぞ……攻撃力だけじゃなくて、魔力も高い！」

　逃げ出したいところだが、状況がそれを許さない。ナルミエにとり憑ついているガーベラは、何年ぶりかに会えたジマの傍そばを離れたくない様子だし、そもそも甲かん板ぱんに出るためには、まず奴やつの後ろにある二階への階段を上らなければならないのだ。

　だったら、なんとか倒すしかない……！

　リゼラは攻撃魔法を一切覚えていないので、防御専門。キドニーは少しでもダメージを受けると混乱してしまう妙なスキルの持ち主。

「いけるかマレッタ!?」

　ジャージの腰に巻いてきた木ぼく刀とうを抜きながら、唯一戦えそうな仲間に声をかけた。

「うん、やるしかないね！」

　マレッタは背のリュックから愛用のナイフを取り出して身構えた。

「ま、待てよ！　あれはあたしの恋人なんだぞ！　今はちょっと我を失っているけど、本当は温厚な奴やつなんだ！　だから攻撃するのは……」

　ガーベラが言い終わるのを待たず、ジマはサーベルを持っていない左手で、火球魔法フオテイアをそこら中に放ち始めた。

　サロンの四方八方に、バレーボールサイズの火か球きゆうが乱れ飛ぶ。

「うわああああ！」「ひいいいいい！」

　海賊の幽ゆう霊れいたちは、悲鳴をあげながら逃げ回ることしかできない。

「こうなったら、力ずくでジマさんを取り押さえるぞ！」

　覚悟を決めた連中は、一斉にジマに飛びかかろうとしたが、

「やめろ！」

　ガーベラが放った制止の声は短かった。しかし彼女とジマの関係を知っている海賊の幽霊たちは、そこに痛々しいほどの感情を感じ取り、全員がジマの手前で一斉に縫ぬい留とめられた。

　ジマが力強くサーベルを横よこ薙なぎにする。動けない海賊の幽ゆう霊れいたちは、その一いち撃げきで全員が吹っ飛ばされた。

「あっ……」

　ガーベラが声を漏らす。仲間を気き遣づかう気持ち。自分が止めたために余計なダメージを負わせてしまった後ろめたさ。今度の短いひと言のなかには、それらの感情が込められていた。

「ど、どうしたらいいんでしょうか、ケータさん……」

　リゼラが狼ろう狽ばいした顔を見せる。そんなこと言われても……。

　ジマは床に向けたサーベルの切きっ先さきを引きずりながら、ゆっくりと俺たちに近づいてくる。

「くっそおおお、どうすりゃいいんだよぉ!?」

　へたり込んだままのガーベラが、拳こぶしで床板を殴りつけた。すると、

「どうするもなにも、やることは一つでしょ」

　悔しさを滲にじませる彼女の顔が凜りんとしたものになって、そんな言葉が漏れた。表情が変わったことから察するに、この幽霊船に来てからずっとなりを潜ひそめていたナルミエらしい。

　そしてすっと立ち上がると、サロンの天井を支える柱の一本に、両手と片足を添えた。

「むうううううん！」

　ギシギシと悲鳴をあげる木の柱。ナルミエはそれを意に介さずに、体をぐいっと後ろに倒して、柱の一部分をもぎ取った。相変わらずの怪力。もいだ柱の長さは二メートル以上ある。

　もしかしてこいつ……。

「お、おい、テメェなにする気だ!?　だからやることは一つだって言ったでしょ。待て待て、テメェはもしかしてそいつで……どっせええええい！」

　一つの体、一つの口でめまぐるしく交互に叫ぶガーベラとナルミエ。

　最終的に体の支配権を獲かく得とくしたナルミエは、担かついだ即席の棍こん棒ぼうを力いっぱい振り抜いて、ジマの頭ず蓋がい骨こつを横よこ薙なぎに──粉砕した。

　頭部を吹き飛ばされた動くガイコツは、首から下も、がしゃんと音を立てて崩くずれ落ちる。

　そしてその活動を完全に停止した。たったの一撃で終わってしまった。

　俺たちは啞あ然ぜんとしていた。海賊の幽霊たちも同様だった。

「ゆ、幽霊は怖いくせに、ガイコツは大丈夫なのか……？」

　恐る恐るナルミエに尋ねると、

「だってただの骨じゃない」

　あっさり返される。こいつが怖がる対象の基準って、よくわからない。

「て、テメェ……あたしの恋人になんてことしやがる！」

　またガーベラが表に出てきたが、すぐさまナルミエに切り替わる。

「恋人だから攻撃できないなんて、あんた意外と悪人じゃないわね」

「だ、だったらテメェは、もしケータが我を忘れて暴れだしても、ぶん殴るってのか!?」

「当たり前じゃない。目を覚ましてあげないと。それにケータなら、自分が仲間を攻こう撃げきしてしまう前にそうしてくれって言うはずよ。あんたの恋人は違うの？」

　ナルミエはそこまで言って、しばらく黙だまり込んだ。自分にとり憑ついているガーベラの回答を待っているんだろう。

　やがてナルミエは声をあげて笑った。

「……ふっ、はっはっはっは！　テメェ、なかなか悪いじゃねーか。あたしの恋人をぶん殴った奴やつなんてテメェが初めてだよ。確かにそうだ。ジマだってそう言うはずだぜ。ただあたしがヒヨってただけってこった！」

　ああ、これはガーベラか。ややこしい……。

　散らばったジマの人骨から、ぼんやりと青白く光る半透明のなにかが出てきた。人の姿をしているそれは、さっきの立体映像にも出てきた男だ。どうやら自分の骨にとり憑いていたジマの幽ゆう霊れいらしい。

「あー、よく寝た」

　ジマの幽霊はそう言って大きく伸びをした。

「じ、じ、ジマぁぁぁ!?」

　ナルミエの肉体がその霊体に飛びつく。しかし見事にすり抜けてしまい、後ろの壁に頭から激突した。

「やっぱり定説どおり、生なま身みの体じゃ幽霊にさわれないんだね。これもまた興味深いなぁ」

　マレッタが感心して言った。

「そ、そうか。だったらあたしも、ナルミエから出りゃいいわけだ」

　ナルミエの体がガクンと膝ひざから崩くずれ落ちた。同時にそこから、ほかの幽霊たちと同じように光る女性の幽霊が飛び出した。長い茶ちや髪ぱつの美しい女性。ガーベラ本人の霊体だ。

「や、やっとあたしから出てくれた。はあああ……」

　立ち上がったナルミエが、とても長い安あん堵どの息をつく。

「おお、お前はガーベラ!?」

「ジマぁぁぁ！」

　ガーベラの幽霊は今度こそジマの幽霊に抱きついた。十六年ぶりの抱ほう擁ようだった。




　しばらく無言で抱き合っていた二人だったが、やがてジマがぽつぽつと事情を話し始めた。

　ジマは最近まで、沈没したこの船のなかをさまよう魂たましいだけの存在だったらしい。しかし『雷らい鳴めいの剣つるぎ』にとり憑いていたガーベラが近くまで来ていることがなんとなくわかり、突然大きな力に目覚めたそうだ。

　それはこの船を幽霊船として浮上させ、死んだ海賊たちの魂を霊体として形作り、呼び寄せることができる力。さっきマレッタは、ガーベラもその力に引き寄せられたのかもと言っていたが、あながち間違いではないようだ。それを二人の愛の力だなんて言ったら陳ちん腐ぷだろうか。

「で、この幽ゆう霊れい船せんで始めたギャンブルの負けが続いたから、自分の骨の中でふて寝してたってわけか。だからって、我を忘れるほど大暴れしてたら世話ねーぜ」

　そう言ったガーベラは、まだジマに寄り添ったままだ。ジマも彼女の肩に手を回している。

　なんだか微笑ほほえましい光景だった。

「だってよ、こいつら手加減なしなんだぜ。俺はギャンブルが下へ手ただって知ってるのによ。そりゃあ、ブチギレたくもなるだろ」

　さっきガーベラは「普段のジマは温厚だ」って言ってたけど、全然違うじゃないか。

「あの、ジマさん。この船にはライバルだった海賊の幽霊さんたちも乗ってますけど、それも全部あなたが呼び寄せたんですか？」

　リゼラが言った。ジマは唇くちびるの端をつり上げて、にやりと笑う。

「ああ、どっかで死んだ海賊どもは、敵味方関係なくほとんど集めてやったぜ。そっちのほうが楽しいだろ？」

「あのなぁ、あいつらはあんたを殺した張本人なんだぞ……」

　ため息まじりに告げたガーベラが、寄り添うジマの胸に指で小さくマルを描えがく。

「そんなの昔の話じゃねーか。この船は一度沈んで蘇よみがえった海賊船だ。文字どおり水に流そうぜ」

　ジマがそう言うと、リゼラは「水に流す……ぷくく」と小声で笑った。こいつ急に変なツボを手に入れやがったな。なにが面白いんだ。

「はははは！　やっぱジマは海賊の鑑かがみだぜ！　なあ、テメェらもそう思うだろ!?」

　ガーベラがサロンにいる海賊の幽霊たちに向かって言った。

「おう最高っす！」

　全員が拳こぶしを高らかに掲かかげる。ガーベラ海賊団の連中も、それ以外の連中も。とっくに死んでいるのに、なんて楽しそうな奴やつらなんだろう。

「がちがちがちがち……」

　さっきから俺の後ろに隠かくれているナルミエだけは、それでもやっぱり幽霊が怖いらしい。動くガイコツは簡単に粉砕したくせに。

　そんなナルミエに、ガーベラの幽霊が近づいた。

「世話になったなナルミエ。その剣は餞せん別べつだ。テメェにやるよ」

　その剣とはもちろん、ナルミエが手にしている『雷らい鳴めいの剣つるぎ』だ。

「え、こ、これ、あんたが大事にしてた、け、剣じゃないの……」

　幽霊を前にして、怯おびえた声で言う。

「ああ、世界征服の野望を叶かなえるために役立ててくれ。テメェなら、それができるって確信したぜ。さっきは笑って悪かったな」

「ど、どうして急に……？」

「ふふっ、世界征服ってのはなにも、暴力で世の中を支配することだけじゃねーんだぜ」

　ガーベラは大人の女性らしく色っぽいウィンクをしてみせると、もう一度サロンの海賊たちに向き直った。

「よしテメェら！　ガーベラ海賊団、もとい海賊連合の出航だ！」




　　　　　　　　　　　　◇




　ガーベラに促されて甲かん板ぱんに出たケータたちは、この幽ゆう霊れい船せんに乗り込んできたときに使った小こ型がた艇ていまで戻ってきた。

　信じられないこと続きだったが、次の瞬しゆん間かんにはまた圧倒される光景を目まの当たりにする。

　眼前の巨大な幽霊船が、唸うなりをあげて空に浮き上がったのだ。

　手を伸ばせばひとつぐらい摑つかめそうに思える、そんな満天の星空。遥はるか上空まで高度をあげていく木造の海賊船は、そのすべてを略りやく奪だつしに行くように見えた。

「海と陸の次は、空ですかぁ！　めちゃくちゃかっこいいですぅぅぅ！」

　リゼラが絶叫するなか、空飛ぶ海賊船はひときわ大きな唸り声をあげて、ゆっくりと星々の間に溶け込んでいった。

　やがてそれは、完全に姿を消す。あたりを満たしていた強烈な霊気とともに。

「ものすごい体験だったな……」

「うん、これでもかってぐらい、知的好奇心がくすぐられた一件だったね」

「それに幽霊とも親友になれたしな。どこまで広がるんだ、俺の友達の輪」

　みんな空を見上げたまま、それぞれ感想を口にする。ナルミエも同じ方向に視線を投げていたが、考えていることは誰とも違った。

　……暴力で支配することだけが世界征服じゃない。どういう意味かしら。

　ふと、マレッタが声をかけてきた。

「昼間はなんで元気がなかったのか知らないけど、あのガーベラのお墨すみ付つきをもらえてよかったじゃん。ナルミエちゃんなら、世界征服できるってさ」

　どうしてガーベラはそんなことを言ったのだろう。ナルミエは彼女のことがもっと知りたくなった。だから、もっとも詳しそうな人間に聞いてみる。

「あのさリゼラ。さっきは聞きそびれたけど、生前のガーベラが死に際ぎわに言ったセリフって、なんだったの？」

　仲間を次々と失った末、たった一人で挑んだ銀行強盗。包囲する騎き士し団だん相手に大立ち回りをして力尽き、とどめを刺そうとする騎士団長から、「全世界の海を征服すると息巻いていた割には、惨みじめな最さい期ごだな」と言われる。それに対するガーベラの返答。

　──海ならもうとっくに征服したさ。だってあたしは……──。

　その続きが知りたい。

　リゼラはにっこりと笑って言った。

「『だってあたしは、愛した男と一緒に世界中の海を回ったんだから』です。ガーベラは極ごく悪あく人にんですが、その前にひとりの女性だったんですね」

　好きな男と一緒に世界を回ること。それがガーベラの言う世界征服。

　たったそれだけのことで、女は世界を征服できてしまうのだ。

「……ふふっ」

　ナルミエの口から笑みが漏れる。

　そっか、そうよね。そういうことでいいのよね。どうしてあたしは、柄がらにもないことを考え込んでいたのかしら。

「どうしたんですか、ナルミエさん？」

　リゼラが首を傾かしげる。ほかの連中も同様で、ナルミエを訝いぶかしく見つめていた。

　小学生の頃ころ、将来の夢は世界征服だと書いた作文を読み上げて、笑われた記憶が蘇よみがえる。

　でも、それがどうした。ガーベラに言われたとおり、堂々と言えばいいのだ。

「……ふふ、ふははははッ！　あたしはナルミエ・ベルトワーズ！　夢は世界征服よ！」

「それは何度も聞いてますってば」

　呆あきれた声を出すリゼラ。そういやこの連中は、一度もあたしを笑ったことがなかったっけ。

　ケータを一いち瞥べつした。きょとんとした顔で首を傾げている。今宣言した言葉の意味には気づいていないのだろう。

　でも、今はそれでいい。ナルミエは今朝からずっと胸につかえていた異物が、すっと消えていくような、晴れやかな気持ちだった。

「ところでさ」マレッタがのんびりと言った。「ボクたち、海のど真ん中に放置されたわけだけど、どうやって帰るの？」
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　リア充なんて言葉があるけど、今の俺はそれなのかもしれない。

　おい深度何メートルまで見えちゃうんだよ、って言いたくなるほど透き通った海に（実際に言った）、ゴミ一つ落ちていない新雪のような白い砂浜。その後方には、緑の葉を花火のように広げるヤシ科の植物が点在しており、ところどころに優しい日ひ陰かげを落としている。

　旅館近くの海も綺き麗れいだったが、この島のレベルには達していなかった。しかもここには、俺たち以外に誰もいない。独占状態なのだ。

　そんな疑ぎ似じプライベートビーチで、ビキニ姿のかわいい女の子たちと楽しく戯たわむれている。これをリア充と言わずしてなんと言うのか。

「マレッタさん、いきますよー」

　可か憐れんなビキニのリゼラが、ビーチボールをふわりと投げた。

「ほーい」

　頭上を舞うそれを柔らかく押し上げたマレッタは、大人っぽい黒のビキニだ。

「ナイスボール。ほらケータっ」

　魅み惑わく的な赤いビキニのナルミエが、俺に向かって強烈なスパイクを放った。

　もちろん俺は返すことができず、白すぎる砂浜に尻しり餅もちをついた。

「あははっ、これでケータさん、通算二十回目のミスですねー」

「もー、ほんとに運動神経が鈍いんだからー」

「まあ、あたしの暗黒スパイクは簡単に取れないけどね」

　みんな笑顔。身を起こした俺も笑顔。

「ははっ、すまんすまん。よーし、もう一回やろうぜ！」

　超楽しい。やっと臨海学習らしくなってきた。時刻はまだ早朝の六時前なので、学園長たちも起きていないはず。もう少し遊んでから帰っても問題ないだろう。

　昨晩、幽ゆう霊れい船せんから放り出された俺たちは、むやみに動かず、小こ型がた艇ていの上で朝が来るのを待った。そして陽ひが昇って見通しがよくなると、近くにこの小さな孤島を発見したので、ひとまず立ち寄ることにしたのだ。

　太陽の位置から旅館のあるビーチの方角を割り出したマレッタは「すぐに帰れるけど、ちょっとだけこの島で遊んでいかない？」と提案してきた。帰れるという言葉にみんな安心したのか、独占状態の綺麗な海がそうさせたのか、満場一致だった。

　ちなみに俺たちが今着ている水着やビーチボールは、マレッタのリュックに入っていた売り物だ。旅館からはジャージ姿で飛び出してきたからな。ジャージのまま遊ぶなんて、この美しすぎる海に失礼というものだ。

　俺たちがビーチバレーに興じていると、ひとりで島の探索に行っていたキドニーが戻ってきた。彼は水着ではなく、まだジャージ姿である。

「あ、おかえりキドくん。ひとりで行かせてごめんね」

　ビーチボールをお腹なかに抱いたマレッタが頭を下げた。

　キドニーは笑顔で手を振る。

「好きで行ったんだから気にすんな。ひととおり回ってみたけど、やっぱここは無人島っぽいぜ。広さもベンテーチ学園の敷しき地ちぐらいしかねーよ」

「やっぱりそうでしたか」リゼラがにっこり笑う。「『アストラフトの英雄』でもミツル一行はガーベラさんの海賊船を脱出したあと、どこかの無人島に流れ着くんですよ。これ、ゲームと同じ展開ですね！」

「はいはーい！　無人島なら、ここをナルミエ王国にして支配しよっかな！」

　ナルミエが挙手して言った。反応を示したのはリゼラだ。

「誰もいないのにですか？」

「あんたたちがいるじゃないの。今ならリゼラでも大臣にしてあげるわよ」

「もう、本当に邪じや悪あくなんですからー」

「うふふっ、それともゴミ出し係がいい？」

　いつものケンカには発展せず、どちらも満面の笑みで「きゃっきゃっ」とはしゃいでいる。

　本当に平和な光景だ。綺き麗れいなビーチは二人の関係さえも良好にしてしまうらしい。

「それで、友達はいたのか？」

　キドニーに向き直って聞いた。こいつはそれを探すために、ひとりで島の探索に行っていたのだ。ちなみにここで言う「友達」とは、動物の類たぐいを指している。

「いや、虫の友達はいっぱいいるんだけどよ、大きな友達は全然いねーんだ。ちょっとつまんねーな」

　大きな友達、つまり猛もう獣じゆうの類いがいないのなら、襲おそわれる心配もない。

「よし、キドニーも混ざれよ。みんなでビーチバレーしようぜ！」

「おっ？　俺も入れてくれるなんて、お前は本当にいい奴やつだよな。へいマレッタ、俺にも友情のパスをくれ！」

　キドニーが両手をパンパンと叩たたいてボールを要求する。

　いくよー、とマレッタがそれを投げようとしたときだった。

　彼女の背後に白いもやが見える。あれはひと気のない場所に多く滞たい留りゆうする邪気、怪物ファンタズマのもとになる物質だ。

「み、みなさん！　ファンタズマが出ますよ！」

　リゼラが後ずさりしながら言った。

「そうか、ここは無人島だから、邪じや気きもたくさん存在するんだな……」

　俺を含めて全員が身構えるなか、邪気は一カ所に集まって色と形を成なしていく。

　そしてヤシの実に手足が生えた小さなファンタズマに変へん貌ぼうした。その数は二匹。

「……なんか弱そうな奴やつらね」

　ナルミエが近くに置いてあった、雷らい鳴めいの剣つるぎを手に取った。彼女は苦手なものと相あい対たいしたときパラメータが十分の一になる、超恐怖ハイパーフイアーのネガティブスキルをもっている。でもそれは植物系の敵が相手だと発動しない。

「だからって油断するなよ。相手は二匹いるんだからな」

　俺は空間歪曲魔法ドライブシアターを使って、空間の穴から双眼鏡形の神しん具ぐ『真実の瞳ひとみ』を取り出した。

　それでヤシの実形のファンタズマを覗のぞく。




　動く果実

　攻こう撃げき力りよく４、防御力５、瞬しゆん発ぱつ力りよく６、魔ま力りよく10、運５




　そんなに強くない。これなら勝てそうだ。俺も傍そばに置いていた木ぼく刀とうを手に取った。

「てりゃああああ！」

　先制攻撃はナルミエ。さっそく雷鳴の剣で敵ファンタズマ、動く果実に斬きりかかろうとしたのだが、

　動く果実は実の部分に口のような亀き裂れつを作ると、そこから火球魔法フオテイアを放ってきた。

「きゃあっ！」

　バレーボールサイズの火か球きゆうが、ナルミエの腹部に直撃する。ビキニ姿なのでそこは地肌だ。

　だから油断するなって言ったのに……！

「大丈夫かナルミエ！」

「すぐ回復してやるぞ親友！」

　俺とキドニーがすかさず駆け寄って、ナルミエを抱き起こした。

　しかし火球を受けたはずの腹部は、火傷やけどひとつ負っていない。綺き麗れいな肌のままだった。

　いくらナルミエのレベルが高いとは言っても、地肌に火球を食らって無傷でいられるのか？

「ケータさん前！」

　リゼラの声に動かされて顔をあげた。眼前に二発目の火球魔法フオテイアが迫っていた。

「くっ！」

　咄とつ嗟さに左手で顔をかばう。左腕に火球が直撃。同時に小しよう爆ばく発はつ。その衝しよう撃げきでひっくり返った。

「うぎゃあああ！　痛いてぇぇぇ！　熱ぃぃぃぃ……あれ？」

　俺も水着姿なので腕は素肌だ。でもナルミエ同様、ダメージはまったくない。

　一体どうして？

「ふっふっふ。ボクに感謝してもらいたいねぇ」マレッタがメガネをくいと押し上げた。「これがボクの作った『バーニングローション』の効果だよ」

　え、それって、さっき紫外線対策に塗った日焼け止めローションのこと？　確かに耐熱効果があるって聞いてたけど……。

「火球魔法フオテイアまで無効化しちまうのかよ！」

　もはや日焼け止めの域を超えてるじゃないか。

「はああああっ、瞬しゆん影えい牙が！」

　ナルミエが雷らい鳴めいの剣つるぎで、動く果実を一匹斬きり裂いた。斬ると同時に小規模の電撃がほとばしる。その一撃で、動く果実はもとの邪じや気きになって霧む散さんした。

「雷鳴の剣……攻こう撃げき力りよく＋13、追加効果電撃、入手場所なし。解説……ガーベラ専用の武器。彼女から入手することはできないが、のちに錬れん成せい可能。しかし手に入る時期は遅いため、ほかの武器に後おくれをとる。コレクター図鑑を埋めたい人は作っておこう。以上、『アストラフトの英雄・完全攻略ガイド　～データ編～』の五十六ページより抜粋でした」

　腕組みをしたリゼラが満足そうに言った。攻略本の表記を丸暗記しているらしい。

　敵は残り一匹。唯一の脅きよう威いになりそうな火球魔法フオテイアが今の俺たちに効かないなら、なにも恐れることはない。

「うおおおおお、右中間安打剣！」

　ナルミエの必殺技よりかっこ悪いが、俺も習得済み技を使って残りの一匹をぶん殴った。

　続けざまにマレッタがナイフで攻撃。さらにキドニーもムチで攻撃。そこで最後の敵も白いもやになって散った。

「戦せん闘とう終了！　動く果実を撃破！　入手アイテムなし！」

　やはりリゼラが満足げに言った。お前だけ戦わなかったくせに、という言葉は飲み込む。

「ね？　ね？　ボクの『バーニングローション』はすごいでしょ？　よかったら買わない？」

　マレッタが俺の手を握って、ぶんぶんと振ってくる。

「まあそれがあったからこそ、無傷で済んだわけだしな……」

　キドニーが爽さわやかな笑みを向けた。

「安心しろ。たとえマレッタのローションがなかったとしても、俺はお前らのためならいくらでも盾たてになってやるぜ」

　燃えるよ？

「ああっ、ケータさん、後ろです！」

　切迫したリゼラの声を受けて振り向いた。

　またしてもそこに、白いもやが集まり始めている。

　連戦か……まあいい。動く果実なら、今の俺たちの敵じゃないからな。経験値リズムス稼ぎの糧かてになってもらおう。

　と思ったのだが、白いもやが形成した新あら手てのファンタズマは、それではなかった。

　とぐろを巻いている巨大なヘビ。鎌かま首くびをもたげている高さだけでも三メートル以上はある。全長となれば、数十メートルになるだろう。

「ぎゃぴいいいいいい!?」

　ナルミエが絶叫して俺の後ろに隠かくれた。超恐怖ハイパーフイアー発動。こうなった彼女は戦力にならない。

「まずいですケータさん！」リゼラが後ずさりしながら言った。「そいつはミツル一行が序じよ盤ばんで出会うファンタズマのなかでも最強クラスの敵、海辺の悪あく魔まです！　弱点属性は電撃ですが、ミツルたちはまだその攻撃手段がない時点で出会うため、逃げるしかない最悪の敵です！」

　なんだと……？

　空間歪曲魔法ドライブシアターで取り出した『真実の瞳ひとみ』を使って、巨大なヘビを覗のぞき見た。




　海辺の悪魔

　攻こう撃げき力りよく30、防御力89、瞬しゆん発ぱつ力りよく16、魔力０、運11




「強つえぇぇぇ!?」

　なんだこいつは……攻撃力も高いが、防御力がとんでもないことになっている。こんなの、まるでダメージを与えられる気がしないぞ！

「電撃が弱点って言ったよな!?　だったらナルミエの雷らい鳴めいの剣つるぎで攻撃だ！　貸せ！」

　俺は恐怖ですくんでいるナルミエの手から、その剣をもぎ取ったのだが。

　ずしん。

　持ち上がらない。重すぎるのだ。こんなのよく振り回していたな。

「雷鳴の剣は戦士しか装備できません。つまりケータさんは戦士じゃないってことですね。きっと職業はミツルと同じ英雄なんです。くうう、かっちょえええ！」

　リゼラが吞のん気きに腕をぶんぶんと振り回した。

　どうやら俺たちのなかでこの剣を扱えるのは、ナルミエだけらしい。そしてそのナルミエは俺の後ろで震ふるえていて戦えない。

「くそっ、なんてこった……！」

　キドニーが俺の肩をぐいっと引っ張って振り向かせた。そして両肩を強く揺さぶってくる。

「戦士じゃないからどうしたってんだ!?　お前はそんなことで落ち込む奴やつじゃねーだろ！」

「それで落ち込んでるんじゃねぇ！」

「とにかく逃げるしかないよ！　森の中に！」

　そう言ったマレッタが、浜辺の後ろに生い茂る樹き々ぎの間を指差した。

　やっぱりそれしかないか……！

　俺は持ち上げられない雷らい鳴めいの剣つるぎを砂浜に残したまま、怯おびえて動けないナルミエをおぶって走り出した。残りの連中もあとから続く。

　海辺の悪あく魔まは追ってこなかった。
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　三十分ほど経たっただろうか。森の中をひたすら逃げていた俺たちは、もとの浜辺近くまで戻ってきた。

　樹き々ぎの間からこっそり顔を覗のぞかせる。

「……どうですか、ケータさん」

「……海辺の悪魔はいないみたいだ。浜辺には雷鳴の剣しかない」

　ファンタズマは倒さなくても一定時間が経過すると、元の邪じや気きに戻って霧む散さんする。どうやら奴やつもそれで消えたらしい。

　ひとまず安あん堵どの息をついた俺たちは、それでもびくびくしながら浜辺に出た。もう一度あたりを見回してみるが、やはり海辺の悪魔の姿はなかった。

「や、やれやれ。あたしが蒲かば焼やきにしてやろうと思ったのに。残念ね」

　言いながらナルミエは、砂浜に落ちていた雷鳴の剣を拾い上げた。本当に蒲焼きにしてくれたら、どれだけありがたいことか。

「あのー、また海辺の悪魔が出てこないうちに帰りません？」

　リゼラがおずおずと言った。

「そうだね。どっちにしろ、そろそろ帰らないと学園長たちも起きてきちゃうし」

　とマレッタ。誰も異論を唱えなかった。もともとジャージ姿のキドニー以外、みんな水着の上から自分のジャージの上着だけを羽は織おると、小こ型がた艇ていを停泊させてある岩場に向かった。

　旅館近くの浜辺から幽ゆう霊れい船せんまで、だいたい三十分ぐらいだったな。この島は幽霊船のあった場所からそんなに離れてないから、戻るのも同じぐらいか。今が六時半だとして……。

「臨海学習の起床時間って何時だっけ？」

「七時よ。それから七時半に食堂で朝食。九時にはクラスごとに海に集合。そこで点呼したあとは、十六時まで自由時間」

　ナルミエがやけに細かく教えてくれた。こいつ、旅のしおりを読み込んでやがるな。

　それはそうと、今から帰ったら朝食には余裕で間に合う。昨晩こっそり旅館を抜け出したことにも気づかれないだろう。

　岩場に固定していた小型艇に乗り込む。アンカーを上げて、念のため岩に巻きつけておいた『神しん獣じゆうの尾』の光るロープもほどくと、小型艇を発進させた。

　操縦はマレッタ。昨晩ガーベラが操そう縦じゆうしているところを見て覚えたらしい。

「いろいろありましたけど、楽しかったですね。幽ゆう霊れい船せんも無人島も。てーれれ、てーれれ♪」

　少しずつ遠ざかっていく小さな無人島を眺めながら、リゼラが鼻歌まじりに言った。昨晩も聞いた『アストラフトの英雄』の海のテーマだ。

「雷らい鳴めいの剣つるぎも手に入ったしね。これを武器に、世界征服を成し遂げてやるわ」

「その前に帰ったらボクの『バーニングローション』買ってね」

「ん、あれは……おーい、そこの素敵なお前ら！　こっちだこっちー！」

　キドニーが小こ型がた艇ていから身を乗り出して、大おお海うな原ばらに向かって叫んだ。

　あれは……イルカか？　まあ厳密には違うんだろうけど、イルカみたいな生物の群れが海面を跳ねながら泳いでいる。

「うわあ、すごいすごい！　イルカさんの群れをこんなに間近で見られるなんて！　おーい、イルカさーん！　おーい！」

　イルカでいいらしい。リゼラはキドニーの隣に並んで、イルカの群れに手を振っている。

「ふんっ、あんな矮わい小しような生物ごときで喜ぶなんて、あんたも単純ね」

　とは言いつつも、嬉うれしそうに見てるよなナルミエ。

「おお？　連中こっちに近づいてくるぜ！　なんだよ、お前らも俺と友達になりてーのか？　まったく、仕方ねーなぁ。ほら、もっとこっちこいよ」

　キドニーは手を叩いて、イルカの群れを招き寄せる。

　こいつは羊飼いユミールの息子なので、動物と仲良くなる才能があるのだ。いつも友達がどうのとうるさい男だが、こういうところは見ていて微笑ほほえましい。ははっ、イルカたちもキドニーを友達だと思ってるんだな。ずいぶん喜んでやがる。どんどんこっちに近づいて……。

　いや、近づきすぎじゃね？

「ちょちょ、ちょっと！　うわあっ！」

　マレッタの絶叫と同時に、イルカの群れが小型艇に体当たりを浴びせてきた。

　船は大破した。
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　リア充なんて言葉があるけど、今の俺は間違いなくそれではない。

　なにしろ海を渡る唯一の手段の小型艇が大破して、また無人島へ逆戻りになってしまったんだから。これで学園長たちが起きるまでに旅館に帰るのは絶望的になった。帰ったらきっと、恐ろしい罰が待っていることだろう。

　いや、その前に根本的な問題がある。無事に帰れるかどうかということだ。

　自力で帰れない以上、学園長たちが助けに来てくれることを祈るしかない。しかしここは、凶悪な大おお蛇へび形のファンタズマ、海辺の悪あく魔まがいつ出没するかわからない危険な場所。助けが来るまで、俺たちが生き延びていられる保証はないのだ。

「うーん、まいったなあ……」

　浜辺で膝ひざを抱えるマレッタが消沈した面おも持もちで言った。

　現在リゼラ、ナルミエ、キドニーの三人は島の反対側の浜辺に行ってもらっている。さっき船の代わりになるものがないか、探してきてほしいと頼んだのだ。

　俺とマレッタの二人はここに残り、水平線のかなたをじっと見つめて、救助の船を見逃さないようにしていた。海に落ちたときに濡ぬれてしまったジャージは日干し中。俺もマレッタも、元の水着姿になっていた。

　相変わらずビーチは美しい。そんな海で刺激的な水着姿のマレッタと二人きり。でも当然、心は躍おどらない。白い砂浜に打ち寄せるさざ波の音は、不安をかき立てるノイズにしか聞こえなかった。

　とりあえずパーティを分散したけど、大丈夫だろうか。今ファンタズマに襲おそわれたら……。

「あ、そうだ。おいマレッタ。『バーニングローション』を塗っておかないと」

　小こ型がた艇ていが破壊されて海に落ちたとき、塗っていたものは流れてしまった。また火球魔法フオテイアを放つヤシの実形のファンタズマが出てこないとも限らない。

　そうだね、とマレッタは自分のリュックから、日焼け止めの入った容器を取り出した。

「よし、先に塗ってやるから後ろ向けよ」

　マレッタの手から『バーニングローション』を摑つかみ取る。

「え、ええ？　えっと、ケータくんが……ボクに塗るの？」

　なぜかマレッタは動揺している。

「当たり前だろ。お前、さっきも体が硬いからって、リゼラに塗ってもらってたじゃないか」

「だ、だったらリゼラちゃんが戻ってくるまで、ボクはいいよ」

「なにを言ってるんだ。今あのヤシの実形のファンタズマが出てきたら危ないだろ。ほら、こっちに来いって」

　俺は『バーニングローション』の容器を逆さかさに振って粘性の液を出すと、自分の両手に揉もみ込んだ。にちゃにちゃ。

「ひ、ひいっ……」

　そんな俺を見て小さく悲鳴をあげた。腰を下ろしたまま後ずさり。

　なんなんだよ、こいつ？

「あ、あの……前も塗る、とか言わないよね？」

「塗るに決まってるじゃないか。全身に塗っておかないと」

「だ、だめだめ。それは絶対だめ。さすがにリゼラちゃんもナルミエちゃんも怒ると思うな」

「はあ？　あいつらは今いないだろ。ほら、こっちにこい。嫌いやがっても塗るからな」

「……も、もしかしてケータくんって、真性のドＳなの？」

「なんの話だ。早くしろって」

「…………優しくしてね」

　やっと覚悟を決めたのか、マレッタは砂浜でうつ伏せに寝転がった。

「まったく、なにを躊ちゆう躇ちよすることがあるんだ」

「だ、だって初めてなんだもん……お、男の子に素肌をさわられるのは」

　どくん。

　心臓が強く脈打った。そういや俺も、女の子の肌をさわるのは初めてだぞ……。

　俺は単純に火球魔法フオテイア対策としか考えてなかったけど、これってあれじゃないか。マンガの海のシーンでもよくあるやつじゃないか。

　そうこう考えている間に、マレッタはうつ伏せのまま、後ろ手でトップスの紐ひもをほどいた。

　胸を覆おおっている小さな布がはらりと落ちる。彼女の胸のサイズはかなり大きいので、横からとても柔らかそうなマシュマロが見え……おい俺！

　や、やっぱり自分で塗ってもらおうかな。いや、今ここでそれを言うのはまずい。変に意識していると思われてしまう。俺は本当に火球魔法フオテイア対策で塗ってやろうとしただけなんだ。

　しかしだ。俺は思春期の男。どうしても視線が横乳に……おい俺！

「ま、まだ？」

　マレッタが小さく言った。
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「あ、ああ、今から塗るぞ。本当に塗るぞ？」

「だから早くしてってば……」

　よ、よし……これは別にやましいことじゃない。雑念を振り払え。

　そうだな、もうちょっとローションを両手になじませよう。にちゃにちゃ。

　俺は両手を突き出して、マレッタの背にひたりと触れた。

「んっ」マレッタの口から妙に色っぽい吐息が漏れた。「ご、ごめん、ちょっと、くすぐったくて。我慢するから、続けていいよ……ああっ」

「……変な声出すの、やめてくれないか？」

「だ、だって、出ちゃうんだもん。あんっ」

　まずいだろ、これ。

　できるだけ刺激しないように、軽く上下に両手を動かす。

　ローション越しに伝わるきめ細やかな肌。さわってみてわかったんだけど、こいつ意外とくびれてやがる……って本当に俺はなに考えてんだ。

「あ、あのさケータくん」

「……なんだ？」

「やっぱり前は自分で塗っていい？」

「当たり前だ！」

　煩ぼん悩のうを振り払いながら、マレッタの背中に『バーニングローション』を塗り終えた。

　手の甲で額ひたいの汗を拭ぬぐう。ふう、危ないところだった。なにが危ないかわからないけど、とにかく危なかった。一応海パンをチェック。よし、大丈夫だ。

　身を起こしたマレッタは、俺から『バーニングローション』の容器を受け取ると、

「今度はボクが塗ってあげる」

　艶あでやかな笑みを見せてきた。

「いや俺はいい。別に体は硬くないし」

「だめ。塗る」

　マレッタは容器を逆さかさにして、両手にローションを揉もみ込んだ。にちゃにちゃ。うっすらと笑っている。

　……怖い。さっき俺はこんな思いをマレッタにさせていたのか。

「本当にいいってば！」

「だめ！　ほら、寝て！」

　マレッタが俺に飛びかかってきた。そして体をまさぐろうとしてくる。胸も当たる。

　いかん、このままでは海パンがとんでもないことになる！

「わ、わかったわかった！　じゃあお願いするから、せめて座ったままで頼む！」

「まあいいけどー」

　覚悟を決めた俺は、マレッタに背を向けて砂浜に座り込んだ。

　すぐ背後にビキニの巨乳少女がいる。そして俺にローションを塗ろうとしている。考えたら俺だって、母さん以外の女性に体をさわられるのは初めてだぞ……。

　どくん、どくん……。

　浜辺に波が打ち寄せているのに、心臓の音以外は聞こえない。聴覚が麻ま痺ひしている。よし、ここは坐ざ禅ぜんを組んで瞑めい想そうし、あらゆる感覚を遮断するんだ。俺は今から無になる。

　……。

　…………。

　………………!?

　ひやりとした感触が伝わってきた。それも胸のほうから。

　俺の体に二本の手が巻き付いている。背後から抱きつかれているのだ。

　う、噓うそだろマレッタ？　背中だけっていう約束だったのに、前まで塗るなんて……。

　マレッタの手が胸からお腹のほうへ、いやらしく移動する。ぬるぬるしたローションの感覚に全身が総そう毛け立だった。

「は、はふ……」

　変な声も漏れる。いくらなんでも、これはまずい。背中に密着しているマレッタをはねのけたいが、体は硬直して動かない。

　……いや、ちょっと待てよ。マレッタは巨乳なんだぞ。でも背中に感じる胸は、やたら平べったくて硬い。

「お前、まったく腹筋ねーな」

　耳元で囁ささやかれた。勢いよく振り返ると、爽さわやかなイケメンの顔がすぐそこにあった。

　背後から抱きついてローションを塗り込んでいたのは、キドニーだった。こいつも海に落ちたときにジャージが濡ぬれてしまったので、海パン一枚の姿だ。

「なななななななっ、なんでなんで!?」

　反射的にキドニーを押しのける。

「耐熱効果のあるローション塗ってやってるんだろうが。あ、いいこと思いついたぜ」

　キドニーは自分の体全体に『バーニングローション』を塗りたくると、そのまま俺を押し倒して背中の上でぬるぬると滑った。

「うぎゃああああああああ!?」

「こうしたら俺もお前も一緒に塗れるだろ。名づけて『ローション這はいずり』だ」

　最悪の語感だ。ローションまみれの男に密着されているのも最悪だった。

「本当はボクが塗ろうとしたんだけどね。ちょうど戻ってきたキドくんが俺に任せろって言うからさ」

　傍そばに立っていたマレッタが、意地の悪い笑みを浮かべた。こいつ、俺が無心になっているうちに、こっそり渡しやがったな。

　俺の背中で滑すべりまくるキドニーは、「今度は仰あお向むけになれよ」なんて言ってくる。

　もちろんぶっ飛ばしてやった。

「なんだよ、俺たちは親友なんだから、遠えん慮りよすることねーのに」

　頼むからお前はもう黙だまっててくれ。そんな言葉さえ出てこない。

　キドニーの後ろには、やはりビキニ姿のナルミエとリゼラもいた。二人とも嫌けん悪お感かんをあらわにして、小声で囁ささやき合っている。

「き、聞きましたかナルミエさん。さっきケータさん、男の子にまさぐられながら『はふ』って言いましたよ。『はふ』って……」

「究極の変態だわ……」

　最悪以外の何者でもない。

「それで？　向こうの浜辺には、まだ使えそうな船の残ざん骸がいとか落ちてなかったか？」

　ふらふらと立ち上がった俺は、強引に話を変えてやった。

「は、はいっ。え、えっと、なにも落ちてませんでした……」

　リゼラが怯おびえた目で答える。

「だったら、やっぱり学園長たちが助けに来てくれるのを待つしかなさそうだな。ああ、そうだ。お前らも『バーニングローション』を塗っておけよ」

　リゼラとナルミエはものすごい勢いで飛び退のいた。

「じじ、自分で塗りますから！」

「あ、あんた、あたしたちにも『ローション這はいずり』させる気でしょ……？」

「なわけあるか！」
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　キドニーは「海の友達を作ってくる」とか言って、どこかへ行ってしまった。

　残った俺たちは浜辺に並んで座って、助けの船が来るのをひたすら待ち続けた。

　太陽は空高くまで登っている。そろそろ正午といったところか。旅館では大おお騒さわぎになっているに違いない。学園長は心配してるだろうな……。

　誰かのお腹なかが鳴った。恥ずかしそうな顔をしているところから見て、リゼラらしい。

　そういえば昨日、旅館で早めの夕食をとっただけだもんな。それにマレッタはどうか知らないが、俺とリゼラはほとんど食べてないし。

「なあマレッタ、お前のリュックになにか食べ物は入ってないのか？」

　彼女は首を左右に振った。そういうものは持ってきてないらしい。

　これはまずいな。いつ助けが来るかわからない以上、まだ体力が残っている今のうちに島中を探して、食べられそうなものを調達しておいたほうがよさそうだ。

　そう提案すると、全員が年老いた老人のように、のろのろと立ち上がった。

　みんな大丈夫なのか。本当はなにか胃に入れてから出発したいところだけど……。

　あ、待てよ。ひょっとして。

　空間歪曲魔法ドライブシアターが作る空間の穴に右手を突っ込んだ。別次元の倉庫をごそごそとまさぐる。

　あった。目当てのものを摑つかんだ俺は、それを引きずり出す。

　カップラーメン。

　元の世界にいたとき、親父おやじがテーブルに出しっ放しにしていたのを隠かくしてやったのだ。

　なんですかそれ、とリゼラが首をかしげる。

「これは光の国プログレシブに伝わるカップラーメンという食べ物だ。お湯を入れて三分待つとラーメンになるんだよ。これをみんなで食ってから、食料を探しに行こう」

　それまでぐったりしていたリゼラとマレッタが、急に元気を取り戻した。

「さすがケータさん！　頼りになりますぅ！」

「うんうん！　それに光の国プログレシブの食べ物って興味あるし！」

　ナルミエがきょとんとして言った。

「お湯はどこ？」

　……あ。

　がっくりとうなだれそうになったところで、リゼラの言葉が俺を押し上げた。

「大丈夫です。離島アドベンチャーゲームをやり尽くした私なら、海水から真水を作る方法を知ってます」

「そっか、海水を煮しや沸ふつするアレだね！」とマレッタ。

　よかった。お湯の問題はなんとかクリアできそうだ。

「よし。それじゃリゼラ、指示を頼む」

「はい！　こういう状況では助け合いの精神が大切ですからね！　まず、ナルミエさんは火を熾おこしてください。ケータさんには、お鍋なべに海水を汲くんできてもらって……」

　ナルミエがきょとんとして言った。

「鍋はどこ？」

　……あ。

　今度は誰もなにも言わなかった。

「……仕方ない。乾かん麵めんのまま食べよう」

　カップラーメンのふたを剝はがして、中身を取り出す。あとでキドニーにも持っていってやるとすれば五等分か。どうやって分ければいいかな。とりあえず適当に割って……。

　ぱきん、ぱきん。

　とりあえず五つに分けたけど、まったく均等にならなかった。

　みんな顔を寄せて、俺の手元をじっと見つめている。

「明らかに一つだけ大きい塊かたまりがありますね」とリゼラ。

「しかもこっちは、消しゴムみたいに小さいし」とナルミエ。

「カップラーメンっていうのは、これ一つだけなの？」とマレッタ。

「ああ」

　短く答えると、一同は押し黙った。しばらくしてマレッタが、

「第一回、ジャンケン大会！」

「待て待て！　助け合いの精神が大切だって言ったばかりだろ！」

「じゃあどうやって、誰がどの塊を食べるか決めるの？」

「もちろんあんたが一番小さな塊でしょ」ナルミエが言った。「この島で遊んでいこうって言ったのはマレッタなんだし！」

「なっ!?」マレッタは激げつ高こうした。「そっちこそ海辺の悪あく魔まとの戦いでは、一番役に立たなかったくせに！」

「あ、あたしは動く果実を倒したわよ？　それを言うなら、リゼラなんて何もやってないじゃないの！」

「わ、私は戦せん闘とう中のメッセージウィンドウとして大だい活かつ躍やくしました！　それに、海水から真水を取る方法を提案したのも私です！」

「みんな落ち着け。ケンカすると余計に体力が減る」

　俺が割り込んだことで、全員が押し黙だまった。でもこれは一時しのぎにしかならない。全員の双そう眸ぼうには、まだ苛いら立だちの火が残っている。空腹という原因がなくならない限り、その火が消えることはない。

「……ここはゲーム研究部らしく、ゲームで決めませんか？」

　リゼラが乾かしているジャージのポケットから、携帯ゲーム機を取り出してきた。

「今は『アストラフトの英雄』が入っています。順番に戦せん闘とう画面を操作して、敵の撃破タイムを競うんです。一番早かった人が一番大きな塊をゲット、遅かった人は小さな塊です」

「それ、ゲームをやり込んでるあんたが有利じゃないの」

「だったら、ほかにどんな方法があるって言うんですか」

「ビーチバレーがいいと思うわ」

「待て待て。それは俺が圧倒的に不利だから却下だ」

「ずるいです！　さっきもう一回やろうって言ったくせに！」

「こんな殺さつ伐ばつとした空気じゃなかったからだ！」

「だったら胸の大きい順で決めよっか？」

「それはあんまりです！」

「そうよ！　甘えるな、おっぱいお化け！」

「しかも俺は男だし！」

「こうなったら背の低い順でどうですか!?」

「なんでお前らは、自分が有利なることしか言わないんだ！」

「そうよ！　甘えるな、ぺったんこ野郎！」

「さっきから、さりげなく悪口を入れてますよね!?」

　醜みにくい口論は止まらない。

　堂々巡りが続くなか、やっとマレッタが解決の糸口を示した。

「あのさ、食料を提供してくれたのはケータくんなんだし、やっぱりケータくんが最初に選ぶべきだと思うんだ。ボクらだけで残りの順番を決めようよ」

「だったら色っぽいことを言う選手権で決着よ！　ケータが審査委員長になって優勝者を決めてくれたらいいわ！　まずはあたし。ケータぁ、あたしと二人で闇やみに落ちましょうよぉ」

「え、えっと、ぼ、ボクにお金払ってくれたら、いいことしてあげるぅ」

「う、うふっ、私とゼビウスしません？」

「はい、リゼラの負け」

「なんでですか！」

「……もういい」俺はため息をついて三人の争いを中断させた。「割った乾かん麵めんが均等の大きさじゃないからいけないんだ。均等になるまで割る」

　最初からそうしておけばよかった。これで醜みにくい争いもなくなる。

　一番大きな塊かたまりを両手で持って、力を込める。ぱきん。

「ちょっと待って。こっちの塊が大きくなったじゃないの。あたしに貸して」

　ナルミエの手に砕いた乾麵を渡す。ぱきん。かなり小さくなった。

「もー、ナルミエさんには任せておけません。私が均等にしてあげます」

　ぱきん。

「違うってば。ボクが見本を見せてあげる」

　ぱきん。

「お前ら下へ手ただな。やっぱり俺がやる」

　ぱきん。

　やがて粉々になった。

　俺たちの足あし下もとには、もともとひとかたまりだった乾麵が爆ばく散さんしている。

　誰もなにも言わない。自分たちの愚おろかさを呪のろっているんだろう。

「カップの中に少しだけカスが残ってるけど、誰か食う？」

　みんな首を左右に振ったので、俺がカップの中身をザラザラと平らげた。本当にちょっぴりしかなくて、余計に腹が減った。無益な口論でカロリーも消費してしまったわけだし。

　砂浜にごろんと寝転がった。海と同じく、青すぎる空を忌いま々いましく睨にらむ。

「あーあ、腹減ったな……」

　リゼラとナルミエも、俺に倣ならって寝転んだ。

「本当ですね。食料を探しに行く体力もありません……」

「なんでこんなことになっちゃったのかしら……」

「ボクがこの島で遊んでいこうって言ったからでしょ」

　立ったままのマレッタが拗すねた口調で言った。

「ええ、そうよ。まったく、とんだ災難だわ」

　寝転がって空を見上げているナルミエが、素そっ気けなくつぶやく。

　マレッタはなにも返さない。ビキニの上からリュックを背負うと、踵きびすを返して砂浜をサクサクと歩き出した。

「ちょ、ちょっと、どこ行くのよ!?」

　ナルミエが身を起こして叫ぶ。マレッタは一度だけ振り返ると、

「責任を取って、ボク一人で食料を探してきますよーだ！」

　そのまま森の中に消えていった。

「……ほら、ナルミエさんがひどいこと言うから」とリゼラ。

「あ、あたしはちょっと、軽口のつもりで言っただけじゃない……もう、わかったわよ！　謝るから戻ってきなさいよマレッタ！」

「そこで寝て待ってたらいいよ！　すぐ戻るから！」

　本人の姿が見えない森の中から、やけに強がった声。そして駆け出す足音。

　ナルミエが困った顔でこちらを見る。

　そんな顔されても……まあ、追いかけるしかないよな。




　　　　　　　　　　　　◇




　確かに遊んでいこうって言ったのはボクだけどさ、みんなだって賛同したじゃん。

　胸中で文句を吐きながら、マレッタは深い森の中をずんずんと突き進んだ。みんなが追いかけてくるかもしれないので、自然と早足になる。なんだかんだ言って責任を感じている今は誰とも顔を合わせたくなかった。

　これでも薬草の知識はあるんだ。食べられる草を見つけるぐらい簡単……あっ。

　注意力が散漫になっていたため、意識が下に向いていなかった。

「うわわわわっ!?」

　足を滑らせて、崖がけから落下してしまう。とは言っても、高さは三メートル強。背中の大きなリュックがクッションになってくれたので、これといった怪け我がは負わなかった。

「……びっくりした。咄とつ嗟さに背中で着地するなんて、さすがボク」

　そう言って立ち上がり、リュックについた土を払う。

　足あし下もとに一枚の紙切れが落ちていた。どうやらリュックをクッションにしたとき、そのポケットに入れていたものが落ちたらしい。

　それは昨晩、幽ゆう霊れい船せんのガーベラの部屋で見つけた宝の地図だ。子供が描いたように乱雑な地図なので、信しん憑ぴよう性せいは薄うすい。

　そっか。無意識のうちに持ってきちゃったんだ。悪いことしたかなあ。

　宝の地図をしげしげと見つめていると、なにかが引っかかった。

「あれ？　この地図の地形って……」




　　　　　　　　　　　　◇




　俺たちはマレッタを探して、森の中を歩いていた。ファンタズマが出るかもしれないので、俺は木ぼく刀とう、ナルミエは雷らい鳴めいの剣つるぎを手にしている。未いまだに全員水着姿のままだ。

「マレッタさん、どこまで行ったんでしょうか」

　なにも武器を持っていないリゼラが、ぽつりと言った。

「ふ、ふん、あたしの暗黒ジョークが通じないなんて、マレッタもまだまだね」

　ナルミエは少し反省しているのか、言葉にいつもの覇は気きがない。

「でもおかしいな、結構歩いたはずなのに。このままだと、森の向こう側に出てしまうぞ」

　俺が言ったとき。

「あ、ケータさん！　あそこ！」

　リゼラが樹き々ぎの間から覗のぞく崖がけの前を指差した。

　マレッタが後ろ向きで座り込んでいる。

　見つかって安あん堵どしたのも束つかの間ま。彼女の肩越しに見える「とてつもないもの」に目を奪われてしまった。

「そ、そ、それ、なな、なんですかっ!?」

　リゼラが大声をあげながら駆け寄った。

　振り返ったマレッタは俺たちの姿を視認すると、慌あわてた様子で「とてつもないもの」にダイブした。

「これはうちのもんやぁ！」

　小さな体で「とてつもないもの」を抱きしめながら叫ぶ。

　マレッタの両腕が回りきらないほど大型の宝箱だった。フタは開かれており、山積みになった金貨や宝ほう冠かん、宝剣などが、まばゆい黄金の光を放って存在を誇示していた。

「た、宝の山だ……一体どうしたんだよ、それ!?」

「崖の一部を爆ばく破はして見つけたんやぁ！　全部うちのもんやぁ！」

　マレッタの目には狂気が含まれていた。もともと守しゆ銭せん奴どの節はあったが、宝の山を見つけてその心に火がついたんだろう。

　突然ナルミエがその場に膝ひざをついて、恭うやうやしく頭こうべを垂れた。

「先刻は大変失礼しました、マレッタ陛へい下か。なんなりとご命令ください」

　マレッタは宝箱のフタを閉めると、その上に腰を下ろしてふんぞり返った。

「うむうむ。その浅ましき貪どん欲よくさ、乱世を生き抜く糧かてとなるであろう」

「ちょ、ちょっと待ってください！　宝を見つけたなら、まずは役所に報告しないと……」

「そ、そうだぞ。いくらなんでも独ひとり占めっていうのは……」

　リゼラと俺がそう言っても、マレッタは聞く耳をもたない。

「やかましわぁ！　ボクはこれでお腹なかいっぱい食べるんやぁ！」

　どうやらマレッタの狂気には、空腹も加味されているようだった。

「と、とりあえず落ち着け。それは一いつ旦たん置いといて、浜辺に戻ろう」

「そ、そうですよ！　こうしている間にも、助けの船が来るかもしれませんし……」

　俺とリゼラが詰め寄ろうとすると、

「むうううん、邪じや悪あく投げ！」立ちはだかったナルミエが、俺とリゼラを筆ひつ舌ぜつに尽くしがたい技でぶん投げた。「マレッタ陛下の許可を得ずに近づくことは、このあたしが許さないわ！」

「くっくっく。ナルミエよ、そなたにはこのマレッタ王国の警けい護ご隊長を命じる」

「はっ、ありがたき幸せにございます」

　腰を九十度に曲げて、宝箱の上でふんぞり返るマレッタに頭を下げるナルミエ。

　投げ飛ばされた俺は起き上がりながら、

「お、お前ら正気か!?　たかが宝ごときで仲なか違たがいしてる場合じゃないだろ!?」

　リゼラもそれに続く。

「ケータさんの言うとおりです！　まずはみんなで力を合わせて、この島で生きのびることを考えるべきですよ！」

「かーっかっかっか！　全部ボクのせいにしてご飯をくれなかったドケチどもが、偉そうなことを言うんじゃねぇ！」

　だめだ、マレッタは完全に線が切れてやがる。

「そのとおり。あんたたち、よくもマレッタ陛下に生意気な口を利きけるわね」

「なんでお前はさっきからそっちの立場なんだよ！」

　どうやらナルミエもおかしくなっているようだ。

「も、もう行きましょうケータさん！　二人で助けの船が来るのを待つんです！　宝物を独占しようとするこの人たちとは、一緒にいられません！」

　リゼラがぷいっと顔を背けて歩き出した。

「おい、だから仲違いしてる場合じゃないってば……」

　ふとマレッタが、いつもの柔らかい調子で言った。

「ねえリゼラちゃん。この島を脱出したら、好きなだけゲームを買ってあげようか？」

「服従しますマレッタ陛へい下か」

　リゼラも膝ひざをついて、頭こうべを垂れた。

「お、お前ら……！」

　突然湧わき出た宝物というやつは、こうも人を変えてしまうのか。みんなで力を合わせないといけないときなのに、とんだ迷惑だ。だんだん腹が立ってきたぞ……。

「さあ、どうするケータくん？　ボクに服従を誓ちかうって言うなら、なんでもあげるよ。な、なんだったら、ぼ、ボクをあげても……」

　最後は消え入りそうなマレッタの言葉を聞き終わる前に、俺は絶叫していた。

「第二回、ジャンケン大会ぃぃッ！」

「は、はあ!?」

「ジャンケンで勝った奴が宝を総取りだ！　さあ人生最大の真剣勝負といくぜ！」

「結局ケータくんも宝が欲しいんじゃないかっ！」

　突然、頭上で轟ごう音おんが轟とどろいた。

　深緑の葉の隙すき間まから見える青空に、巨大な木造の船が浮いている。

　あれは昨晩、星空のかなたに消えたガーベラ海賊団の幽ゆう霊れい船せん……？

　甲かん板ぱんから女海賊ガーベラの幽霊が顔を覗のぞかせた。

「よう、また会ったなテメェら！」

「が、ガーベラ……なんでここに!?」

「いや、昨日はかっこよく出航したんだけど、ちょっと忘れモンがあったのを思い出してな。お？　それもテメェらが見つけといてくれたのか。なにからなにまで、世話になったな」

　するとマレッタが腰かけている宝箱が、彼女を落としてふわりと浮き上がった。

　どんどん高度を上げていく宝箱。それはやがて、幽霊船の甲板に吸い込まれていった。

「こいつはあたしたちの隠かくし財産でな。ま、地獄の沙さ汰たも金次第って言うだろ？　だからちょっと持っていこうと思ってな。それじゃ、今度こそあたしらは消えるぜ！　あばよテメェら、ナルミエも元気でやれよ！」

　ガーベラが手を振ると、空飛ぶ幽霊船はまた唸うなりをあげて空のかなたへ消えていった。山盛りの宝とともに消えていった。

　そして森に静けさが戻る。

　みんな呆ぼう然ぜんと空を見上げるなか、リゼラがぽつりと言った。

「行っちゃいましたね……」

「行っちゃいました、じゃねーだろ！　俺たちも本土まで乗せてもらうんだ！　おいガーベラ待ってくれ！　おおおおい！」

　喉のどが潰つぶれるぐらい叫んでも、幽ゆう霊れい船せんは二度と戻ってこなかった。

　例の宝箱が消失した森の中で、気まずい空気があたりを満たす。この空気を変える役目は、少なくとも俺ではないはずだ。そうだよな、お前ら？

「てへ、さっきは混乱してたみたい。ごめんね？」

　マレッタが頭に手を乗せて、軽く頭を下げた。

「あ、あたしとしたことが、宝に心を奪うばわれて人間の下につくなんて……ごめんケータ！　あたし、まだまだ魔ま王おう指数が足りなかったわ！」

　そんなナルミエに続いて、リゼラも謝ってきた。

「……あの、怒ってます、よね？」

　当たり前だろ。

「……助け合いの精神がどうのって言ってたよな？　あれはなんだったのか、ゆっくり教えてほしいものだな……？」

　怒りで震ふるえる声を絞り出したときだった。

　視界の隅すみに白いもやが見える。やがてそれはあの強敵、数十メートルクラスの大おお蛇へび形ファンタズマ、海辺の悪魔に変化した。

　くっ、こんなときに、なにもこいつが現れなくても……！

「逃げましょうケータさん！」

　言われるまでもない。俺たちは最初の浜辺に向かって駆け出した。

「け、ケータくん！　今度は追いかけてくるよ！」

　後ろでマレッタが叫ぶ。振り返ると、巨大な体たい軀くをもつ大だい蛇じやは、樹き々ぎの間を器用にすり抜けながら、すぐ後方まで迫っていた。

「しかもナルミエさんが！」

　とリゼラ。ナルミエは俺たちの一番後ろで、腰を抜かしていた。

「ぴぎゃ、ぴぎゃ、ぴぎゃあああああ！」

　尻しり餅もちをついたまま、雷らい鳴めいの剣つるぎをがむしゃらに振り回している。偶然にもその一いち撃げきが、海辺の悪魔にヒットした。小規模の電撃がほとばしり、敵は人語では発声できない悲鳴を轟とどろかせる。

　そうか、あの敵は電撃が弱点だったな……。

「走れるかナルミエ!?」

　海辺の悪魔がのたうち回っている間に、ナルミエを抱き起こす。

「ここ、腰が抜けちゃって、あ、足に力が……」

　くそっ、ナルミエを抱えて逃げ切れるだろうか？

「ケータさん、見てください！」リゼラが敵を指差しながら言った。「海辺の悪魔が変色してますよ！　こういうとき、『アストラフトの英雄』ではパラメータが変化しているんです！」

　確かにさっきまで白い体色だったのに、苦しんでいる今は赤色になっている。

　俺は空間歪曲魔法ドライブシアターで『真実の瞳ひとみ』を取り出すと、素早く敵を覗のぞき見た。




　海辺の悪あく魔ま

　攻こう撃げき力りよく28、防御力89（─80）、瞬しゆん発ぱつ力りよく16、魔力０、運10




　防御力がマイナス80になっている。ずいぶん硬い敵だけど、電撃を浴びせたことで弱っているんだ。そして魔力は０なので、魔法攻撃の心配もない。

「今なら倒せるかもしれないぞ！　援えん護ごしろマレッタ！」

　俺は木ぼく刀とうを振りかざして、苦しむ大おお蛇へびの額ひたいを殴りつけた。

　確かな手て応ごたえ。そして敵の悲鳴が、今の攻撃が効いていることを示し唆さしていた。

「くらええええ！」

　マレッタが手製の爆ばく弾だんを投げつけた。敵に当たって小爆発を起こすが、今度はびくともしない。体色はすでに赤から白に戻っている。

　どうやら電撃のダメージが抜けて防御力が通常の89に戻ったらしい。こうなってしまうと今の俺たちでは太た刀ち打うちできない。

　鎌かま首くびをもたげた海辺の悪魔が、天に向かって咆ほう哮こうする。そして俺たちを鋭く光る目で睨にらみつけてきた。

「お、怒ってるみたいですよ……や、やっぱり逃げませんか？　英雄ミツルの一行も逃げるしかできなかったわけですし……」

「それは親父おやじたちがこいつと出会う時点で、電撃の攻撃手段をもってなかったからだろ。今の俺たちにはそれがあるんだぞ。全員で協力すればなんとかなる！」

　空間歪曲魔法ドライブシアターで新しい神しん具ぐを取り出した。

　ラグビーボール形の神具、『ターゲットボール』。中央のカメラで撮影した敵の攻撃をボール所持者に集中させるアイテムだ。

　それで海辺の悪魔を撮影すると、ボールをナルミエに渡した。

「な、なんであたし？　やや、やっぱり、さっきケータを裏切った罰？」

「お前はそれを脇わきに抱えて立ってるだけでいい！　リゼラは後ろからナルミエを支える！　俺とマレッタは攻撃だ！　いいな!?」

　強い口調で言うと、その意図を汲くみ取ってくれたのか、全員が頷うなずいてくれた。

　海辺の悪魔が大木のように太い尾を振り抜いてきた。その攻撃対象は、『ターゲットボール』を持っているナルミエだ。

「しっかり剣を持っていてくださいよ！」

　ナルミエを後ろから支えるリゼラが、彼女の体の向きを変える。同時に敵の攻撃が雷らい鳴めいの剣つるぎの切きっ先さきに激突した。

　リゼラの絶対防御魔法エクスプリズモスが発動し、全身が無敵金属化。そのためしっかりと踏ん張りが効き、吹き飛ばされることはなかった。海辺の悪あく魔まは電でん撃げきがほとばしる雷らい鳴めいの剣つるぎの切きっ先さきに尾を突き刺してしまったため、体色を赤に変えてのたうち回る。

「よし今だ！　続けマレッタ！」

「了解！」

　俺が木ぼく刀とうで敵を攻撃。すぐさまマレッタが爆ばく弾だんを投げる。

　そして体色が白に戻ったら、また同じ要領で、敵に雷鳴の剣の電撃を浴びせる。

　何度かくり返すうちに、やがて海辺の悪魔はもとの邪じや気きになって霧む散さんした。




　みんな肩で息をしていた。敵はもういないのに、誰も緊張を解かない。

　それを最初に打ち破ったのは、例の陳ちん腐ぷな祝福の音だ。

　パンパカパーン！

　俺の頭から飛び出した円えん盤ばん状の物体が、回転しながら音楽を奏でている。

　戦レ闘コ記ー録ド。敵を倒すことで得られる経験値リズムスを書き込んでおく魂たましいの領域だ。それが満タンになることで頭上から飛び出し、まだなにも書き込まれていない新しい戦レ闘コ記ー録ドが生成される。

　これで俺のなかに作られた戦レ闘コ記ー録ドは四枚目。つまり俺はレベル４になって、戦せん闘とうに関する能力が上昇したのだ。

「……やった。今の戦闘で、またひとつ強くなった！」

　見ると、マレッタとナルミエの頭上にも戦レ闘コ記ー録ドが飛び出して回転していた。これでマレッタはレベル５、ナルミエは早くもレベル10の大台に乗った。

「やりましたね！　私たちは、ミツル一行でも倒せなかったファンタズマに勝ったんですよ！　わーい！」

　両手を振り上げて飛び跳ねるリゼラ。彼女は直接戦闘に参加していないので、レベルアップしなかった。だからリゼラはまだレベル３のまま。

　ということは、俺はついに、リゼラのレベルを追い抜いたことになるのか……当人は気にしていない様子だけど、こいつのレベルは、いつになったら上がるんだ。

「あ、あんなにでかい蛇をやっつけるなんて。あたしたち、すごくない？」

　ナルミエが尻しり餅もちをついたまま、硬い笑みを浮かべる。

「それもケータくんのおかげかな。いざってときは本当に頼りになるよね」

　爆ばく弾だんを投げすぎて肩が痛いのか、マレッタは腕をぐるぐる回していた。

「いや、みんなで協力したから勝てたんだ。これが助け合いの精神なんだよ。わかったか？」

　レベルアップして機き嫌げんもよくなった俺が言うと、みんな途と端たんにしゅんとした顔になった。

「うん……あの、さっきは本当にごめんね……？」

「あたしも……もう一回謝らせて。ごめんなさい」

「本当に申し訳ありませんでした……」

　三人が深々と頭を下げてきた。それに満面の笑みで頷うなずき返す。

　俺たちは強敵を倒してレベルアップしたわけだが、どうやらそれ以上に、大切なものも得たらしい。
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　森を抜けて、最初の浜辺に戻ってきた。

　空はうっすらと赤みが差している。もう夕方だ。それでも助けの船はまだ来ない。

「あの、本当にごめんなさい」

　マレッタがもう一度謝ってきた。

「もういいってば。今の俺たちは極限状態にあるんだから、混乱するのも無理はない。俺だって少しは宝に目がくらんだわけだし、人のことは言えないよな。ははっ」

「優しいんだね、ケータくんは」

　赤い夕ゆう陽ひに照らされたマレッタの笑顔は、今まで以上にかわいく見えた。

「……もしかしてあんた、ケータに気があるとか言わないわよね？」

　ナルミエがじとりとマレッタを睨にらむ。

「そ、そんなわけないじゃん。や、やだなーもう」

「言っておきますけど、『アストラフトの英雄２』のメインヒロインは私ですから！　そのエンディングで私は、ケータさんと一緒に光の国プログレシブに行くんですから！」

「だったらリゼラちゃんは、ケータくんが好きなの？」

「ばっ、バカなことを！　セーブしないで電源を切るぐらいバカなことをっ！」

　なんだかいつもの雰ふん囲い気きに戻った。軽口を叩たたき合っているのは相変わらずだけど、さっきまでのピリピリした感じはもうない。

「よーし、これからも助け合いの精神でがんばっていこうぜ！」

「うん！」「はい！」「ええ！」

　みんな力強い返事をくれた。

「今日は救援が来ないかもしれないんで、寝床の確保をしておいたほうがいいな」

「だったら私が、布団の代わりになりそうな草を集めてきます！」とリゼラ。

「それから食べ物だけど……」

「ボクが食べられる植物を探してくるよ！」とマレッタ。

「じゃあ、火は……」

「あたしがやる！」とナルミエ。

　なんて頼もしい連中だ。海辺の悪あく魔まとの戦いで、みんな一段と団結力を深めたようだ。

　すぐに助けが来なくても生きていける。このゲーム研究部の連中と一緒なら。そう思った。

「おーい、お前ら。今までどこ行ってたんだよ」

　砂浜の向こうから、キドニーが手を挙げながら歩いてきた。

　そういや、こいつの存在をすっかり忘れていた。

「ひとりで放ったらかしにして、悪かったなキドニー」

「いや、海の連中と友達になって遊んでいたから平気だったぜ。それよりもお前ら、なんだか楽しそうな顔してるな。ひょっとしてキャンプファイヤーの相談か？」

　そのひと言は、みんなの表情に大輪の花を咲かせた。

「いいですね！　キャンプファイヤー！」

「うん！　せっかく海に来てるんだし、盛大にやっちゃう!?」

「あははっ、島ごと燃やすつもりでやろうかしら！」

　リゼラたちはきゃっきゃとはしゃぎ始めた。

　みんな一癖も二癖もある連中だけど、こうやって見るとやっぱり年とし頃ごろの女の子なんだな。

「なんだなんだ。今日はやけに友情パワーをびんびんに感じるぞ。さては俺がいないうちに、なんらかの友情イベントが発生したな？　この友情オタクの俺に内容を教えろよ。このこの」

　キドニーが俺の脇わき腹ばらを肘ひじで突いてきた。

「まあ、色々とな。早く本土に帰って祝杯をあげたいよ」

「んあ？　固い友情で結ばれた俺たちは、この島でずっと暮らすんだろ？」

「お前は相変わらずだな。そんなわけないだろ」

「ははっ、なんだよ、だったら早く言えばいいのに」

　……えっと、どういうこと？




　キドニーに案内された岩場には、木製のボートがあった。エンジンはなく、オールで漕こぐタイプのものだったが、作りはしっかりしている。本土の方角はわかっているし、波も穏おだやか。時間をかけたらこれでも充分に帰れそうだった。

「さっき仲良くなった海の友達が拾ってきてくれたんだ。この島に永住するなら、燃やしちまおうかと思ってたんだけどよ」

　この際、こいつのアホな発言はどうでもいい。

「よくやったキドニー！　お前がいてくれて、本当によかった！」

　キドニーの両手を握って、つい小こ躍おどりしてしまうほど嬉うれしかった。

「これでやっとシャワーが浴びれるわ！」

「携帯ゲーム機のバッテリーも切れそうだったんですよね！」

「もうお腹なかぺこぺこだよぉ」

　リゼラたち三人が嬉き々きとしてボートに飛び乗った。

　ぶくぶくと沈み始める。マレッタが降りると、沈下は止まった。

「まさか、これ二人乗り……？」

　だったら残り三人は島で待機ということになる。いつファンタズマが出てきてもおかしくない危険なこの島に。そして夜になると、さらに危険は増すだろう。

　沈黙の緞どん帳ちようが俺たちを包む。それを破ったのはマレッタだった。

「第三回、ジャンケン大会ぃぃぃ！」

「ま、待て待て、ここは話し合いで……ってお前ら!?」

「早いもの勝ちよ！」「です！」

　ナルミエとリゼラはボートから降りようとしなかった。

「だから助け合いの精神はどうなったんだ!?」
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　奇跡は起きた。

　揉もめている間に、学園長が大きな漁船で迎えにきてくれたのだ。

　もちろんこっぴどく怒られたが、それよりも助かったという安あん堵ど感のほうが大きい。漁船の船室で丸一日ぶりの軽食を摂とりながら、無人島での出来事を反はん芻すうする。

「はい、ケータくん。あーん」

　隣に座るマレッタが、爪つま楊よう枝じで刺した果物を差し出してくる。

「寒くないケータ？　あたしの毛布も貸してあげるわ」

　ナルミエが毛布を差し出してくる。

　みんなやけに優しい。そんな俺の胸の内を読んだのか、リゼラが照れ笑いを浮かべた。

「えへっ、さっきは極限状態でしたからね。すいませんケータさん」

「ふーん」

　連中の本性が見えた気がする。

　かっこよく船窓から外を眺めるキドニーが、ぽつりと言った。

「夕陽が眩まぶしいぜ。いつの時代も、あの赤い太陽と俺たちの友情だけは変わらねーんだな」

　いつもなら聞き流す類たぐいの発言なのに、今はやたらと胸に染しみた。










[image: 第四話　俺がケータだと信じてくれない]




　臨海学習三日目の午後。

　ベンテーチ学園生は海辺を離れて、フォリノミア城下町にある博物館を訪れていた。

　本来なら俺たちゲーム研究部とキドニーを含めた五人は、一日目の夜から勝手に旅館を抜け出した罰として謹きん慎しんを命じられるところだった。それを回避できたのは、ひとえに学園長の温情である。俺がみんなのいないところで拝み倒すと、「まあ、ケータも無事だったわけだし、私も一緒に臨海学習を楽しみたいし。でもほんとに心配だったんだぞ」とふてくされながら許してくれた。

　そんな学園長は現在、

「館内を走り回るなと言ったであろう！　次見かけたらスクワット五千回を十セットだ！」

　と声を張り上げて生徒たちを叱しつ責せきしている。なんという変わり身。俺だけ特別扱いというのは少し気が引けるけど、今は感謝しておこう。

「み、見てくださいケータさん！　あ、あれ、英雄ミツルが冒険の終しゆう盤ばんで手に入れる装備ですよ！　『英雄の剣つるぎ』に『英雄の鎧よろい』、そして『英雄の兜かぶと』ですぅ！　はあはあ……」

　リゼラが荒い鼻息をつきながら俺の袖そでを引っ張ってきた。彼女が指差すガラスケースの中には、立派な剣や鎧が展示されている。

「ふーん、これがねえ……」

「じつはこれよりもっと強い装備品もあるんですけど、まあそれは『アストラフトの英雄』を進めてからのお楽しみってことで！」

「俺は楽しさを求めて、あのゲームをプレイしてるわけじゃないんだけど」

「そんなこと言わないで、もっとＲＰＧを楽しんでくださいよー。ケータさんのプレイ状況は北の砦とりでで魔ま道どう司し祭さいエレナーデの配下、ドントーロを倒したところでしたよね」

「ああ、あのくそ弱かった中ボスな」

「ドントーロはこれから何度も襲おそってくるんですよ。まあ、いつもあっさり勝てちゃう雑ざ魚こなので、完全にネタキャラですけどね」
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　そんなリゼラとケータの様子を見ていた博物館の警備員が、舌打ちした。

　……ふんっ、バカにしやがって。お前らガキどもが相手なら瞬しゆん殺さつだっての。

　大柄な体格をしたその警備員は人間でない。イノシシの顔をもつ魔ま族ぞくである。

　彼の名はドントーロ。十六年前、魔道司祭エレナーデの命令で何度も英雄ミツル一行に戦いを挑み、その都つ度ど、負け続けていた哀あわれな男だ。

　もっとも哀れなのは、ゲーム『アストラフトの英雄』でその数々の負け姿が再現され、大衆の目にさらされてしまった点だ。ドントーロは世界が平和になったあと、しばらく放浪してから警備会社に就職したのだが、その面接でも「キミのことはよく知ってるから履り歴れき書しよはいらないよ」と、笑われながら言われた。嘲ちよう笑しようだった。

　自分のような魔族を雇やとってくれたことには感謝しているが、警備員になってからも「やられ役」のレッテルは常にドントーロを苦しめる。派遣先から「キミ、本当に警備できるの？」と言われることは日常茶さ飯はん事じ。しかも『アストラフトの英雄』は今でもリメイクされ続けている大ヒット作なので、いつまで経たっても子供たちから「あ、ネタキャラのドントーロだ」と指を差される始末。

　これも全部、ミツルのせいだ。もしまた会うことができたら、ぶっ殺してやりたい。

　……いや、俺は弱いからそれも無理か。それに最近、慢性の肩こりや尿によう路ろ結けつ石せきで体中にガタがきているからな。

「あ、いたいた。おーい、ケータぁ！」

　ナルミエとマレッタが手を振りながら、ケータとリゼラのもとに駆け寄った。

「ねえねえ、あっちには『変化の手鏡』も展示されていたよ！　もう見た？」

「いや、まだ見てないけど、なんだそれ？」

「対象の姿を変えることができる魔法アイテムですよ。見に行きましょうケータさん！」

　ケータたちは楽しそうに談笑しながら、『変化の手鏡』が展示されているガラスケースに向かった。

　ドントーロはそれを目で追う。

　……あのケータとかいうガキ、超かわいい三人の女の子たちとイチャイチャしやがって。俺だって、かわいい女の子たちと遊んでみたかったっての。まったく、真ま面じ目めなシャイボーイとして生きてきた自分が悔やまれるぜ。

　あの美しい魔道司祭様は今いま頃ごろ、どこでなにをされているんだろう。昔はずっと一緒にいたわけだし、一度ぐらい勇気を出して、デートにお誘いすればよかったな……。

「こ、これが本物の『変化の手鏡』ですか。ゲームとまったく同じですぅ。はあはあ……」

　リゼラはガラスケースに頰ほお擦ずりしていた。

　ガラスケースには「触れないでください」の注意書きがあるので、本来なら警備員のドントーロはそれを止めにいかなければならない。しかし、見て見ぬ振りをしていた。彼女のような『アストラフトの英雄』ファンには、あまり近づかないようにしているのだ。

　本当は職務放棄などしたくないのだが、下へ手たに近づいて「あ、かませ犬の人だ」と言われるほうが、遥はるかに耐え難い。

　だからなるべく顔を見られないように制服の帽子を目ま深ぶかにかぶり、胸中で悪あく態たいをつく程度にしておいた。

　まったく、なんて行ぎよう儀ぎの悪い女だ。人間はマナーも知らんのか。平気で道ばたにゴミを捨てる輩やからもいるし、馬車の違法駐車も多い。これなら我々魔ま族ぞくのほうがまだマシだ。

「ケータくんがこれを使うとしたら、自分をどんな姿に変えたい？」

　マレッタがにこにこしながら、ケータに尋ねた。

「うーん、そうだなぁ。これといって……」

「あたし邪じや神しんになりたい！」ナルミエが割り込んだ。「それで人類を恐怖と絶望に突き落としてやるのよ！」

　リゼラがガラスケースから離れて、ため息をついた。

「この『変化の手鏡』は、姿を変えられても能力は元のままなんですよ。ナルミエさんみたいなポンコツが邪神になったところで、すぐに成敗されるのがオチです」

「ふーん……ところでリゼラはどんな姿になりたいの？　あ、そっか。あたしみたいなナイスバディを手に入れたいに決まってるわよね。うんうん、気持ちはよくわかるわ。だってあんたは体型がポンコツだもんね！」

「ななっ、なんてことを！　今すぐ成敗してやりますっ！」

「こっちこそ、あんたをスクラップにしてやるわ！」

　リゼラとナルミエが摑つかみ合いのケンカを始めた。

「おい、ケンカはやめろって！」

　ケータは二人の間に入って強引に引き剝はがそうとした。しかし両者の力はあまり込められておらず、ケータが突き飛ばす形になってしまった。

　ナルミエは踏ん張って耐えたが、リゼラはガラスケースに頭から突っ込んだ。

　がっしゃあああん！

　粉々に砕け散るガラスケース。展示されている『変化の手鏡』も床に落ちた。

「ご、ごめん、大丈夫かリゼラ!?」

「もちろん無傷です」

　……ちっ、なにをやってるんだ、あのガキども。

　今度ばかりはさすがに見て見ぬ振りはできない。ドントーロは胸中で罵ののしりながら、ケータたちのもとに駆けつけた。

「あの、すいません……」「ごめんなさい……」

　ケータとリゼラが頭を下げてきた。謝るぐらいなら最初から暴れるな、と思ったドントーロだが、それを口にすることはない。むしろ「怪け我がはありませんか？」と気き遣づかった。

「なにをやっているんですか、あなたたち！」

　女教師が駆けつけてきた。

　……まったく、あんたも教師なら、ちゃんと生徒の指導をしとけっての。あんたら教師がしっかりしてないから、世の中はどんどんダメになっていくんだぞ。

　そんなことを考えるドントーロに、向き直った女教師が深々と頭を下げた。

「大変申し訳ありません！　うちの生徒がご迷惑をおかけしてしまって……」

「いえいえ、このガラスケースは本来ヒビひとつ入らない超強化ガラスのはずなんですが、どうも割れやすい不良品だったようです。生徒さんに怪け我ががなくて、なによりでした」

　本当は不良品ではなく、絶対防御魔法エクスプリズモスで無敵金属化したリゼラの頭突きで砕かれたということをドントーロは知らない。

　……おや？

　面おもてをあげた女教師をまじまじと見つめる。そして息を飲んだ。

　ま、魔ま道どう司し祭さい様……？

　間違いない。ドントーロは確信した。十六年ぶりに見るその姿はずいぶん変わってしまったが、それは紛まぎれもなく、かつての上司で何度も足あし蹴げにされた魔道司祭エレナーデだった。

　そうですか……あなたは教員になられたのですね。お元気そうでなによりです。

　ドントーロは目ま深ぶかにかぶった帽子を少し押し上げると、イノシシの顔でにっこりと笑った。

「あ、あの、お久しぶりでございます。覚えてますか？　私です、ドントーロ……」

　懐なつかしさと喜びのあまり、つい声が震ふるえてしまう。

　しかしエレナーデは聞いていなかった。ケータたちに向かって叱しつ責せきしている。

「昨日といい今日といい、今度こそ学園長にたっぷりと説教していただきますからね！」

「はい……」しゅんとうなだれるケータたち。

「あ、あの、魔道司祭様……」

　もう一度声をかけると、エレナーデは振り向いた。今度はしっかりと目が合う。

　相変わらず美しい。ここで出会えたのは運命だ。連絡先を交換して、今度飲みにでも誘ってみよう。

　ドントーロはにっこりと微笑ほほえみかけたのだが、

「本当に申し訳ありませんでした。うちの生徒が壊こわしたガラスケースは、もちろん弁償させていただきます。館長の部屋はどちらですか？」

　あれ？

　ドントーロはぷるぷると指を震わせて、上を指し示した。

「二階ですね。ありがとうございます」

　エレナーデはもう一度頭を下げると、ケータたちに「学園長を連れてくるので、しばらくここで待ってなさい」と言い残して立ち去った。

　……ひょっとして魔道司祭様、俺のことを覚えてない？

　いや、確かにイノシシ面づらの魔ま族ぞくはほかにもたくさんいるけどさ、ずっと下に仕えていた俺に気づかないってどうよ？　俺が今まで一度も彼女を作らなかったのは、あんたに憧あこがれていたことも理由のひとつなんだぞ。それがなんだ、この仕打ち。こんなはずじゃなかったのに。俺の人生はどこで間違ってしまったんだ。

　ドントーロの脳裏に、ひとりの男の顔がよぎる。

　英雄ミツル──。

　そう、全部あいつのせいだ。あいつのせいで、なにもかもうまくいかくなった。ネタキャラ扱いされて笑われることもそう。警備会社に安月給でこき使われることもそう。かわいい女子と遊べないのも全部そうだ！

　憎しみの世界に飛んでいた意識が引き戻されたのは、その場に残されたケータたちのこんな会話だった。

「もうケータさん。博物館の展示物を壊こわすなんて、英雄ミツルの息子としてあるまじき行為ですよ」

「そもそもお前とナルミエがケンカするからだろ」

　……なんだと。このガキがミツルの息子？　言われてみれば、確かに面おも影かげが……。

　憎悪で視界が歪ゆがむなか、掃除道具を持った警備員が駆けつけてくるのが見えた。

　ドントーロは無意識のうちに視線を床に落とす。そこには『変化の手鏡』があった。
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　学園長の説教は、あっさりと終わった。「めっ」のひと言。これだけである。

　さすがに呆あきれたエレナーデ先生が「ほかの生徒に示しがつきません！」と詰め寄ったので、学園に戻ってから処罰するという話に落ち着いた。

　それでもリゼラとナルミエは学園のトイレ掃除、俺に関しては反省文一枚で済むらしい。ずるい考えだが、こういうところは俺がミツルの息子でよかったと思ってしまう。

　まあ学園長が立ち去ったあと、やけに処罰がぬるい俺だけがエレナーデ先生に呼ばれて、昨日のことも含めて小一時間ほど説教されたんだけどな。

　博物館のトイレで用を足しながら、このあとの予定を考える。

　確か旅館に戻るまで、フォリノミア城下町で自由行動だったよな。リゼラたちは先に行っちゃったし、俺はどうするかな。

　用を足し終えたところで、大柄な警備員がトイレに入ってきた。制服の帽子を目ま深ぶかにかぶっているが、イノシシの顔をした魔族だとわかる。さっき館内でも見かけた警備員だ。こっちの世界に来てから亜あ人じんとかにも会っているので、別に今さら驚おどろかない。

　十六年前はほとんどの魔族が邪じや神しん側についたって聞いてるけど、この人もそうなのかな。だとしたら、人間社会で就職するのも大変だったろう。人間と魔ま族ぞくは、日本とアメリカのような和平条約を結んだっていう話だけど、まだ戦後十六年。なにかと苦労しているに違いない。

　俺は胸中で「がんばってください」とつぶやきながら、その魔族の脇わきをすり抜けた。

　洗面台で手を洗っていると、ふと話しかけられた。

「あのー、ミツルの息子さん」

「なんですか？」

　言いながら振り返る。

「貴き様さまぁ！　やっぱマジだったのか！」

　イノシシ顔の魔族は制服の帽子を脱いで、力強く床に叩たたきつけた。鼻息も荒く、明らかに怒っている。いや、それよりもこの額ひたいにある特徴的な傷は、見覚えがあるぞ。

　まさかこの人……って、そんなわけないよな。イノシシ顔の魔族は世界中にいるって話だ。だからあの有名人が、こんなところで警備員なんてやっているはずがない。リゼラたちも気づいていない様子だったし。

　それでも一応、尋ねてみた。

「もしかして、ドントーロ……さん、ですか？」

「ああ、そうだよボケがぁ！」

　当たってしまった。先日『アストラフトの英雄』でぶっ倒した魔族ドントーロ。その実物が目の前にいる。

　ドントーロは荒々しい鼻息を漏らしながら、じりじりと近づいてきた。

「お前、今ミツルの息子だって認めたな？　そうなんだな？」

　まずい。こいつは何度もやられた俺の親父おやじに強い憎しみを抱いだいている。だからその息子に復ふく讐しゆうしようと考えているんだ。ここはすっとぼけるに限る。

「は、ははっ、なんの話ですか？」

「ほほう、ごまかすってのか。相変わらず人間は誠実さの欠片かけらもない連中だぜ。まあ、それならそれでいい。ほかの奴やつらに聞くまでだ」

　ドントーロは制服の内ポケットから、赤い淵で彩られた丸い手鏡を取り出した。

　あれは……展示されていた『変化の手鏡』じゃないか。

「さっき貴様らが暴れてガラスケースを砕いたとき、こっそり拾っておいたのさ。そして俺が身だしなみチェックにいつも持ち歩いている手鏡とすり替えてやった。それは売店で売っているお土産みやげ用のレプリカだから、ちょっとやそっとじゃ気づかれねぇ！　どうだこの悪さ！　かつて人間を恐怖のどん底に叩き落とした悪の血が、ふつふつと蘇よみがえってきたぜ！」

「な、なんだと、あんた警備員のくせに展示物を盗んだっていうのか……？」

「ぐっ……」

　ドントーロはたじろいた。ひょっとして、良心の呵か責しやくがあるのか？

「それにいくら売店の手鏡とすり替えたって言っても、すぐバレるに決まってるだろ」

「い、いーや、バレないね！　ほかの警備員どもの目は節穴だからな！　連中は俺と違って、仕事中ずっと労働後の一杯のことばっかり考えてやがるんだ。なのに、なんでちゃんと働いている俺と給料が同じなんだよ。むかつくぜ、くそがぁ……」

「どっちにしても、あんたの悪事はすぐにバレる。今すぐ自首しろ」

「だからバレねーって言ってんだろ。レプリカと本物の区別がつくのは、真ま面じ目めにずっと監視していた俺と、滅めつ多たに現場に出てこない館長ぐらいだ」

「それから、あんたに全部聞かされた俺もな。今から館長に報告してくる」

「なっ……!?」

　ドントーロはたじろいた。ひょっとして、バカだろ。やっぱり実物もゲームと同じだ。

「……ククク、そうかいそうかい。これで俺も踏ん切りがついたぜ。どうせ、くそつまんねー警備員なんて、や、や、や……」

「なんだ？」

「や、辞めてやるとこだったんだよぉッ！　これからは英雄ミツルの息子として、第二の人生を歩んでやるんだぁッ！　さらば今までの俺！　そして来い新しい俺！」

　ドントーロが『変化の手鏡』をかざすと、まばゆい光がその全身を包んだ。

　光が収束していく。するとそこには、大柄でもなければイノシシ面づらでもない、ごく普通の男が立っていた。警備員の制服姿のままだが、サイズはまったく合っていない。見るからに運動ができそうにない細身のそいつは……。

「お、俺だ！」

　ドントーロは『変化の手鏡』を使って、俺の姿に化けたのだ。

「同じ人間が二人もいるのは変だよな。ミツルの息子のテメェは、この姿がお似合いだぜ！」

　こちらに向けられた『変化の手鏡』が、さっきと同様の光を放つ。俺はその光に飲み込まれてしまった。

「な、なんだ、なんだあああああ!?」

　急激に体が小さくなっていくのがわかる。やがて光が消えて視界を取り戻すと、トイレの床がすぐ目の前に広がっていた。傍そばには俺が着ていたベンテーチ学園の制服が落ちている。

　両手を見ると、それは動物の蹄ひづめだった。

　お前、一体俺になにをしたんだ!?

　そう叫んだつもりだったが、口から出てきたのはこれだった。

「ぶきぶきぃ！」

「ククク……自分がどうなったか気になるか？　見せてやるよ、ほら」

　俺の姿になったドントーロにつまみ上げられて、洗面台の鏡を見た。

　そこには邪じや悪あくに笑う警備員姿の俺と、その腕に抱かれている小さなイノシシがいた。もちろん鏡に映っている俺はドントーロが化けた姿。ということは……俺がイノシシ!?

「ぶきぶきぃ！」

　抗議の声をあげても、それは残念な鳴き声にしかならない。

　ドントーロはイノシシの俺を摑つかんでいる右手を高々と振り上げると、そのまま勢いよく床に叩たたきつけ……なかった。そっと床に降ろしてくれた。

「あとのことは任せな」

　ぽんぽんと俺の頭を叩たたいてから、警備員の制服を脱ぎ、落ちていた俺の制服に着替える。

　こいつ、俺の姿になって何をするつもりなんだ？　もしかして、とんでもない悪事を働くつもりじゃないだろうな!?　銀行強盗とか殺人とか……そうなったら、たとえ元の姿に戻ったとしても、日本に帰る前に俺の人生はおしまいだ！

「さて、やっと人間の姿になれたわけだし、これからたっぷり、お前が仲良くしていた女の子たちとイチャイチャしてやるぜ。じゃあな、ブタ野郎」

　ドントーロはさっきまで着ていた警備員の制服を丁てい寧ねいに畳んで肩にかけると、トイレから出て行った。

　え？　リゼラたちとイチャイチャしたいだけ？　なんだ、びっくりした……。

　って、それはそれでまずい！
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　俺は小さなイノシシの体を利用して、トイレの窓から抜け出した。

　そのまま細い路地を駆け抜けて、博物館の前に広がる円形の噴水広場に出る。ベンテーチ学園の生徒たちは今、この近辺で自由行動になっている。

　とりあえずリゼラを探そう。そして学園長のところに連れて行ってもらえば、きっと元の姿に戻してもらえる。なにしろ学園長は、百年以上も生きているのに、未いまだにロリ姿の大だい魔ま女じよだからな。魔法の知識も豊富なので、この変身を解くぐらい雑ぞう作さもないだろう。

　とはいっても、一体どこを探せばリゼラに会えるんだ。

　……いや、あそこしかないだろ。

　イノシシの俺は四本の足を使って、石畳の街道を疾走した。おぼろげな記憶を辿たどり、商店街のほうにやってくる。

「あれ、こんなところにブタさんがいる？」

　あっさり見つかった。リゼラはゲームショップの前で、テレビモニターに流れる新作ゲームのトレイラームービーを眺めていた。

「ぶきぶきぃ、ぶきぃぃ！（リゼラ俺だ、ケータだ！）」

「あははっ、かわいいですねえ。よしよし」

　リゼラは屈かがんで俺の頭を撫なで始めた。やっぱりこのイノシシ姿だと、俺ということに気づかないらしい。頼むから気づいてくれ。そして学園長のところに連れて行ってくれ！

「あ、ケータさんだ」

　あれ、通じた？

　すぐにそれは俺に向けられた言葉ではないと悟る。リゼラは商店街の奥に向かって、大きく手を振った。

「おーい、ケータさーん！　こっちですぅ！」

　人ごみをかきわけながら、ベンテーチ学園の制服を着た俺……の姿をしたドントーロがやってきた。最悪のタイミングだった。

「ぶきぃ、ぶきぃ！（お前、こっちに来るんじゃねぇ！）」

　ドントーロは俺を一いち瞥べつして、にやりと笑う。そしてリゼラに話しかけた。

「おい、お前。俺はミツルの息子だよな？」

「え？　なんですか、いきなり？」

「俺は英雄ミツルの息子だよな？　答えろ女！」

「は、はあ……そうですけど」

　確信を得たドントーロは満足そうに頷うなずくと、足あし下もとで吠ほえ続ける俺を両手で抱きかかえた。

「ククク、聞いたかブタ野郎？　俺はあの女たらしで有名なミツルの息子だってよ！　だったら俺もたらしこんでいいよなぁ!?　いいんだよなぁ!?　ほ、本当にたらしこむぞ!?」

「ぶきぶきぶきぃ！（何が言いたいんだお前！）」

「ケータさん、英雄ミツルは女たらしではありませんよ。すべての女性に優しいだけです。それに、ブタさんを乱暴に扱わないでください」

　リゼラがドントーロの手から俺を奪い取った。ぶきぃ。

「ククク、悪い悪い。そんなことよりも……リゼラ、だったよな？　ゲームなんてくだらないもんなんか見てねーで、どっか別の場所に行こうぜ」

　ドントーロが遠えん慮りよがちに、リゼラの肩に手を回す。

「む」リゼラは途と端たんに不ふ機き嫌げんになって、その手をはねのけた。「ゲームをバカにすると怒りますよ。くだらないものなんかじゃありません」

「い、いや、バカにしたわけじゃねーんだ。そんなことに時間を使うよりも、俺たちはもっと青春を謳おう歌かするべきじゃねーかと思ってよ」

「とぅるるるん」

　不機嫌な顔のまま、いきなり謎なぞの効果音を発声するリゼラ。ドントーロは首を傾かしげているが、俺も同じ気分だった。

「今のは間違った選択肢で好感度が下がった音です。そんなことで私を攻略できると思ってるんですか？　ギャルゲーをやって出直してきてください」

「ギャルゲー？　ああ、あれか。ゲーム内の女の子と疑ぎ似じ恋愛するやつだろ。俺はそんなものに興味ねーんだ。それより生なま身みの人間と本物の恋愛が……」

「とぅるるるん」

　また好感度が下がったらしい。「そんなものだなんて言わないでください。ギャルゲーには名作も多いんですから。今度屈指の泣きゲーを貸してあげます」

「わ、脇わき毛げぇ？　そんなもん貸していらんぞ」

「とぅるるるん。もうバッドエンドのフラグ立ちまくりです」

「付録？　脇毛が付録って、めちゃくちゃだな」

「……なんか今日のケータさん面白くありません。一緒にいたくない気分です」

　リゼラはイノシシの俺を抱いたまま、ぷいっとそっぽを向いた。

「な、なんで拗すねてるんだよ。俺ゲームが好きじゃないから、ゲームのことはよくわからねーんだって」

「でも『アストラフトの英雄』は大好きですよね？」

「はああ？　あんなもん大っ嫌いに決まってんだろ。絶対やりたくねぇ」

「とぅるるるん！　とぅるるるん！　とぅるるるるるるるん！」

　リゼラはドントーロを右手でぽかぽか殴ると、踵きびすを返して歩き出した。その表情をキャンバスだとすれば、強い怒りをベースに、少しの寂しさを混ぜた複雑な色をしていた。まだやり場のない感情がそうさせるのか、左腕のなかにいる俺はぎゅっと抱きしめられた。

　む、胸が小さいって聞いてるけど、思いっきり抱きしめられたら、まあまあ……って、なに考えてんだ俺！

「お、おい、待てよ！　ちょっと俺の話を聞いてくれ！」

　ドントーロがリゼラの肩を摑つかむ。

「聞きません。今日のケータさんとは目も合わせたくありません」

「いいからデートするぞ！　俺はその誘いにきたんだ！」

「で、デート？」

　リゼラは振り返った。あっさりと目を合わせた。

　ドントーロは邪じや悪あくに笑って頷うなずく。

「ああ。俺はお前が一番好きだからな。愛してるぜリゼラ」

　こ、この野郎、俺の姿でなんてこと言うんだ！

「あ、あ、あ、あいあいあいあいあいあいぃぃぃ!?」

　さらに強い力でぎゅっと抱きしめられたので、その絶叫を轟とどろかせるリゼラがどんな表情をしているのかはわからない。

　そしてリゼラは、ものすごいスピードで駆け出した。

「お、おい待てってば！」

　ドントーロの声が風に乗って聞こえた。




　リゼラがやってきたのは、博物館前の噴水広場だった。そこにあるベンチに腰かけると、ようやく俺を胸から解放した。

　魔ま法ほう使つかいタイプのくせに、意外と力があるじゃないか。おかげで顔が歪ゆがみそうだったぞ。

　石畳の上に降りた俺は、ぶるぶると首を振った。

「が、学校行事の旅行でデートなんて、ギャルゲー的展開……リア充爆ばく誕たんじゃないですか！」

　頭上からリゼラの声が落ちてくる。見上げると、ベンチに座るリゼラの白い太ももにどうしても目がいってしまう。

　いかんいかん、今の俺は小さなイノシシなんだ。常に下を向いていこう。

　リゼラが手を伸ばしてきた。そのまま太陽にかざすように、両手で持ち上げられた。

「ねえブタさん。今日のケータさん、なんだか変なんですよ」

　そりゃそうだ。さっきの奴やつはドントーロ。俺が本物のケータだからな。

「ひどいこと言ったと思えば、デートしようって言ってくるし」

　くっ、そうだ、あの野郎、とんでもないこと言いやがったんだ。元の姿に戻ったら、あいつの悪事を全部バラしてやる。覚悟しておけよマジで。

「おまけに、その、その、あ、愛してるとか……はわわわわぁ！」

　またしてもリゼラは俺をぎゅっと抱きしめた。く、苦しい……。

「あ、ご、ごめんなさいブタさん」

　リゼラが腕の力を緩ゆるめてくれたので、俺は彼女の膝ひざの上に降りた。

　謝りたいのは俺のほうだ。ドントーロとはいえ俺の姿で変なこと言って混乱させてしまったんだから。くう、元の姿に戻ったときのことを考えると、頭が痛い。

　するとリゼラが、ぽつりとこんなことを言った。

「あれが本当の気持ちなら、私すごく……」

「ぶき？」

　リゼラの表情を窺うかがうと、頰ほおを真っ赤に染めて遠くを見つめていた。

　やがて唐とう突とつに俺を抱きかかえると、ベンチから立ち上がった。

「私もう一度ケータさんに会って確かめて……あ、あわわわ、は、恥ずかしいっすぅぅぅ！」

　そのまま俺を連れて、どこかへ走り出した。
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　くそ、重い……ケータの体になっても、慢性の肩こりと腰痛は治らねーんだな。

　ケータの姿をしたドントーロは、大量の荷物を抱えて商店街をふらふらと歩いていた。

　その隣にいるマレッタが、メガネ越しに意地の悪い笑みを見せる。

「いやー、それにしてもびっくりしたよ。まさかケータくんがボクとデートしたいって言ってくるなんてね。るんるん♪」

　リゼラに逃げられたあと、しばらく商店街をさまよっていたドントーロは、怪しげなジャンクショップで店主相手に値切り交渉をしているマレッタを見つけた。それで声をかけたのだ。

　今度は妙な話になる前に、すかさず「デートしようぜ」と切り出してみた。とりあえずそれは成功した。成功したのだが……。

「さて、次はなにを買ってもらおっかなー」

　このようにマレッタの買い物に付き合わされるだけ。しかも支払いは全部ドントーロだ。今着ているケータの制服にはケータ自身の財布もあったのだが、中身を確認するとほとんど入ってなかった。

　……まあ、仮にあったとしても、使わないけどな。かわいそうだからじゃねーぞ。社会人としての俺の意地だ。

「おおっ、ケータくん。あそこに念ねん化か製品のパーツが売ってるよ。突撃だ！」

　マレッタは大量の荷物を持たせているドントーロの腕を引っ張っていく。

「ま、まだ買うのか？」

「だって、デート代は全部払ってくれるって言ったじゃん」

　これがデートなのか？　ドントーロはわからない。確かにさっき本屋で立ち読みした『英雄ミツルが語るデート完全読本』では、全額男が出すものだと書いてあったが、こんなに金がかかるとは知らなかった。

「でもさ、なんでリゼラちゃんやナルミエちゃんじゃなくて、ボクを誘ってくれたの？」

　ふと、マレッタが首を傾かしげて言った。

「お、お前が一番かわいいからだよ」

　この返しも例の本に書いてあったものだ。

「ふーん……」マレッタは素っ気なく言ったあと、「でも、ちょっとだけ嬉うれしかったりして」

　ほんのり紅潮した頰ほおで、にっこりと微笑ほほえみかけられる。

　か、かわいい……どんどん財布の紐ひもがユルくなる。

「よっしゃああああ！　今日はなんでも好きなもん買いやがれぇッ！」

「……なんか今日のケータくん、変なんだよねぇ」

　マレッタが小声でぼそりと言ったときだった。

「待て待て待てーい！」

　商店街の人ごみをかき分けて、というよりは、吹っ飛ばしながら女の子が駆けつけてくる。

　長い金髪にスタイル抜群のプロポーション。なんとなく若い頃ころの魔ま道どう司し祭さい様に似ていると思っていた少女、ナルミエだった。

「おっす、ナルミエちゃん」

　マレッタが手を挙げる。ナルミエは彼女の両肩を強く摑つかむと、激しく揺さぶりながら早口で捲まくし立てた。

「さっきあんたのクラスの生徒たちが、おかしなこと言ってるのを聞いたんだけど！　なんかケータとマレッタがデートしてるって聞いたんだけど!?」

「うん。さっき誘われたよ。なんかね、今日のケータくん変なんだ」

「変を通り越して悪よ！　ちょっとケータ、なんであたしを誘わないわけ!?」

　今度はドントーロに摑みかかってきた。

　なんだかよくわからないが、別の女が言い寄ってきている。

　そう考えたドントーロは、脳裏に焼き付けてある『英雄ミツルが語るデート完全読本』の内容から、適切な対処法を探った。

　えっと確か、二人の女に言い寄られたときの返答は、こうだったよな。

　本の言葉をそのまま引用する。

「ふっ、落ち着け。なんなら３Ｐとシャレ込むかね？」

　ナルミエにぶん投げられた。
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　向こうのほうから、騒さわがしい声がする。

「なにかあったんでしょうか」

　俺……ではなくドントーロを探していたリゼラも、それが気になったらしい。イノシシの俺を抱いたまま、喧けん噪そうのほうに向かった。

　商店街のど真ん中に、大勢の人だかりができている。リゼラは「ちょっとすいません」と言いながら、それをかき分けて進んだ。

　人垣を抜けたところで、リゼラと俺は同時に息を吞のんだ。

　俺がボコボコにされている。いや、あれはドントーロなんだけど、自分の姿をしている奴やつがやられている様子は、見ていて非常に辛つらい。

　そして相手はナルミエだった。ドントーロの腹部に強烈なボディブローをねじ込み、顔面が前に突き出たところで、目にも止まらない高速フックの連打を左右の頰に浴びせていく。そして飛びつき腕十字固め。さらにパワーボム。続けてローリングクレイドル。

　ああ、むごいな俺……いや、だからあれはドントーロなんだけど。なんだろう、胸に去来するこの悲しさは。

「ななっ、ナルミエさん！　ケータさんになんてことをするんですかっ！」

　リゼラが叫ぶ。スリーパーホールドに移行したナルミエが、俺たちを見た。

「この男は腐くされ外げ道どうなのよ！　全身の骨をバキ折ってやるわ！」

「た、助けてくれ……こいつ、めちゃめちゃ強い……」

　顔を土つち気け色いろにしたドントーロが、ぷるぷると手を差し伸ばした。

　ナルミエはそれを許さない。ホールドを解いて強引に立たせると、見事なコブラツイストを披露した。ああ、腰があんなに曲がってやがる……。

「だから一体、なにがあったって言うんですかっ！」

「えっとね」傍そばにいたマレッタが、こめかみをぽりぽり搔かきながら言った。「ケータくんがボクとナルミエちゃんを相手に、まあ、その……」

　続きは口にしづらい内容らしい。だからリゼラに小声で耳打ちした。

　リゼラの腕の中にいる俺には聞こえないが、細かい揺れでその動揺が伝わってきた。

「そ、そんなばかな、です……」

　一体リゼラはマレッタからなにを聞いたんだ。とても気になるが、聞くのも怖い。

「けけ、ケータさんが、さ、３Ｐを強要……？」

　言っちゃった。そしてその内容は、想像を遥はるかに超えて地獄だった。

　ナルミエとドントーロのバトル（一方的な暴力）を見ていた観衆たちがざわめき始める。

「うわあ、あの男の子って最悪……ド変態だわ」

「まったく、３Ｐだなんて、近頃の若い奴やつは本当にけしからん」

「あれゲーム研究部の連中だろ？　めちゃくちゃだな……」

　観衆のなかにはベンテーチ学園の生徒もいた。本当に地獄だった。

「い、言っておくけど、あたしは断ったんだからね！」

　ナルミエが観衆に向かって声を張り上げる。

「はっ、はひっ……」

　その隙すきにコブラツイストから脱出したドントーロは、脱だつ兎とのごとく逃げ出した。

「あ、待ちなさいケータ！」

　ナルミエがそれを追いかけていく。

　見せ物がなくなったので、観衆は口々に感想を言い合いながら散っていった。感想の内容は罵ば倒とうから羨せん望ぼうまでさまざまだったが、全員がひたすら「３Ｐ」という単語を用いていたのは共通だった。

　やがてあたりには、俺とリゼラ、そしてマレッタの三人だけになる。

「……なんかおかしいよね。いくら変態なケータくんでも、あんなこと言うかなぁ」

　腕組みをしたマレッタが、首を傾かしげながらつぶやいた。

　そうだ、変態って部分は引っかかるが、俺なら絶対に言わない。ゲーム研究部で苦楽を共にしてきたお前たちなら、さすがにもう気づいただろう。あいつが俺の偽にせ物ものだってことに。

　険しい顔で俯うつむいていたリゼラが、ぱっと顔をあげた。

「わ、私は、たとえケータさんがド変態だったとしても、り、理解してあげたいです！」

　まだ気づいてもらえてなかった。
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　俺はリゼラに連れられたまま、今日宿泊することになっているフォリノミア城下町の旅館にやってきた。どうやらリゼラはイノシシの俺を気に入ったらしく、連れ帰ってペットにするつもりのようだった。

　ともかくこれで助かった。旅館にさえ来たら学園長にも会えるし、変身を解いてもらえる。

　なんて思っていたんだけど、甘かった。

　旅館のフロントに預けられた俺は現在、そのバックヤードにあるペット用の檻おりに閉じ込められている。これでは学園長に会うことはおろか、外に出ることさえできない。

　あらゆる鍵かぎをこじ開ける神しん具ぐ『エルピダ・キー』さえ使えたら、こんな檻の錠じようを破るぐらい簡単なのに。残念ながら俺の空間歪曲魔法ドライブシアターは、右手で摑つかめるものしか出し入れできない。つまりイノシシの手になっている今なら、なにも取り出すことはできないのだ。

　時間は無駄に過ぎていく。今何時だろうか。やたらお腹なかがすいているけど、きっともう夕食は終わってるんだろうな……。

　そんなことを考えていると、フロント係の男がやってきて俺を檻から出してくれた。

　よし、この隙すきに逃げてやる。

　と思ったのも束つかの間ま。あっさり首根っこを摑つかまれて、そのままロビーに連れて行かれた。

　ロビーにはジャージ姿のリゼラとマレッタがいた。

　俺を受け取ったリゼラに、ぎゅっと抱きしめられる。

「よしよし、寂しくなかったですか？　お腹すいてますよね。あとでご飯あげますからねー」

　確かに腹は減ってるけど、その前に学園長のところに連れてけ。

「でも、本当にいいんですか？」

　マレッタがフロント係の男に、そんなことを言った。

「はい。当旅館はローリエ学園長から懇こん意いにしていただいていますからね。大浴場はご遠えん慮りよしていただきたいのですが、従業員用の浴場なら構いません」

　……えっと、どういうこと？

「よかったですねブタさん。旅館の方のご好意で、お風ふ呂ろに入れることになったんですよ。従業員用のお風呂ですけど、ほかと同じ天然温泉なんですって！」

　改めてリゼラたちを見ると、洗面器とタオルを持っていた。

　ちょっと待て。まさかお前ら、俺とその……ええええッ!?

「ぶきぶきぶき、ぶきぶきいいいい！（それはいかん、それはいかん！）」

「ずいぶん暴れてるね。お風ふ呂ろが嫌いなんじゃない？」とマレッタ。

「だめですよ。ちゃんと全身を洗って、綺き麗れいにしてあげますからね」

　リゼラは両手で抱かかえた俺の腹部に鼻を近づけた。すんすん。

　嗅かぐな！　屈辱以外の何者でもない！

「あれ？　意外といい匂においしますね。くんくん」

「ひょっとしてこのブタ、誰かのペットなんじゃないの？」

　マレッタが俺の頭を撫なでてきた。

「でも首輪はないし……うーん、そうなんですかね。くんくん」

「ぶきぶきぶき！（だから嗅ぐなっての！）」

　リゼラはマレッタに向き直って、

「あとで一応飼い主を探してみます。でもその前にお風呂ですね」

「ぶきぶきぶき！（それはまずいんだってば！）」

「ふふっ、本当にかわいいです。飼い主が見つからなかったら、ちゃんと私が面倒を見てあげますからね。ちゅっ」

　……あ。

　リゼラの小さな唇くちびるが、俺の口に触れた。全身がとろけそうなほど、ふわふわの感触だった。

　こ、こいつ、お、俺の初めての純潔を……！

　マレッタが首をかしげる。

「あれ、急におとなしくなっちゃった。なんか俯うつむいちゃってるし、照れてるのかな」

「はわぁ、かわいい……よしよし、それじゃ行きますか」

　リゼラは俺の頭をくしゃくしゃ撫でたあと、もう一度軽く口づけしてから歩き出した。

　……俺のせいじゃないからな。あとでお前が真実を知っても、俺は謝らんからな。




　脱衣所に入ったところで逃げようと思ったのだが、従業員専用のそこはスライド式の引き戸だった。ぴったり閉ざされると、小さなイノシシの俺では開けることができない。

「ぶきぶきぶきぃ！」

　それでも蹄ひづめを立てて脱出を試みるが、やはり引き戸はびくともしなかった。

「もう。ここまで来たら、覚悟を決めてください」

　リゼラは引き戸を開けようとしている俺を足あし下もとに連れ戻すが、もちろん俺は再び向かって、扉をガリガリする。何度かくり返すうちに、どうせ俺では開けられないと踏んだのだろう、こちらを無視したまま、マレッタと一緒にジャージを脱ぎ始めた。

「それにしても今日のケータさん、本当に変でしたよね。なにかあったんでしょうか」

「うん。前から変だったけど、今日は度が過ぎてるね。３Ｐだなんて」

「ぶきぶきぶきぃ！（だからそれは俺じゃねーっての！）」

　通じるわけもないんだけど、そう叫びながら勢いよく振り返った。

　ぶはっ！

　刺激的な光景を目まの当たりにして、よろめいた。

　どちらも下着だけの姿になっていた。リゼラはシンプルな白いパンツとスポーツブラで、マレッタはフリルのついた青いセットアップ。

「ん？　このブタ、また急におとなしくなったよ。なんだよー、ボクたちの下着を見て生意気に興奮してるってわけぇ？　このこのぉ」

　近づいてきたマレッタが、俺の顔面を素足でぐりぐりと踏みつけてきた。

　屈辱すぎる……いやそれよりも、そんなことしたら、足の付け根から目が離せない！

「もう、マレッタさん！」

「軽くだよ、軽く」

　リゼラに向かって小さく舌を出したマレッタは、俺から素足をどけて自分の背中に手を回した。青いブラジャーがふわりと緩ゆるむ。
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　いかん！　これ以上見てはいかん！

　視線を下げる。すると今度は、マレッタが足首から青いショーツを抜き取る様子が目に入ってしまった。

　おいおい、ということは、今俺のすぐ傍そばにいるマレッタは、全裸……。

　見てはない。見てはないんだけど、心臓がどくどくと脈打った。それは踏切の遮断機が降りるときの警けい鐘しようと同じ意味合いをもつ。だから一歩も動くことができなくなった。

「マレッタさんって、えっちい体してますよね」

「そ、そうかな。自分では太ってると思うけど」

「それは太ってるんじゃなくて、胸が大きいだけですよ。いいなぁ……」

「リゼラちゃんだって、服の上からはわかりにくいけど、なくはないじゃん」

「いえ、マレッタさんの火力を50とすれば、私は５です」

「なんで火力をたとえに出すの？」

　……どうやらリゼラも、すでに素っ裸になっているらしい。

　いよいよ本気でやばい状況になってきた。この脱衣所から廊ろう下かに通じる引き戸は開けることができない。そうなると、浴場か。天然温泉って話だし、もし露ろ天てん風ぶ呂ろだったら逃げられるかもしれないぞ。

　そう思った俺は、浴場へ通じる引き戸に飛びついた。ガリガリガリ。

　やっぱり結果は同じだった。蹄ひづめになった手では、開けることができない。

　後ろからリゼラに抱きかかえられた。すさまじく柔らかい感触。

　お、お前、今、自分が素っ裸だってわかってんのか!?　遮さえぎるものがなにもない胸のぬくもりが直接……！

「もう、ひとりで先にいこうとするなんて、ずるいですよ。いくときは一緒だって言ったじゃないですか」

「そうだよ。慌あわてなくても、ちゃんと入れてあげるから、キミはじっとしてるだけでいいの。勝手に動いちゃだめだからね」

　リゼラとマレッタの言葉が、なんか別の意味に聞こえる。この状況が俺をおかしくしてしまったらしい。

　結局俺は、素っ裸の同級生たちに連行される形で、浴場に入ってしまった。




　従業員用の浴場は、宿泊客用の大浴場より小規模だった。でも岩で囲まれた天然温泉という点は変わらない。露ろ天てんだけど高い柵さくがあるので、そこからは逃げられないような気がする。

　気がする、という曖あい昧まいな言葉を使ったのは、よく観察していないからだ。いや、観察できないと言ったほうが正しいか。

「よしよしブタさんっ、ごしごしたくさんっ、ぶきぶきブギー♪」

　俺は今、洗い場で謎なぞの歌を歌うリゼラによって、泡だらけにされている。微動だにできない。振り返ると素っ裸のリゼラ、横には同じく、素っ裸で体を洗っているマレッタがいるからだ。そんな状況なら、俯うつむくしかないだろ？

「ご機き嫌げんだねリゼラちゃん」

「はい、動物は好きなんですよ。寮母さんに預けてきたアニくんは元気ですかねぇ」

　アニくんっていうのは、部室で飼っている亀かめだ。そういえば、あの亀を見つけてきたのもリゼラだったな。

「元気といえば、ケータくんどうなったんだろ。ナルミエちゃんにボコボコにされた挙げ句、街中を追い回されてたけど、無事かな？」

「無事じゃなかったとしても、３Ｐ発言は最低ですよ。ねえブタさん？」

「ぶきぶき（まったくだ）」

「もしかしてだけどさ、今日のケータくんは、別人が化けた姿だったんじゃないかな」

　おお？

　ついにマレッタが、核心を突いた。スポンジで俺をこするリゼラの手が止まる。

「誰かが『変化の手鏡』でも使って、ケータさんに化けているって言いたいんですか？」

「たとえばの話だよ。あの鏡は博物館で管理されていたから、それはないと思うけど」

　それがあるんだって。しかも犯人は、あのネタキャラのドントーロなんだ。

「ですよね。だいたい『変化の手鏡』で化けても、その変身はすぐ解けちゃいますし」

　……なんだと？

「そうそう。ゲームではミツルが魔ま族ぞくに化けて、敵の城にこっそり潜もぐり込むんだよね。でも、十字の傷がある魔族の顔を見て、失敗するんだ」

「十字架を見たらだめっていうのはわかってましたけど、まさかそれを連想するものを見るだけでも変身が解けるなんて、ミツルは思ってなかったんですよ。あそこのバトル、結構キツいんですよねー」

　十字架か、あるいはそれを連想するものを見ると変身が解ける……だって？　そんな簡単な方法で元の姿に戻れるのか……？

　俺の全身に泡を塗りつけたリゼラが、自分の膝ひざの上に乗せる。

「さあ、洗い流しましょうねー」

　蛇じや口ぐちをひねって、足あし下もとの洗面器にお湯を貯ため始めた。

　あ、この蛇口の形、十字型だ。

　そう認識したときだった。

　ぼわん！

　白い煙が立ち上った。温泉から出た煙ではない。俺の体から出たものだ。そして体全体が、むくむくと大きくなっていく感覚。

　え、ちょっと待って。この状況で変身が解けるんですか？

　それ絶対だめじゃねーか！

「うおおおおおおおおおおおお！」

　悲鳴に近い絶叫。口から出た鳴き声ではない人語が、変身の解除を物語っていた。

「なななななななっ!?」

「えええええええっ!?」

　タオルでわずかに身を隠かくしたまま、驚おどろいて飛び退のくリゼラとマレッタ。

　そして煙が晴れる。俺は生まれたままの姿を、二人の女子に大公開していた。

「なななな、なんで、なんで!?　なんでぇッ!?」

　マレッタとリゼラは、尻しり餅もちをついたまま身を寄せ合って怯おびえている。湯船に逃げ込めばいいのに、それもしない。きっと衝しよう撃げきのあまり、その発想さえないんだろう。

「ち、違うんだ！　これには事情があってだな……！」

　とりあえず俺は弁解のために近づいたのだが、

「こここ、こっち来んなぁ！」

「や、や、やっぱり、わ、私たちに、さん、さん、３Ｐを迫る気ですかっ!?」

「だから違うって言ってんだろ！」

「じゃあなんで前隠さないんだよっ！」

「は、早くその、凶悪なマップ兵器を隠してくださいっ！」

　リゼラたちと違って隠すものがなにもなかった俺は、最善の姿勢を取ることにした。それは土下座だ。前を隠しつつ、額ひたいを床にこすりつける。

「本当に悪い！　俺は別に見るつもりも、見せるつもりもなかったんだ！」

「噓うそつけぇ！　だったら、なんでここに全裸でいるんだよっ！」

　マレッタは近くにあった洗面器を手当たり次第に投げつけてきた。

「これは全部、ドントーロの仕し業わざなんだって！　頼むから信じてくれ！」

「ど、ドントーロ？　一体なんの話だよ、この変態変態！　ド変態！」

　洗面器は土下座中の俺に向かって、次々と飛んでくる。

　おのれ……なんで被害者の俺がこんな目にあうんだ。

　ドントーロに対する怒りが、ふつふつと込み上げてきた。それには鎮ちん静せい作用があり、さっきまで慌あわてていたのが噓うそのように、ひどく冷静になってきた。

　……いいだろう。このストレスは全部、ドントーロにぶつけてやる。今の俺は静かに、とても静かに怒っている。土下座の姿勢だけど。

「もう一度謝る。ブタになっていたとはいえ、二人の裸を見て悪かった。俺をブタにしたのはドントーロで、あいつが俺の姿になって、お前らに迷惑をかけていたんだ」

　リゼラが震ふるえる声で小さくつぶやいた。

「ちょ、ちょっと待ってください。い、一応確認しておきますね。あ、あの、もちろんさっきのブタさんは……」

「俺だ」

「わ、私が、は、裸で抱きしめていたブタさんも……？」

「俺だ」

「わ、わた、わた、私が、ちゅ、ちゅーしたブタさんも……？」

「俺だ」

　ばたり、という音。リゼラは衝しよう撃げきのあまり、気を失ったらしい。

「だ、大丈夫リゼラちゃん!?」

「……悪いけど、マレッタのジャージを借りるからな。俺は今から奴やつを探し出して、徹てつ底てい的なお仕置きを開始する」

「ええ？　ちょちょ、ちょっと待って！　い、いや、待たなくていいんだけど、待って！」

　混乱するマレッタをよそに立ち上がると、ゆっくりした足取りで浴場を出た。

　脱衣所で彼女のジャージに袖そでを通す。首をコキコキと鳴らした。

　さて、反はん撃げきを開始しようか。




　脱衣所を出た廊ろう下かで、ジャージ姿の男子生徒と遭そう遇ぐうした。

「あれケータ？　お前さっき向こうにいたよな？」

　さっそく情報提供者と出会えた。いい流れだ。

「その俺はどこにいた？　詳しく教えてくれ」

　すると男子生徒は「ははっ」と笑った。

「なに言ってんだよ。女子部屋で下着泥棒をしていたんだろ。お前やるなぁ」

　……へえ。




　　　　　　　　　　　　◇




　どうやら俺には、女の子と仲良くなる才能がないらしい。生きつ粋すいのシャイボーイだからな。

　旅館の裏庭のベンチにいたドントーロは、そんなことを思った。顔中に貼はってある絆ばん創そう膏こうはもちろんナルミエにやられた痕こん跡せきだ。

　まあ、女の子と仲良くなれないなら、それも仕方ない。ミツルの息子の姿のまま、どんどん悪事を働いて復ふく讐しゆうしてやるまでだ。この姿なら、悪いことだってし放題。同時にケータの評判を落とすこともできる。それにしてもこのブラジャー、エロすぎるだろ。近ちか頃ごろの学生は本当になってねーな。はあはあ……。

　盗んだブラジャーを眺めながら、ジュースをひと口飲む。そのジュースもさっき、旅館のロビーに置いてあった誰かの飲みかけを盗んだものだ。

　盗んだ下着を眺めながら、盗んだジュースを飲む。これでこそ魔ま族ぞくだ。やっぱ俺って最凶の魔ま族ぞくだぜ。どうせ今の俺には、失うものなんて何もねーんだ。とことん悪に染まってやる。

「ケータ」

　ふと背後から声をかけられた。慌あわててブラジャーをポケットに突っ込む。

「お、お前は……」

　夜よ闇やみに浮かぶその相手は、ナルミエだった。

「勝手にあたしの飲み物を持っていったでしょ。なかなか悪いことするじゃない。魔王指数は＋１ってところね」

　このジュースは、こいつの飲みさしだったのか……。

　さきほどボコボコにされた挙げ句、陽ひが暮れるまで街を追い回された記憶が蘇よみがえる。

「あがが……」

　情けない悲鳴が漏れそうになるのを必死にこらえた。

　落ち着け俺。俺は最凶の魔族だろ。こんなことで恐れてたまるか。

「く、くくく、盗みを働くことの何が悪い？　俺は英雄の息子だけど、ご、極ごく悪あく人にんだぜ？」

「わかってるわよ。でもまだまだ邪じや悪あくさが足りないわ」

「そ、そうだよな。俺もそう思ってたところだ。よし、もう一本盗んできて……え？」

　ナルミエは、傍そばにあったジュースの自動販売機を、ごとりと持ち上げた。

「どうせ盗むなら、これごと持っていきなさい」

　……噓うそでしょ。だってあれ、何キロあるの？

　どうかしたの？　と首を傾かしげるナルミエ。ドントーロは引きつった笑みを浮かべた。

　とっくにわかっていたことだが、こいつはかなりの悪だ。俺をボコボコにしといて、平然と話しかけてくるところも危険な香りがする……くそっ、負けていられるか。俺は最凶の魔族としての心を取り戻したんだろ。

「は、ははは。も、もちろんそのつもりだったぜ。さて、次はどんな悪いことをしてやろうかな。どこぞの飲み屋にでも行って、大暴れしてやろうかなー」

　言いながら、ちらりとナルミエを見る。どうだ、この発言にはさすがにビビっただろ？

　それでもナルミエは、にっこりとしていた。

「それ、前にキドニーの家でやったわよね。またやるの？」

「な、なんだと？」

「あのときは大変だったわよね。あたしのママとキドニーのママが大だい乱らん闘とうしちゃってさ。店も半壊したもんね。うふふ……」

　マジで？

「ほ、ほかにはどんな悪いことをしたっけ？」

「なによ忘れたの？　立ち入り禁止区域に入って盗みを働いたり、かよわい女の子を盾たてにして逃げたり、土下座を強要したり、際きわどい水着を無理やり着せて観衆からお金をとったり、船を大破させて沈めたり。それから……」

　は、犯罪者じゃねーか……。

　ナルミエは続ける。

「まあ、あんたはあたしと一緒に世界を征服する次期魔ま王おうだから、あんまり言いたくはないんだけどさ。女癖の悪さだけはなんとかしてよね。次に『３Ｐしようぜ』とか言ったら……そうね、心臓を引きずり出して食べてやるから。あははっ」

「……はは」

　乾いた笑いしか出てこない。

　ドントーロは思う。もしかして自分の悪あく行ぎようは些さ細さいなことなのでは、と。

　いや、こいつらが悪すぎるんだ。だって次期魔王を名乗る連中だぞ。きっとケータはこの女の部下だ。こいつが恐ろしいから、無理やり付き合っているだけなんだ。そして普通の学生を演じて周囲を油断させつつ、ゆっくりと世界を掌しよう握あくしていく……。

　や、やべーよ！　とんでもねー奴やつらに関かかわっちまった！

「あら？」ナルミエが眉まゆ根ねに皺しわを寄せた。「それなに？」

　指差したのは、ドントーロのズボンのポケット。そこからさっき隠かくしたブラジャーが、少しだけ顔を覗のぞかせていた。

　素早くポケットに押し込んでも、すでに後の祭りだ。ナルミエがじりじりと近づいてくる。

「……そういうのは、あたしの嫌いな邪じや悪あくジャンルだって何度も言ってるわよね。今度こそ、本気で殴られたいのかしら？」

　さっきのあれは本気じゃなかったのかよ……。

　死。

　その一文字がドントーロの脳裏をよぎった。

「こ、ここ、これは、その、ち、ちち、違うんだ！」

　その必死の訴えが届いたのか、やがてナルミエは「ふう」とため息をついた。

「そうよね。やっぱりケータが下げ衆すな下着泥棒なんて、するはずがないもの」

「だ、だろ？　は、はは、このブラジャーは、たまたま、ここに落ちてたもので……」

「なんかおかしいと思ってたのよ。あんた、ケータの別人でしょ」

　……え？

　ナルミエの目は確信に満ちていた。

　ちょうどそのとき、また別の誰かが駆けつけてきた。

「ケータくん！　あなた、女子部屋から下着を盗んだって本当ですか!?　どうしてそんなことを……！」

　元もと魔ま道どう司し祭さいのエレナーデだった。ナルミエが振り返る。

「違うのよママ。この人はケータじゃないわ」

　ま、まま？　もしかしてナルミエって、魔ま道どう司し祭さい様の子供？

　驚おどろきの次にやってくるのは落胆。ドントーロはがっくりとうなだれた。

　結婚してたのかよ魔道司祭様。まあ、あれから十六年経たってるもんな。それに美人だし。

　エレナーデはナルミエとなにか話し込んでいる。そしてドントーロに向き直った。

「そういうことですか。この人が『変化の手鏡』を使って、ケータくんに化けていると。では確かめてみましょう」

　ドントーロは背骨に氷ひよう柱ちゆうを突き刺された気分になった。

　やばい。きっとナルミエを次期魔王に推おしているのは、母親の魔道司祭様だ。俺がその部下のケータになりすましていると知られたら、間違いなく殺される。

　額ひたいから大量の冷や汗が流れ落ちてきた。ドントーロは思い出す。かつての魔道司祭エレナーデの残ざん虐ぎやく非ひ道どうぶりを。逆らった者は、人間、魔族に関係なく、裸で逆さかさ吊づりにされた。そして電流が流れるムチを何度も浴びせ、唾つばを吐きかけ、熱湯風ぶ呂ろに沈められた。馬車で何キロも引きずり回された魔族もいた。銀行の口座をエレナーデ名義に変えられた奴やつもいる。

　その恐怖に怯おびえるドントーロは、必死で訴えた。

「い、いやいや、俺はどう見てもケータだろ？　頼むから信じてくれよ！」

　エレナーデは胸元から十字架を取り出して、それをドントーロに突きつけた。

　咄とつ嗟さに顔を背ける。それは嫌いやな沈黙を呼んだ。

「……ねえママ。このケータ、絶対ニセモノよね？」

「……そのようですね」

「だだ、だ、だから俺はケータだって！　そ、そうだ、そろそろ風ふ呂ろに入ろっかな！」

　駆け出したドントーロを、ナルミエとエレナーデが二人がかりで地面に押し倒して、強引に十字架を見せつけた。

「やめろおおおおおッ！」

　ぼわん、と白い煙が巻き起こる。さっき部屋で着替えたケータのジャージが弾け飛び、そこから深い体毛に覆おおわれたドントーロ本来の姿が浮き出てきた。

　終わった。俺の人生はここで詰んだ。

「あ、あんたは、昼間の警備員!?」

　その顔を見たナルミエが叫んだ。

　一方エレナーデは、きょとんと首を傾かしげている。

　……ふっ、やっぱり魔道司祭様は俺のことを覚えてないんだな。別にいいさ。さあ、どこぞの見知らぬバカな魔族を、ひと思いに殺してくれ。

　ドントーロが覚悟を決めたときだった。

「あなた、ドントーロさんじゃないですか！」

　エレナーデは唐とう突とつに思い出した。昼間にも顔を見せたはずなのに、どうしてこのタイミングで思い出したのか。やられ役が定着しているドントーロには、その理由がすぐにわかった。

　エレナーデに押さえつけられて、地に伏しているから。

　そうそう、魔ま道どう司し祭さい様はこの状態の俺をよく足あし蹴げにしてたっけ。ようするにあれか。俺の顔は覚えてなくても、このポーズは覚えていたってわけか。

「……ははっ」

　ドントーロは笑った。意外にも、それは悲しい笑いではなかった。

　そこでやっと気づく。自分はエレナーデに忘れられていたと思ったからこそ、寂しくなってこんな真ま似ねをしたのだと。でもどんな形であれ、エレナーデは自分のことを覚えていた。忘れられたわけではなかった。それが嬉うれしい。同時に自分の浅はかな行動を悔いる。

　ドントーロは地面に額ひたいをこすりつけて、心の底から謝罪した。

「お久しぶりでございます、魔道司祭様。見てのとおり、俺はご息そく女じよの部下であるケータに化けて、悪事を働きました。なんなりと罰をお与えください」

　そして待った。かつての上司から十六年ぶりに足蹴にされることを。しかし、

「罰など与えませんよ。さあ、お立ちなさい」

　意外にもエレナーデは、ドントーロの体を優しく抱き起こした。

「ど、どうしてですか、魔道司祭様？」

「正義の道を踏み外すことは誰にでもあることです。悪あく行ぎようを悔いて真しん摯しに反省するなら、ミツル様もきっと許してくれるでしょう」

　エレナーデは子供をあやすように、静かな声で言った。

　こ、これがあの、邪じや悪あくの化身だった魔道司祭様の言葉か？

「魔道司祭様、一体あなたは、なぜそうも変わられたのですか……？」

「大いなるミツル様のご慈じ悲ひに触れたからです」

「み、ミツルの慈悲？　で、ですが俺はミツルのせいで、今まで不当な扱いを……」

「黙だまりなさい！」一いつ喝かつされた。「ミツル様はあなたを正義に目覚めさせるために、心を痛めながら何度も折せつ檻かんしてくださったのですよ！　その愛の折檻を一番受けたはずのあなたが、どうしてわからないのです!?」

　……そうなのか？　あいつは何度も俺をぶちのめし、その都つ度ど、服やアイテムを奪うばっていった男だぞ。それも全部俺を正義に導くため？　本当か？

　いや、疑うのはよそう。魔道司祭様が言うのだから間違いない。あれは愛の折檻だったのだ。

「……ケータも許してくれるでしょうか？」

「もちろんです。私の生徒はみんな、ミツル様の教えを正しく理解しているのですから」

　エレナーデは慈愛に満ちた笑みを浮かべた。

　そうだよな。魔道司祭様の言うとおり、悪行を悔いて真しん摯しに反省した今なら、きっと許してもらえる。なにしろケータは、あの英雄ミツルの息子なのだから。あいつが許してくれたら、また真ま面じ目めに働こう。

　するとそこへ、ジャージ姿のケータがやってきた。

　ドントーロは片手をあげて、会え釈しやくする。

「ちょうどよかった。これからお前を探しに行こうとしていたところなんだ」

「奇遇だな。俺も探していたんだよ」

　ケータも同じように片手をあげて、にっこりと微笑ほほえみかけてきた。優しい笑顔だった。

　なぜかもう片方の手で、折りたたみ式の長テーブルを引きずっていたのは気になるが。

「ケータ、今回のことは本当にすまなかっ……ん？」

　頭を下げようとしたとき、ケータがその長テーブルを両手で担かつぎ上げた。そして。

　ぐしゃあ！

　ドントーロに叩たたきつけた。

「ぐはあッ!?　お、おい、待て。俺は今から謝ろうと……」

「ああん？　聞こえんなぁッ!?」

　ケータは何度も長テーブルをドントーロに叩きつける。

「さっすが、ケータ！　わっるぅ！」

　ナルミエは諸もろ手てを挙げて喜んでいる。

　さらにそこへ、リゼラとマレッタもやってきた。

「ほ、本当にドントーロがいます！　ほ、本物ですよ！」

「あんたがケータくんをブタにしたんだね！　おかげで、ボクたちの裸を見られたんだぞ！」

　マレッタがドントーロを何度も足あし蹴げにし、リゼラもぽかぽかと殴りかかった。

「あなたのせいで、私はケータさんに、ちゅ、ちゅーしちゃったじゃないですかぁ！」

「なななっ、なんですって!?　ど、どういうことなの!?」

　事情を聞いたナルミエも、その輪に加わった。「き・さ・まあああああああああッ！」

　四人がかりでボコボコにされるドントーロは思った。

　あの、魔ま道どう司し祭さい様。ミツルの教えは、彼らに伝わってないようですが？

　それもそうか、この連中は密ひそかに世界征服を企たくらむ極ごく悪あく人にんだからな。先生、ぜひとも更正してやってください。

「やめなさいあなたたち！」

　薄うすれ行く意識の向こうで聞こえるエレナーデの温かな言葉だけが、幸せだった。




　その後、自ら『変化の手鏡』を盗んだことを報告して警備員を辞職したドントーロは、新たな夢に向かって歩き出した。

　目指すは教師。自分も極悪人たちに英雄ミツルの教えを説き、更正させたいと思ったのだ。

「あ、やられ役のドントーロが勉強してる！」

「がんばれドントーロ！　応援してるよ！」

　図書館で子供たちに指を差されながら、すべての悪事を悔いた魔ま族ぞくは今日も励む。










[image: 第五話　やはり親父はロクでもない]




　じー……。

　その相手は鼻息がかかるほどの至近距離で、俺の顔を凝ぎよう視ししていた。

　まだ数秒しか経たっていないような気もするし、五分はこうしているような気もする。どっちにしても、この距離で顔をじっと見つめられるのは気恥ずかしい。

　さすがに顔を背けようとしたとき、相手はやっと離れてくれた。

「……なるほど。確かにミツルの息子のようですわ。かつての面おも影かげがあります」

　そう言うあんたのほうは、かつての面影なんて微み塵じんもないけどな。

　俺の顔を穴があくほど見つめていたのは、フォリノミア城の姫君、アナスタシアだった。

　十六年前、親父おやじと一緒に冒険し、邪じや神しんを打ち倒した栄光の七人エプタ・アイロエスのひとり。ゲーム『アストラフトの英雄』でも、メインヒロインという位置づけにふさわしく、清せい楚そで可か憐れんな少女として描かれていた。それがゲームの舞台から十六年経った現在はどうだ。

　あんなに華きや奢しやだったのが噓うそのような、圧倒的肥満体。首も下あごの肉に埋もれてしまっている。そんなアナスタシア姫を抱きしめられる男は、きっとこの世に存在しない。それは彼女が一国の姫君だからではなく、どんなに腕が長い男でも背まで手が届かないからだ。

　アナスタシアは重く緩かん慢まんな動作で、どん、どん、と足音を鳴らして一同が座る円まるテーブルを回り込むと、俺の向かいに腰を下ろした。あまりの重量に椅い子すがみしみしと悲鳴をあげる。

「き、きらびやかなドレスを着た、巨大なジャガイモだわ……」

　俺の右隣に座っているナルミエが、えげつない暴言をぼそりと吐いた。

「……まあゲームの時代から十六年も経ってるからね。それにしても太り過ぎだと思うけど」

　その隣のマレッタが小声で返す。

「………………」

　左隣のリゼラは何も言わなかった。引きつった笑みが落胆ぶりを物語っている。

「どうだアナスタシア。懐なつかしいであろう？」

　アナスタシアの隣に位置するローリエ学園長が、紅茶を口にしながら言った。

　今日は臨海学習の最終日。

　お土産みやげを買うための最後の自由時間に、学園長が「せっかくフォリノミア城下町に来ているわけだし、アナスタシアに挨あい拶さつしていかんか？」と提案してきた。

　俺はどっちでもよかったけど、リゼラが「本物のアナスタシア姫に会えるんですかっ!?」と大喜びして学園長に頼み込み、こうしてゲーム研究部の四人でフォリノミア城にお邪じや魔ましたというわけだ。私室に案内されるあたり、学園長はアナスタシアとかなり懇こん意いの仲らしい。

「確かに懐なつかしいですわ……同時に腹も立ってきますけど。ケータ、でしたわね。あなたはミツルのように、女を食い物にする男になってはなりませんよ。ミツルはわたくしの純潔をもてあそんだ女衒ぜげんのような輩やからですもの」

「まあそう言うな。アナスタシアもミツル殿からいろいろ尽くしてもらっただろう」

　学園長が優しく微笑ほほえみながら言うと、アナスタシアは大げさに鼻を鳴らした。

「あの男はデート中に、わたくしと別の女の名前をよく間違えていましたがね。一体、何人の女に手を出していたのかわかりませんわ。あー、おぞましい」

　そこで部屋のドアがノックされ、使用人の老紳士がサービスワゴンを押してやってきた。

　老紳士は俺たちが座る円まるテーブルにケーキを載せていく。アナスタシアの前に置かれたケーキだけ、切り分ける前のホールサイズだった。

　アナスタシアはそれにフォークをぶっ刺すと、なんとひと口で丸飲みにした。汚らしく咀そ嚼しやくしながら、「あなたたちも遠えん慮りよせずにお食べなさい」と言ってくる。

　そりゃ太るはずだ。これが一国の姫君だなんて。きっと親父おやじに捨てられたストレスで、食生活も変わったんだろうな。

　老紳士が胸ポケットから手帳を取り出して、読み上げる。

「姫様。ご歓かん談だん中のところ大変申し訳ないのですが、午後のスケジュールをお伝えさせていただきます。まず三時からフォリノミア競技場にて、アステラボール・アナスタシア杯の優勝決定戦とその表彰式。そして六時から大手念化製品メーカーのご視察と会食が……」

「今日は旧友が来ているので、全部キャンセルと言ったはずですよ。それはそうと、表彰式のように大衆が集まる場には行かないと、何度言えばわかるのです」

　アナスタシアは口元を拭ぬぐったナプキンを、ぐしゃぐしゃに丸めてテーブルに置いた。汚い。

　老紳士は若い使用人から書類の束を受け取ると、

「ではせめて、こちらの書類に判子を」

「そんなものあなたが押せばいいでしょう。わたくしは歓談中です。早く去りなさい」

「わ、わかりました。それでは、このお見合い写真のほうも返してきます」

「…………よこしなさい」

　丸太のような手を差し出す。それは見るんだ。

　使用人が退室したあと、アナスタシアは渡されたお見合い写真の束にじっくりと目を通し始めた。そして大きなため息。

「まったく、ロクな男がおりませんわ」

「どれどれ」学園長も横から覗のぞき込む。「さすがはフォリノミアの姫君。粒ぞろいではないか」

「ローリエも見る目がありませんわね。この男など、ただのデブではありませんか」

　あんたよく言えるよね。

　ぼんやりと二人の様子を眺めていると、アナスタシアが顔をあげた。

「あなたたちは退屈でしょう。わたくしはもう少しローリエと話していますから、城の見学でもしてくるといいですわ」

　俺たちゲーム研究部の四人は、その言葉に甘えることにした。




「この展開はゲームでもよくありますよね！　てっててー、てっててー♪　あ、これお城のテーマです」

　ご機嫌なリゼラが鼻歌混じりに言った。その後ろにナルミエとマレッタが続く。

「それにしても、アナスタシアがあんなにデブ……いえ、恰かつ幅ぷくがいいなんて知らなかったわ」

「ボクもびっくりしたよ。あの人はメディアの前にまったく姿を見せないからね」

　そりゃまあ、あの体型だしな。『アストラフトの英雄』のファンには、ショックが大きすぎるだろ。実際、リゼラはそのことにまったく触れないし。

「それで、それで、どこに行きましょうか!?　ＲＰＧの定番といえば、やっぱり王様の寝室ですかね!?　それとも兵舎のほうに行ってみます!?」

　そうだな。どこに行って時間をつぶそうか……。




　結論から言えば、俺たちはどこにも行けなかった。

　リゼラの提案した王様の寝室や兵舎のほうにも足を運んでみたのだが、警備兵から「あまりうろうろするな」と咎とがめられたからだ。

「おかしいですね。ＲＰＧなら、城のどこにでも行けるんですけど」とリゼラ。

　それはＲＰＧのほうがおかしいんだ。いくら姫君から見学してこいと言われても、俺たちのような部外者が、自由に城の中をうろついていいわけがない。どこに機密情報があるかわからないし、王様の寝室なんて場所に入ったら即逮たい捕ほだ。

　だから結局、城の庭園に来るしかなかった。

「ねえ、あそこの建物はなにかしら？」

　ナルミエが指差したのは、庭園の片隅にあるレンガ造りの小さな建物だった。

「あれは倉庫ですよ。中には古い本や薬草入りの壺つぼ、そして武器の入った宝箱があります」

　リゼラが言った。

「なんであんたがそんなこと知ってるのよ。入ったことあるの？」

「はい。ゲームで」

　だよな。

　ゲームの親父おやじはやはりそこに入って、勝手に宝箱を開けまくって中のものを盗んだらしい。

「ねえねえ、近くには誰もいないし、ボクらも入ってみようよ！」

　目を輝かがやかせるマレッタが駆け出したので、俺たちも後に続いた。

　倉庫の扉には大きな錠じようが垂れ下がっていた。これでは中に入ることができない。

「でもケータくんには関係ないもんね？」

　にっこりと笑うマレッタの表情は、「早く開けろ」と物語っている。

「見るだけだからな。親父おやじじゃあるまいし、中のものを勝手に盗んだらだめだぞ」

「とか言いながら、盗むつもりなんでしょ。もう、ケータってば悪いんだからぁ」

　ナルミエが俺の頰ほおを指でぷにぷにと突いてくる。

　盗みはしないけど、中にどんなものがあるかは興味あるしな。

　右手を真横に伸ばして、空間歪曲魔法ドライブシアターを発動する。空間の穴から引っ張り出してきたのは、あらゆる錠をこじ開ける鍵かぎの神しん具ぐ『エルピダ・キー』だ。

　その先端を錠に当てると、かちゃりと音がしてあっさり外れた。

「か、勝手に入っていいんでしょうか……」

「あんた、ゲームではそうしたんでしょ。今さらなに言ってんのよ」

　リゼラにそう言ったナルミエが、先頭になって倉庫の扉を開けた。

　倉庫の中は教室ほどの広さだった。やたらとホコリっぽく、もう何年も開けられていないとわかる。壊こわれた本棚に無理やり詰め込まれた大量の本、無造作に積み上げられた樽たる、適当に棚に突っ込まれた大きな布。そしてあたりに散らばる槍や剣……。

　倉庫というより、不要なものを押し込んだ物置という印象だった。

「きったな……」

　ナルミエがしかめっ面でつぶやいた。

　倉庫内で一番目を引くのは、立派な装飾が施ほどこされた巨大な鏡だ。横倒しになっており、鏡面には稲妻のような亀き裂れつが入っている。

「あ、あれは……『時じ空くう遡そ行こう鏡きよう』ですよ！」とリゼラ。

「なんだそれ？」

「時間をさかのぼることができる魔法の鏡です。『アストラフトの英雄』でも、ミツルはこれを使って、邪じや神しんが誕生した神話の時代にタイムスリップするんですよ」

「でもゲームでは、フォリノミア城の地下にある祭さい壇だんの間にあったよね？」とマレッタ。

「はい。そこでミツルは宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師したちの力を借りて時間移動をするんですけど……どうしてここにあるんでしょうか」

「いらなくなったから倉庫にぶち込んだんでしょ。ここホコリっぽいし、もう出ない？」

　ナルミエの言葉に、リゼラとマレッタが頷うなずいた。

　あんな鏡でタイムスリップなんて、本当かよ。

　倉庫から出ようとする三人を尻しり目めに、俺は横倒しになっているその『時空遡行鏡』とやらを覗のぞき込んでみた。

　すると突然、鏡面がぼんやりと光を放ち始めた。それに同調して、俺の体も発光する。

　あれ？　なんだか視界が真っ白になっていくぞ。

「お、おい、みんな……！」

　振り向いたリゼラたちの顔もよく見えない。ナルミエとマレッタは口をぱくぱくさせてなにか言っているが、それも聞こえない。

　リゼラはこちらに駆け寄ってきて、俺の手を握にぎった。

　その光景を最後に、視界は完全に白一色に染まった。




　　　　　　　　　　　　◇




　俺は料理研究部の部室で、片かた想おもい中の愛あい沢ざわ留る美みさんと一緒に卵焼きを作っていた。

「違うよ愛沢さん。そんな混ぜ方をしたら、卵のコシが切れてふわふわ感が出なくなるんだ。それから卵をフライパンに流し込むときにもコツがあってね。ちょっとごめん」

　俺は愛沢さんを後ろから抱きしめるようにして、彼女の手に自分の手を添えた。

「さすが啓けい太たくんは詳しいね。でも私は、もっとふわふわにできる方法を知ってるよ」

「へえ、どんな方法？」

　言いながらフライパンを振って、卵焼きを巻いていく。

「それはね、愛を込めることなの」

「……え？」

「ねえ啓太くん。私にもっと料理を教えて。そしたら毎日、ふわっふわの愛を込めた卵焼きを作ってあげる。食べてくれる……よね？」

「あ、あの、それってどういうこと……？」

「告白のつもりなんだけど」

　頰ほおを赤く染めた愛沢さんは、完成した卵焼きを箸で切ると、それを俺に「あーん」してくれた。温かくてふわふわで、とても甘かった。

「あ、あ、愛沢さああああああああん！」

　たまらなくなった俺は、彼女に飛びついて思いっきり抱きしめた。

「食べる食べる！　ふわっふわで甘い愛沢さんごと、食べ尽くしてやる！　はあはあ……！」




　　　　　　　　　　　　◇




「あ、あの、けけ、ケータさん？　そそ、その、こここ、これは一体……？」

　愛沢さんを抱きしめていたはずだが、声が違う。視界に映っているのも料理研究部の部室ではない。石畳の街道だった。

　ばっと身を離す。俺が抱きしめていた相手は愛沢さんではなかった。

「り、リゼラ？」

　リゼラは頰ほおを赤らめたまま、こくりと頷うなずいた。

「ケータさんは気を失っていたんですけど、いくら揺さぶったり呼んだりしても起きてくれなくて……そしたらあの、その、い、いきなり私に抱きついてきて……」

　どうやら今のは夢だったらしい。

　そりゃそうだよな。愛沢さんと俺が両思いだなんて、そんな都合のいい話があるかっての。

「はあ……」

　わかってはいたけど、深いため息が漏れた。

「あの、ケータさん」リゼラがおずおずと言った。「アイザワさんって誰ですか？」

「俺そんなこと言ってたのか？」

「はい。あと、ふわっふわがどうとか……」

「忘れてくれ」

「もしかしてケータさん、光の国プログレシブに彼女とかいない……ですよね？」

「いるわけないだろ……」

　いたら今みたいな夢を見て、惨みじめな思いはしてないっての。

　リゼラはにっこりと笑って立ち上がると、まだ尻しり餅もちをついている俺を引き起こしてくれた。

　それはそうと、ここはどこだ？　確か俺たちは……。

　だんだん思い出してきた。そうだ、俺はフォリノミア城の庭にある倉庫で、『時じ空くう遡そ行こう鏡きよう』とやらを覗のぞき込んだ途と端たん、意識が飛んだんだ。

「どうやら私たちは、あの『時空遡行鏡』で過去の時代に飛んでしまったみたいですね」

　リゼラがあたりを見渡しながら言った。

「過去の時代？　なんでわかるんだ」

「だってここ、フォリノミア城下町なんですけど、雰ふん囲い気きが『アストラフトの英雄』とまったく同じなんですもん」

　俺もリゼラに倣ならって、周囲に視線を投げてみた。

　遠くにフォリノミアの城が見えるので、確かにここはフォリノミア城下町で間違いない。城の倉庫にいたはずなのに、なんでこんなところにいるんだ？

　それも気になるが、もっと気になるのは町並みだ。昨日この街を歩いたときは、コスメショップやゲームショップといった現代風の店を多く見かけたのに、それが見当たらない。代わりに、武器屋や防具屋といった、例のゲームでもよく見る店がいくつも軒のきを連ねている。

　街行く人々の格好もゲーム的だった。鎧よろいを着て歩く人なんてもう絶滅したはずなのに、それが何人も俺たちの前を通り過ぎていく。

「け、ケータさん見てください！　廃すたれたはずの『ビキニアーマー』を着て歩いている女の人がいますよ！　やっぱりアストラフトはこうでないと！　おのれ萌もえやがるぅ！」

「……本当にここは過去の時代なのか？」

「間違いありません！　『アストラフトの英雄』の町並みを絵で再現できるほどやり込んだ私が断言します！　ここはゲームの時代に近い過去世界です！　私が一番好きな時代ですぅ！」

「なんでそんなことに……」

「ケータさんが『時じ空くう遡そ行こう鏡きよう』を見たからですよ。本来、あれを作動させるには宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師しのサポートが必要なんですけど、ケータさんに流れる英雄ミツルの血が、なんらかの現象を引き起こしたんだと思います。もしかすると、最高神ミューゼ様がケータさんにこの時代を見せたかったのかもしれませんね」

　本当かよ……。

「ところで、ナルミエとマレッタはどこにいるんだ？」

　彼女たちの姿を探すが、近くにはリゼラしかいない。

「『時空遡行鏡』が放つ光に飲み込まれたのは、私とケータさんだけみたいです。あの二人はきっと、元の時代の倉庫にいるはずですよ」

「まあ、無事ならそれでいいんだけど……本当に俺たちが過去の時代に飛ばされたんだとしたら、どうやって帰ればいいんだ？」

「……あ」突然リゼラは恐ろしいものでも見たかのように、じりじりと後ずさった。「け、ケータさん……私、とんでもないことを思い出しました……」

「な、なんだ？　もしかして、やばいことか？」

「やばすぎることです……あわわ、もうだめかもしれません……」

　泣き声になるほど、やばいことって一体なんだ？　もしかして元の時代に帰るためには、今の俺たちが持っていない魔法アイテムが必要とか、そういう類いのことか？

　一度深呼吸。そして覚悟を決めて、リゼラに向き直った。

「教えてくれ。一体どうしたっていうんだ？」

「わ、わた、私、きき、昨日、ケータさんと、ちゅ、ちゅーしたんですよね……」

　……とんでもないことって、その話？

「なんで今それを思い出す!?」

「だだ、だって、あれから二人きりになったのは、は、初めてなんで……わ、私のふぁ、ファーストキスだったのに……あわわ」

「あのときの俺はブタだったんだから無効でいいんだよ！　そんなことより、元の時代に戻る方法をだな……」

「けけ、ケータさんは、は、初めての、ちゅ、ちゅーでしたか？」

「今その話をする必要あんのか!?」

「で、でで、でも、し、知りたいです……」

「初めてだったよ！　それよりも元の時代に戻る方法を……！」

「……うふ、初めて同士」

　リゼラはにんまりと不気味に笑った。

「いいから早く話を進めろ！」




　聞けばどうやら、『時じ空くう遡そ行こう鏡きよう』の効果は二十四時間で切れるらしい。つまり、とくになにもしなくても、二十四時間経たてば俺たちは自動的に元の時代に戻れるんだそうだ。

　根拠は『アストラフトの英雄』にある。作中で所有者のアナスタシアがそう言っているらしく、実際その鏡を使って神話の時代に飛んだ親父おやじも、二十四時間後には戻ってきたんだとか。

　ずいぶん簡単な話だけど、それなら信じられる。なにしろ『アストラフトの英雄』は、史実をリアルに再現したＲＰＧだからな。

「だったら、二十四時間後までどうしようか!?」

　声を張り上げて言ったのは、リゼラが離れたところにいるからだ。道具屋の立て看板に身を隠かくして、こちらをおずおずと見つめている。

「さっきから、なんでそんなところにいるんだ！」

「だ、だって、ケータさんに近づくと、ま、また、ちゅ、ちゅーされそうだし……」

「するか！　だいたい、したのはお前のほうからだろ！」

「はわわ……」

　リゼラは看板の陰に引っ込んだ。俺はため息をついて近づき、その腕を引っ張った。

「いつまで隠れてるんだ。さっさと出てこい」

「あううう、き、緊張するぅ……」

「だからあのキスは無効だって何度も……ん、どうした？」

　リゼラの目が急に丸くなった。俺の肩越しになにかを見つけたらしい。

　そして雄お叫たけびのような絶叫をあげる。

「あああああああああッ!?」

　今度は一体なんだよ。そう思って俺も振り返ったのだが、

「あああああああああッ!?」

　同じく絶叫した。それほどの衝しよう撃げきだった。

　通りの向こうからやってくる三人組がいる。正確には三人と一匹。

　それは紛れもなく、俺の親父こと英雄ミツルの一行だった。

　動きやすそうなライトアーマーに身を包んでいる英雄ミツル。露ろ出しゆつ度どの高い踊り子服を着ている羊飼いユミール。正体を悟られないようにトレジャーハンター風の格好をしているアナスタシア。そして、ミツルの傍そばを飛びまわる小さな女の子の妖よう精せいネライダ。

　やっぱりここは、本当に過去世界だったんだ。てか、アナスタシアほっそ！

「あががががが……けけ、ケータさん、こ、ここはまさに十六年前です！　『アストラフトの英雄』の時代そのものだったんですよぉ！　もうずっとこの時代にいたいですぅッ！」

　目にハートマークを浮かべたリゼラは、親父おやじたちのもとへ走った。

「お、おい待てって！」

　という制止はもちろん聞こえていない。

「あ、あの、わ、私、みなさんの大ファンなんです！　すごいすごい、本物ですぅ！」

　リゼラは親父たちの体をべたべたとさわりまくる。

「なんだキミは。サインが欲しいのか？　それとも俺とデートしたいの？」

　親父は嬉うれしそうに笑って言った。ゲームではイケメンに修正されているけど、さすがに実物はそうでもない。それでもリゼラは気にしていない様子だった。

「しますします！　デートしてください！　世界の果てまで引きずり回してください！」

　妖よう精せいネライダが頰ほおを膨ふくらませて、親父を咎とがめる。

「もぉ、ミツルさぁん。そんなことより、早くイマミーの塔に行かないとぉ」

「い、イマミーの塔……！　はわぁぁぁ……！」

　興奮のあまり、くらくらと倒れ込みそうになるリゼラ。俺が駆け寄って、その身を支えた。

「ど、どうも失礼しました！　い、行くぞリゼラ！」

「あれ？　なんだよ、俺とデートしないのか？」と親父。

「するわけねーだろ！　テメェはアホか！」

　久しぶりに親父に罵ば声せいを浴びせてやった俺は、リゼラを連れて素早く場を離れた。

　ひとまず近くの民家の陰に隠れる。

「英雄ミツルにデートに誘われました……もう死んでもいいですぅ」

　リゼラは恍こう惚こつとしており、目の焦点が定まっていない。

「バカかお前は！　俺たちはこの時代の人間じゃないんだぞ！　下へ手たに話しかけると、なんていうか、いろいろまずいんじゃないのか!?　たとえば、歴史が変わったり……」

　そこで彼女ははっと息を飲んだ。

「そ、そうですね……あんまり干渉すると、『アストラフトの英雄』そのものがなくなってしまう可能性もありますよね……」

「そうだろ。だからもう親父たちには近づくな。こっそり様子を見るんだ」

　俺とリゼラは、道具屋の陰から親父たちの様子を窺うかがった。

　三人と一匹は立ち止まって、なにか話し込んでいる。離れているのでよく聞き取れないが、イマミーの塔とやらに行くかどうかで揉もめているようだ。

「今の親父たちは、どんな状況なのかわかるか？」

「もちろんです。まだ冒険の序じよ盤ばん、これからイマミーの塔というダンジョンに行って、魔ま道どう司し祭さいエレナーデの力を弱体化させる『深しん紅くの秘ひ石せき』を取ってくるところのようです」

　すると、親父のこんな発言が聞こえてきた。

「魔ま道どう司し祭さいなんて、もう放っといてもいいんじゃね？」

「な、なにを言ってるんですかぁ、ミツルさぁん！」

　妖よう精せいネライダがそう言っても、親父おやじは聞く耳をもたない。

「だってよ、あの塔の一階から十階って無理ゲーじゃね？　めちゃくちゃ強いファンタズマが出てくるんだろ。だからパスってことで」

「では私は、ちょっとお洋服を見てきますわ」

「それじゃ私も、ムチの手入れをしてきまーす」

　アナスタシアとユミールはそう言って、勝手にそれぞれの方向へ歩き出した。親父と同じく二人にもやる気が感じられない。

「み、みなさんまでぇ!?　待ってくださぁい！」

　妖精ネライダが声を張り上げても、アナスタシアとユミールは立ち止まらなかった。

「ははは、別にいいじゃないか。おーい、お前ら！　あとで飲み屋に集合な！　いつもみたいに、どんちゃん騒さわぎするからよ！」

　いつも飲み屋でどんちゃん騒ぎしてるのか……？

　そんなことを考えている間に、親父も妖精ネライダと一緒にどこかへ向かった。

　隣のリゼラに話しかける。

「……パーティがバラバラになっちゃったぞ」

「これはあれですね。『アストラフトの英雄』でも再現されている自由イベントです」

　そういえば、そんなものがあったな。

　あのゲームでは、街に入るときに特定のボタンを押すと、パーティを散開させて自由行動を取ることができる。そこで街に散ったメンバーに話しかけると、デートに誘って好感度をあげることができるのだ。

　ということは、親父はこれから、アナスタシアかユミールのどちらかをデートに誘うつもりなのか？　イマミーの塔とやらにも行かずに？

「くっ、親父を追いかけるぞ！」

「ガッテンです！」

　リゼラの返事はやけに力強かった。




　妖精ネライダを連れた親父は、雑貨屋に入っていった。

　俺とリゼラは、その入り口からこっそりと中の様子を窺うかがう。

「ほほう、『真珠のネックレス』ねえ……」

「ええ。これを女性に贈れば、きっと喜ばれますよ」

　親父は高そうなネックレスを手に持って、店主と話し込んでいる。

「あれはゲームにも出てくる好感度アップアイテムですよ。一番あがるのは、アナスタシア姫ですね」とリゼラ。

「……ということは、親父おやじはアナスタシアをデートに誘うつもりなのか」

「でもあれ、20万フーリもするんですよ。こんな序じよ盤ばんでそれだけの大金は持ってないと思うんですけど……」

　親父は『真珠のネックレス』を天井にかざして、まじまじ見つめると、

「これ、よく見ると汚れてるよな。１万フーリにしてくれないか？」

「ええっ、ケースにしまっておいたので、そんなはずは……」

「おいおい、俺はこれから邪じや神しんの討伐に向かう英雄ミツルだぜ？　世界の救世主が汚れてるって言ってるんだ。だったら汚れてるんじゃねーの？」

　無茶な値切り交渉を始めやがった。一番汚れてるのはテメェの心だろうが……！

「た、確かに汚れてるような気がしてきましたけど、１万フーリはちょっと……」

「ふーん、じゃいいや。だったら媚び薬やくとかない？　好感度をあげるとか面倒なことをしなくても、手っ取り早く、脱ぎたくなるやつ」

　俺は情けなくて目め眩まいを覚えた。

「……だめだ。今にも親父をぶん殴ってしまいそうだ」

「ケータさん、介入すると歴史が変わってしまうかもしれないので、抑えてください」

「お前はあんな外げ道どうにデートに誘われて、喜んでいたんだぞ」

「わ、私は英雄ミツルを信じてますから。あ、ほらケータさん、やっぱりミツルは媚薬なんて卑ひ怯きようなものは買わずに出てきますよ」

　俺とリゼラは素早く隣の民家の陰に移動した。

　雑貨屋から親父が出てくる。そして中の店主に向かって、

「媚薬もないなんて、この店はどうなってんだ！　二度と来るかバカ野郎！」

　ムチャクチャだ。本当にあんな男が、この世界を救ったんだろうか。

　そこへ恰かつ幅ぷくのいい商人風の男がやってきて、親父に話しかけた。

「ミツルさん！　どうか力を貸してください！」

「おや？　あんたはドケチで有名な、大富豪のおっさんじゃないか。どうしたんだ？」

「わ、私の息子が街のゴロツキにさらわれてしまったんです。誰かに聞かれるとまずいので、どうぞこちらへ……」

　その中年男性は親父を連れて、路地裏に入っていった。

　リゼラにこのシーンはなんなのか尋ねてみた。

「今のはきっと、フォリノミアの大富豪、カネーモさんの子供が誘ゆう拐かいされるイベントですね。ミツルはそれを助けにいくことで、ある重要なアイテムを入手するんです」

　ふーん……『アストラフトの英雄』で再現されているなら、さすがに助けに行ったんだろうな。クズ親父だけど、そういうところはやっぱり英雄か。

　やがて親父おやじと大富豪カネーモが路地裏から出てきた。二人はそこで別れる。

　親父が俺とリゼラの隠かくれる民家の前を通り過ぎたとき、妖よう精せいネライダが言った。

「ミツルさん、前金をもらったわけですしぃ、力になってあげましょうねぇ」

「いや、めんどいからパスで」

「なんだとぉぉぉぉ!?」

　俺はつい大声で叫んでしまった。

　親父と妖精ネライダが振り返る。素早く壁に張り付いたので、見つからずに済んだ。

　クソ親父の会話は続く。

「そもそも、あのカネーモって野郎は大富豪だから誘ゆう拐かい犯はんに狙ねらわれるんだ。それがイヤなら、金なんかみんなに配れっての」

「な、なんてことを言うんですかミツルさぁん！」

「まあ俺が手を貸さなくても、そのうち街の騎き士し団だんがなんとかしてくれるんじゃね？　そんなことより、たっぷりもらった前金で、今日はどんちゃん騒さわぎとシャレ込もうぜ！」

　そう言って親父は立ち去っていった。

　もちろん俺とリゼラはそのあとを追った。しかしいつまで経たっても親父は、カネーモの息子を助けに行く素そ振ぶりを見せない。

　そして陽ひが暮れたころ、合流したアナスタシアたちと本当に飲み屋に入っていった。

「今日はたっぷり金があるから、どんどん酒持ってこい！　がはははは！」

「ぐでーん、ミツル様ぁ、一生ついていきますわぁ」

「そーれそーれ、祝いの踊りですよぉ！　あはははっ、楽しいぃぃ」

　俺とリゼラは飲み屋の外から、その痴ち宴えんに聞き耳を立てていた。

「……あの野郎、ガチで誘拐された少年を助けに行く気がないようだぞ」

「そ、そんなはずありません！」リゼラは顔を真っ赤にして言った。「だいたい、こんな飲み屋で騒ぐシーンなんて、『アストラフトの英雄』には出てこないんです！　これはなにかの間違いですよ！」

　ようするにカットされたんだろ。これが現実だ。

　雑貨屋の店主には脅きよう迫はくまがいの値切り交渉をする。そのうえ媚び薬やくを要求し、なければないで罵ば声せいを浴びせる。大富豪から前金をもらっておきながら、その息子を助けに行かず、仲間の女の子たちと、どんちゃん騒ぎ。

　だめだ、吐き気をもよおす……おえ。

「なあ、リゼラは、そのカネーモの息子がどこに捕まっているか知ってるんだろ？　だったらクソ親父の代わりに、俺たちで助けに行くか？」

「でもあまり介入するのはよくありませんし……それに私はミツルを信じます。だってゲームではちゃんと助けてますもん！」




　　　　　　　　　　　　◇




　さすがに飲み屋の外でずっと待っているのは辛つらいので、俺はリゼラの案内で近くの宿にやってきた。

　そこは『アストラフトの英雄』にも登場する宿屋らしい。作中のとおり、客室は二階と三階に二部屋ずつしかなかった。

「やっぱり宿屋はこうでないと！　たった四部屋で成り立つんですかね！　謎なぞですね！」

　リゼラは二つあるベッドの片方に、ぼすっと飛び乗った。

　本当は泊まるなら別々の部屋を取るべきなんだろうけど、なにしろ部屋の数が少ないので、同室にしてほしいとフロントに言われたのだ。まあ一応ツインルームなのでよしとしよう。

「あ、そうだ。ケータさん」

「なんだ？」

「同じ部屋だからって、お、襲おそったら、だめですよ？」

「襲うか！」

「い、一度、唇くちびるを許したからって、またやったら、だ、だめですからね？」

「だからしないっての！」

　俺はため息をついて、リゼラの隣のベッドに腰かけた。

　それにしても、俺はなんでこの時代に導かれたんだろう。あんな親父おやじの姿を見せられるぐらいなら、最初からフォリノミア城なんて行かなければよかった。

「なんか浮かない顔してますね」

　リゼラが首を傾かしげる。

「当たり前だろ。親父はもともとクソ野郎だったけど、英雄時代がここまでひどいとは思わなかったぜ……」

「そういえばケータさんがアストラフトに転送されたのは、ミツルとお母様のケンカが原因だったんですよね。前はあえて聞きませんでしたが、なにがケンカの原因だったんです？」

「いくらうちが貧乏だからって、キミが勝手に売ったのは、『ロックマン』のゴールドカセットだぞ。これだから素人しろうとは困るんだ」

「なんの話ですか？」

「それが母さんの逆げき鱗りんに触れた親父のひと言だよ。ほかにも『キミはどうせ貼はらないポスターなら買わないでと言うが、ポスターは持っていることに意味がある。それが限定版ならなおさらだ』とも言っていたな」

「あの、まったく意味がわからないんですが」

「さらに『せめて一番くじだけは、ラストワン賞が出るまで引かせてくれ』とか、『マンガは保存用、人に貸す用、自分で読む用の三冊ずつは必ひつ須す。これは譲ゆずれない』とも言っていたな」

「だからどういうことなんですか!?」

「ようするに、英雄ミツルは散財癖のあるオタクだったんだ。まったく貯金しないばかりか、生活費まで使い込んでやがった。おかげで俺の家は、もともと貧乏なのに、めちゃくちゃ苦しかった」

　リゼラがわなわなと震ふるえだした。

「……つまり英雄ミツルは、家庭を顧かえりみないほどのオタク？」

　俺は無言で頷うなずいた。

「で、でも、アストラフトを救った英雄が、どうしてそんなに苦しい生活を……？」

「親父おやじは大学生の頃ころにアストラフトに転送されたんだけどな。帰ってきたときには、すでに俺を身み籠ごもっている母さんがいただろ。だから大学に復学する余裕もなかったんだ。まあ友人の伝で零れい細さい企業に中途採用してもらったけど、給料は俺が小学生になった時点でも、手取り十二万円っていう、かなり厳しいものだったらしい」

　ちなみに親父はそのとき、こう言っていた。

　──いいか啓けい太た。古くから日本に伝わる格言を教えてやろう。『就職できただけラッキー』だ。よく覚えておけよ──

　なぜか妙にかっこいい顔で言っていた。

「で、でもでも！　ケータさんのお母さんは、どうしていたんですか!?」

「飲食店のパート。まあ母さんがいくら稼いでも、結局親父が趣味に使い込むから、まったく貯たまらなかったんだけどな。そりゃあケンカもするだろ？　これが世界を一つ救った英雄と、英雄に憧あこがれて異世界から嫁いできた結婚相手の悲しい末路だ」

「そ、そんなバカな……ケータさんは何も注意しなかったんですか？」

「したさ。でも親父はいつもゲームをしながら『今、ニコニコ動画用のＲＴＡを撮とっているからあとにしてくれ』とか言って煙けむに巻くばかり。それである日、母さんと大ゲンカ。あとは、お前も知ってるとおりだ。それに巻き込まれた俺が、こっちの世界に転送されたってわけ」

　改めて思い出すと、また吐き気をもよおしてきた。

　アストラフトではいろんな女に手を出しまくった挙げ句、元の世界に戻ったら戻ったで、生活費まで使っての、オタク三ざん昧まい。魔ま王おうもびっくりの邪じや悪あくだ。

　黙だまって聞いていたリゼラは、気まずそうにこめかみを搔かいた。

「ま、まあ、私もオタクだから、気持ちはわからなくもないですけど……ケンカの原因がミツルの女性問題じゃないっていう点は、ちょっぴり安心しました」

「一応結婚してる身だしな」

「でも、どうしてケータさんは、そんな人のところで育ったのに、こっちに来るまでゲームをやったことがなかったんですか？」

「親父おやじがやらせてくれなかったからだよ。それにあの親父が家のことを忘れて熱中してるものなんて、さわりたくもなかったしな」

「でも、今ではゲームのこと、少し好きになってますよね？」

　……どうだろ。

　そこで廊ろう下かのほうから、どかどかと足音が聞こえてきた。

　いつの間にか、結構遅い時間になっている。それなのに、この遠えん慮りよのない足音は……。

　部屋のドアに張り付いて、聞き耳を立ててみる。

「ういー、飲んだ飲んだ。今日も部屋は一つしか取れなかったからよぉ、またみんなで寝るしかねーなぁ。ひっく」

　予想どおり、酔っぱらった親父たちだった。

「ふひー、また下着姿を見られてしまーのれすねぇ。恥ずかしいれすわぁ、ミツル様ぁ」

　これはアナスタシアだ。

「今日も晩ばん酌しやくのお供に踊れって言うつもりなのぉ？　いいよぉ、全裸になっちゃうぅ」

　そしてこれはユミール。聞くに堪たえない会話だった。

「ところでミツル様ぁ。本当にイマミーの塔には行かないおつもりですのぉ？」

「ひっく、まあ、もう少しゆっくりしようじゃれーかぁ。さて、明日はどこで遊ぼっかなー」

　親父たちの足音は上の三階に向かっていった。

　あの野郎、大富豪の息子を助けに行かないだけじゃなく、やっぱりイマミーの塔とやらにも行かないつもりか……。

「ふわあ、いつの間にかこんな時間になってたんですね。そろそろ寝ましょうか」

　リゼラがあくびを嚙かみ殺す。

「なあリゼラ。親父がイマミーの塔に行かないとどうなるんだ？」

「ええと、魔ま道どう司し祭さいエレナーデはフォリノミアを破壊しようとしているので、行かないと歴史が変わると思います。ふわあ……でも私は信じてますからね。きっとカネーモさんの息子さんも助けに行って……」

　そこでベッドに横になると、すぐ寝息を立て始めた。

　リゼラはそう言うけど俺にはわかる。親父は本気で行かないつもりだ。

　だったらこっちにも考えがある。




　　　　　　　　　　　　◇




「ういー、ちょっと飲み過ぎたかなぁ」

　ミツルは宿屋の三階にある共同トイレで、用を足していた。

　するとそこに、白いローブと逆光を背負った神こう々ごうしい存在が現れた。

「ぴぎゃあ！」ミツルは腰を抜かして、トイレの床にへたり込んだ。「お、お前は何者だ!?」

「私は神だ」

　神々しい存在が言った。

「か、神？」

「私はなんでも知っている。お前はこっそり、ケモナージャンルの同人誌を集めているな？」

「な、なんでそれを知っている!?」

「中学時代の家庭科の課題は、すべて母親にやらせていた。小学生時代は、アイスの当たり棒詐さ欺ぎをしていた。高校時代に『ホットドッグ・プレス』と出会って衝しよう撃げきを受ける。初めて買ったマンガは、車くるま田だ正まさ美みの『聖闘士セイント星セイ矢ヤ』。借りパクされたことを今も根に持つ」

「ど、どうしてそこまで……まさか本物の神!?」

「いかにも。お前はイマミーの塔に行くことを拒んでいるが、行かないと一生彼女ができないだろう」

「な、なんだと……？」

「しかも若いころから頭髪がどんどん抜ける。三十歳の時点でつるっぱげになるだろう」

「い、行く！　明日の朝すぐ行きます！」




　　　　　　　　　　　　◇




「ケータさん！　ケータさん起きてください！」

　リゼラに揺さぶられている俺は、ベッドの上で目を覚ました。

「……ん、もう朝か。なんだよ慌あわてて」

「今ミツルたちが階段を降りていったんですよ！　これからイマミーの塔に行くって聞こえました！　ほら、やっぱり私の言ったとおりじゃないですか！」

「神にでも説得されたんだろ」

「なんのことかわかりませんが、急いであとを追いましょう！　実物の勇士をこの目に焼き付けるんです！」

「今着替えるから待てよ。ところでお前、風ふ呂ろにも入らず制服のまま寝たのか？」

「てへ。ちょっと長旅で疲れていたようで……」

　俺はリゼラに顔を近づけて、すんすんと鼻を鳴らした。

「きゃあああああああ!?」突き飛ばされた。「く、くんくんしたぁ！　女の子の体をくんくんしたぁ！　変態変態！」

　いやその……すまん、寝起きで頭が働かなかったんだ。

　ちなみにリゼラからは、ほんのり甘い香りがした。




「急ぎますよケータさん！」

「だから待てって。行き先はわかってるんだから、そんなに慌あわてなくてもいいだろ……」

　リゼラが俺より先に廊ろう下かの階段を駆け下りる。木ぼく刀とうをベルトに差し込みながら俺も続こうとしたとき、上の階から子供連れの中年男性がやってきた。

　それは大富豪のカネーモだった。

「あの、すいません」呼び止められた。「この宿屋に女性二人と妖よう精せい一匹を連れた男性が宿泊されていると聞いたのですが、見かけませんでしたか？」

　どうやら親父おやじたちを探しているらしい。

「ああ、その人たちなら、ちょうど今、宿屋を出て行ったところですよ」

　そう答えると、カネーモは困った顔を浮かべた。

「うーん、そうでしたか。息子を助けてもらったお礼に、前から頼まれていたものをお持ちしたんですけど」

　そう言って隣の子供を一いち瞥べつする。

　え？　親父の奴やつ、いつの間にか、カネーモの息子を助けていたのか？

　……なにかの間違いだろ。とにかく子供が無事でよかった。

「ケータさん、まだですかぁ!?」

　下の階からリゼラの呼び声がする。

「きっと夜にでもまた戻ってきますよ」

　俺はカネーモにそれだけ言うと、リゼラのあとを追った。




　　　　　　　　　　　　◇




　フォリノミア城下町の傍そばに広がる森の中に、その塔はそびえ立っていた。

　イマミーの塔。高さ八十メートル、全二十階層。推すい奨しよう攻こう略りやくレベル８。

　と、『アストラフトの英雄・ダンジョン攻略ガイド』に書いてあるらしい。

「でも低レベルクリアを得意とする私なら、レベル３で攻略可能ですけどね」

　あっそ。

　俺とリゼラは森の樹きに隠かくれて、親父たちの様子を窺うかがっていた。

　なぜか親父たち三人と一匹は、イマミーの塔を前にしてなかなか入ろうしない。全員でなにかの相談をしているようだが、その内容までは聞こえてこなかった。

「なにをやってるんだ、親父たちは……」

　独ひとり言ごとのつもりだったけど、リゼラは反応してくれた。

「どこからイマミーの塔に入ろうか、話し合っているんですよ」

「話し合うもなにも、入り口はひとつしかないだろ」

「いえ、二つあるんです。よく見てください」

　そう言って塔を指差した。

　イマミーの塔は、直方体の上に円柱が乗っかったような形をしている。入り口の扉はもちろん下の直方体部分にあるのだが、なぜか上半分、円柱部分の最下段にも扉があった。

「下半分の四角い部分、つまりイマミーの塔の一階から十階は、『魔ま神じんのおもちゃ箱』って呼ばれている危険地帯なんです。そこは地学的に濃度の高い邪じや気きが集まりやすくなっているので、強力なファンタズマがたくさん出没するんですよ」

　そういえば、昨日の親父おやじもそんなことを言っていたな。一階から十階は無理ゲーだとか、なんとか。

「上半分の円柱部分は、危なくないのか？」

　はい、とリゼラは頷うなずいた。

　なるほど。だから親父たちは、なんとか魔神のおもちゃ箱を回避して、上半分の円柱部分から中に入る方法はないか、みんなで相談しているってわけか。

「それで結局、ゲームの親父はどうするんだ？」

「伸縮自在の光るロープを発射する神しん具ぐ『神しん獣じゆうの尾』を使うんです。それで塔の外側から一気に十一階、円柱部分の最下段まで登って、そこの扉から中に入ります。でも、おかしいんですよね」

「なにが？」

「『神獣の尾』はカネーモさんが持っているんですよ。最初はミツル一行が掛け合っても貸してくれませんが、誘ゆう拐かいされた彼の子供を助けると、そのお礼として宿屋まで持ってきてくれるんです。でもミツルはまだ、その誘拐イベントをクリアしてませんし……」

　なんだと……？

　カネーモなら来た。さっき宿屋で会った。確かに、お礼の品を持ってきたと言っていた。

　リゼラにそれを伝えると、

「それが『神獣の尾』ですよ！　ほら、やっぱりミツルは、カネーモさんの子供をちゃんと助けていたじゃないですか！」

「でもいつの間に……」

「ゲームではすぐ助けに行くことになりますが、実際は夜に行ったんですよ！　きっと誘拐犯から時間指定されていたんです！　だからそれまで飲み屋で時間をつぶしていたんですよ！」

　……マジで？　じゃあ酔っぱらった状態で助けに行ったってのか？　それはそれで、どうなんだよ。

「とにかくこれではっきりしましたね」リゼラは何度も頷うなずいた。「ミツルは最初から、イマミーの塔にも行くつもりだったんです！　さすがは英雄です！」

　そうなんだろうか……？

　やがて話し合いがまとまったのか、親父おやじたちは行動を開始した。

　地上から続く直方体部分の扉を押し開けて、塔の中に入っていく。

「ええええええ!?　なんで『神しん獣じゆうの尾』を使わないで、危険な魔ま神じんのおもちゃ箱に入っちゃうんですか!?」

「カネーモさんがそれを持って宿屋に来たのは、親父たちが出かけたあとだったからな」

　そう教えてやると、リゼラは絶句した。

「じゃ、じゃあミツルたちはカネーモさんに会ってないから、まだ『神獣の尾』を持ってないってことですか……？　一体なんでそんなことに……」

「……神のせいだな」

「は？」

　リゼラはきょとんとしていたが、俺にはすべてわかってしまった。

　本来ならゲームのとおり、カネーモから『神獣の尾』を受け取ったあとで、イマミーの塔に向かうはずだった。でも神に扮ふんした俺が変に介入してしまったせいで、親父たちはカネーモが訪ねてくる前に宿屋を飛び出してしまった。だから今の親父は『神獣の尾』を持っていない。一気に円柱部分まで登ることができず、魔神のおもちゃ箱から塔に入るしかなかったんだ。

　くっ、俺が余計なことをしたばっかりに。でもあの親父の態度を見るかぎり、本当になにもしなさそうだったから……。

「とりあえず、俺たちも中に入るぞ！」

　リゼラにそう言って駆け出したとき。

「おぎゃあああああああ!?」

　塔の中から、親父の絶叫が聞こえた。




　魔神のおもちゃ箱と呼ばれる直方体部分の一階は、柱が点在するだけの広い空間になっていた。ビルの屋内駐車場のような感じだ。

　そこで親父たちは、全身を甲かつ冑ちゆうで覆おおったファンタズマの群れに襲おそわれていた。

　リゼラと一緒に柱に身を隠かくしている俺は、空間歪曲魔法ドライブシアターで双眼鏡形の神しん具ぐ『真実の瞳ひとみ』を取り出して、敵の戦力を確認した。




　タルタロスナイト

　攻こう撃げき力りよく56、防御力50、瞬しゆん発ぱつ力りよく42、魔力37、運40




「つっよ!?」

　そんな相手がざっと見ただけで十体はいる。

「まずいですよ！　ここは本来、中に入らない場所なので、『アストラフトの英雄』でも再現されてないんです！　だから今後の展開は私にも予想がつきません！」

　慌あわてたリゼラが俺の袖そでを引っ張ってくる。

　とりあえず『真実の瞳ひとみ』で親父おやじたちのパラメータも確認してみた。




　アナスタシア・フォン・フォリノミア

　レベル７

　攻こう撃げき力りよく12、防御力16、瞬しゆん発ぱつ力りよく14、魔ま力りよく19、運12




　ユミール・メルク

　レベル８

　攻撃力16、防御力17、瞬発力19、魔力13、運11




　ミツル・アサギリ

　レベル２

　攻撃力４、防御力４、瞬発力３、魔力０、運５




「あいつ、レベル４になった俺より弱いじゃねーか！」

　親父たちはなす術すべもなく、ひたすら逃げ回っている。このままじゃ、リゼラの言ったとおりやられるのも時間の問題だ。そしてここにいると、俺たち自身もやばい。

　こうなったら……！

　俺は空間歪曲魔法ドライブシアターで『真実の瞳』を別次元の倉庫にしまうと、代わりに宿屋から念のために持ってきたシーツを引っ張り出した。

　それを身にまとうと、親父たちに声をかけた。

「おいミツルたち！」

　振り返った親父たちは全員泣き顔だった。




　　　　　　　　　　　　◇




　リゼラとシーツをまとった俺は、親父たちを誘導して一いつ旦たんイマミーの塔の外に逃げた。

「……それで、あなたは何者ですの？」

「昨日もあたしたちの前に姿を見せたわよね。怪しいわ……」

　アナスタシアとユミールが怪け訝げんな目で俺を見ている。

　まあ、怪しむのも当然だ。どう見ても今の俺は、シーツを体に巻いてふざけている子供だからな。シーツには宿屋のロゴも入ってるし。

「もしかしてぇ、邪じや神しんの手先とか言いませんよねぇ？」

　ミツルの肩に乗っている妖よう精せいネライダもそんなことを言ってきた。

「え、えっとですね、私たちは……」

　リゼラが困った顔を向けてくる。すると、

「お前ら、失礼なことを言うな。この方は神だぞ」親父おやじが俺に向き直って片かた膝ひざをついた。「大変失礼いたしました神。我らを魔ま神じんのおもちゃ箱から救い出してくれたことに感謝します」

　……よかった。親父はこれっぽっちも疑っていない。

「うむ、いい心がけだ。これからお前たちを、上の階層に連れて行ってやろう」

　俺は空間歪曲魔法ドライブシアターで篭こ手て型の神しん具ぐ、『神しん獣じゆうの尾』を取り出した。もちろんこの過去世界のものではなく、元の時代で親父からパクったものだ。それを左手にはめると、魔神のおもちゃ箱の上、塔の円柱部分に向けて、光るロープを発射した。

「う、うそ……？　ミツル様以外に空間歪曲魔法ドライブシアターを使える人がいるなんて……？」

「まさか本当に神……？」

　アナスタシアとユミールが驚おどろいている。少しいい気分だった。

「しかもそれ『神獣の尾』だしぃ。でも最高神ミューゼ様に仕える私は、あなたみたいな神様なんて知らないよぉ？」

　妖精ネライダだけは、まだ疑っていた。




　　　　　　　　　　　　◇




『神獣の尾』を使って親父たちを塔の中腹、円柱部分の最下段まで送り、そこにある巨大な扉に入っていくのを見届けた。

「これでやっとゲームと同じ展開になりますね。ひと安心です」

　リゼラが笑みを見せてきた。いや、安心するのはまだ早い気がするぞ……。

　シーツを脱ぎながらそう思ったとき。

「あんぎゃあああああああ!?」

　またしても扉の中から親父の絶叫が聞こえてきた。

　ほらな。今度はなんだよ……。

　両開きの巨大な扉を少しだけ押し開けて、そっと中の様子を窺うかがってみる。

　イマミーの塔の十一階にあたるそこは、中央に大階段がある大広間になっていた。

　その広間で親父たちは、また新あら手てのファンタズマに襲おそわれていた。

　相手はコウモリ型の敵だった。明らかに下階層の魔神のおもちゃ箱で出会ったファンタズマより弱そうだ。しかもその数は一体だけだし。

「うおおお、こっちに来たぁぁぁ!?」

　それでも親父おやじは残念に逃げ回っていた。アナスタシアとユミールの二人だけが戦っている。

「ミツルさぁん、この敵はそんなに強くありませんよぉ」とネライダ。

「だ、だってだって……！」と親父。

　まあ、親父はレベル２だもんな。それも仕方がない。

　すると突然、逃げ回っていた親父の体が、床下に沈んだ。

「ぬわあああああああ!?」

　悲鳴をあげて落ちていく親父。どうやら落とし穴のトラップに引っかかったらしい。どこまでも残念だった。

「ああっ、ミツル様！」

「よそ見しないでください姫様！」

　アナスタシアとユミールは、コウモリ型のファンタズマと戦うことに必死だ。妖よう精せいネライダだけがミツルを追って、自ら落とし穴に飛び込んだ。

　俺は隣で一緒に見守っていたリゼラに聞いてみた。

「……これもゲームと同じ展開なのか？」

「はい。ミツルはここで十階に落ちてしまい、アナスタシア姫たちと分かれてしまうんです。だからしばらくは、ミツルの単独行動になります」

　十階って、魔神のおもちゃ箱の中じゃないか……。

「大丈夫なのか親父は？」

「イマミーの塔の十階は数々のトラップがあるので、初めて挑戦するプレイヤーはよく死んでしまいますね。ファンの間では初しよ見けん殺しなんて言われています。でもそれは、娯楽を追求したゲームの話なので、史実どおりだと無事に抜け出してくるはずですよ」

　確かにそこで本当に親父が死んでしまったら、俺も存在しないことになるわけだけど……なんか心配だぞ。

　俺の表情を見て気になったらしい。リゼラは「ちょっと待ってくださいね」と言って紐ひもタイをほどき、制服の内側から携帯ゲーム機を取り出した。紐で首からぶら下げていたやつだ。中に入っているソフトはもちろん、携帯版『アストラフトの英雄』だ。

　それを素早く操作すると、ゲーム内のミツルをここと同じイマミーの塔まで連れてきた。

　ゲーム内のマップも現実と同じ。史実をリアルに再現した『アストラフトの英雄』の特徴だ。

「えっと、あっちの扉を抜けた先から下の階層に降りられますね。アナスタシア姫たちに教えてあげましょうか？」

「……いや、俺たちだけでこっそり様子を見に行こう」




　リゼラの案内で俺は下の階層、魔ま神じんのおもちゃ箱の最上階となる十階部分にやってきた。

　そこは複雑な迷路になっていたが、『アストラフトの英雄』を手にしているリゼラには関係ない。迷うことなくサクサク進むと、親父おやじと妖よう精せいネライダが落下した地点までやってきた。

　壁かべ際ぎわに身を潜ひそめて、様子を窺うかがう。

「なんだよあの落とし穴は。アナスタシアたちと離ればなれになっちまったじゃねーか」

「ミツルさんが変に動き回るからですよぉ」

　親父はぶつぶつ文句を垂れながら、ネライダを連れて歩き出した。

「あっ、そっちの道はまずいです！」

　リゼラが言うと同時、俺も「あっ！」と声が漏れる。親父が進んだ通路の壁から、無数の槍やりが突き出してきたのだ。

　それはまさに紙かみ一ひと重えで、親父の鼻先を抜けていった。

　ふう、見てるこっちも心臓に悪いぜ……。

　親父は冷や汗を拭ぬぐいながら、反対側の壁に突き刺さった槍を見た。

「どうやらこの階層はトラップだらけのようですぅ。気をつけて行きましょうねぇ」

　妖精ネライダが言った。マジで頼むぞ親父……。

　それからも親父は、何度も命の危険があるトラップに襲われた。

　鋭くとがった針山に落ちそうになったり、通路いっぱいに広がる鉄球に追いかけられたり、無駄に開けてしまった宝箱に食い殺されそうになったり。

　こっそりあとをつける俺とリゼラは、そのたびに「ひっ!?」「ああっ!?」と小さな悲鳴をあげていた。

「ミツルさん、また道が二ふた叉またに分かれてますけどぉ、どっちに行きますかぁ？」

「ふむ、俺の英雄としての勘は、左だと言っている」

　携帯ゲーム機の画面と、現実の親父たちを忙せわしなく交互に見ていたリゼラが小さく言った。

「あっ、そっちの道は行き止まりなうえに、即死光線が出てくる場所なのに……！」

　親父の英雄としての勘とやらは、まったく当てにならない。

　こっちは上の階層に戻るルートを知っているのに、それとはまったく違う危険な道を進んでいく親父。歯がゆい。無事に戻れることはわかっているけど、だんだんイライラしてきた。

「……ああ、もう！　来いリゼラ！」

「ええっ、また介入するんですか？」

　俺は空間歪曲魔法ドライブシアターで宿屋のシーツを取り出すと、また神になった。




「いやあ、本当に助かりますよ神。ちょうど俺たちも困っていたところなんですよねー。あ、そうだ。お賽さい銭せんあげますよ」

　隣を歩く親父が、ポケットから取り出した小銭を手渡してきた。

「ふふっ、お父さんからお小こ遣づかいもらいましたね」

　リゼラが耳元で囁ささやく。やかましいわ。

「でもぉ、あなた本当に神様なんですかぁ？　私にはどうしても信じられないんですけどぉ」

　俺の鼻先に飛んできた妖よう精せいネライダは、腕組みをしてじっと見つめてくる。

「……俺だって、あんたがゲーム会社を立ち上げるなんて信じられないっての」

「なにか言いましたかぁ？」

「別に」

「こらこらネライダ、神に失礼なことを言うな。神よ、この生意気な妖精は、私めがきっちりお仕置きをしておきますので、どうか私を世界一のモテ男にしてください」

　そう言った親父は左手でネライダを握にぎりしめ、右手の指でつんつん始めた。

　……さりげなく小さな女妖精の乳を押してやがる。なんて野郎だ。

「お前はもう少し、真ま面じ目めに英雄をやったほうがいいぞ」

　俺が睨にらみつけると、親父は「ははは、やってますよー」とクソ腹立つ口調で返してきた。

「ここを曲がれば、もうすぐ上の階層に繫つながる階段が見えてきますよ」

　携帯ゲーム機を見ていたリゼラが、前方の角を指差した。

「その不思議な機械はなんですかぁ？」

　ネライダが覗のぞき込もうとしたので、俺は身を盾たてにしてそれを阻そ害がいした。

「あんまり見るな」

　そのうちあんたが開発するゲームなんだから。

「むー、神様を名乗るくせに意地悪ですぅ！　ぷいっ！」

「まあ、いいじゃないか。神とその従者に逆さからってはいけない。そんなことより、早くアナスタシアたちと合流しようぜ！」

　親父は先頭のリゼラを抜いて駆け出した。早くこの階層から出たい気持ちはわかるが……。

「お、おい待てって！」

「そうですよ！　そっちにはまた別の仕掛けがあるんですから！」

　俺とリゼラも駆け出す。拗すねていた妖精ネライダが最後尾から追いかけてきたところで。

　どごん！

　天井から壁が落ちてきた。頭上にではなく、真後ろに。

　潰つぶされることはなかったが、その仕掛けで俺たちはネライダと分断されてしまった。

「私だけ置いていくなんてひどいですぅ！」

　壁の向こうからネライダの悲痛な声が聞こえてくる。

「ははっ、悪い悪い。とにかく無事みたいでなによりだ。お前と離れちまって俺も悲しいよ」

　とか言いながら、まったく悲しい口調ではない親父を尻しり目めに、リゼラが耳打ちしてきた。

「……この展開もゲームと同じです」

「親父おやじとネライダが分断されることがか？」

「はい。このあとミツルは……」

　リゼラが言い終わる前に、親父は高笑いをしながら、

「じゃあなネライダ。俺はひと足先に、上に戻ってるぜ」

「ええええええ!?　助けにきてくれないんですかぁ!?」

　なるほど。ゲームでも親父はネライダを置いて先に行くわけか。本当にこいつは……。

「どうしましょうケータさん。迂う回かいすれば、ネライダと合流することもできそうですが」

　リゼラに選択を迫られた。

　ここでネライダと親父が分かれるのは、ゲームと同じ展開。そしてネライダはあとで無事に合流できるらしい。

　だったらネライダには悪いが、これ以上、へたに史実の流れを乱さないほうがよさそうだ。

　すまんネライダ……。

　俺は一応胸中で謝っているにも拘かかわらず、

「じゃあ神、俺たちはさっさと先に行きますか！」

　やたらと能天気に言う親父が癇かんに障さわった。
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　しばらく進むと、ようやく十一階に戻る階段を見つけた。

　それを登って、また迷路のような道を抜ける。落とし穴のトラップがあった大広間への扉を目の前にしたとき。

「きゃあああああああ!?」

　扉の向こうから、絹を引き裂いたような悲鳴が聞こえてきた。

　それを開けて大広間に出ると……。

「な、なんだありゃあ!?」

　三メートルはある人ひと型がたの石像。それが生なま身みの人間のように動いて、アナスタシアとユミールを襲おそっていた。

「お、おいリゼラ、あれはなんだ!?」

　これもゲームで再現されているシーンかと思ったのだが、

「わ、わかりません……」予想外の言葉が返された。「あんなの私も知りません！」

　なんだって……。

　空間歪曲魔法ドライブシアターで『真実の瞳ひとみ』を取り出し、アナスタシアたちを襲う石像を覗のぞいてみた。




　塔の守しゆ護ご者しや

　攻こう撃げき力りよく36、防御力42、瞬しゆん発ぱつ力りよく10、魔ま力りよく13、運20




「……めちゃくちゃ強い」

「あんなの『アストラフトの英雄』には出てきませんでした！　こんなシーンはないんです！」

　一体どういうことだ。まさかこれも俺たちの余計な介入が原因で、ゲームにはない展開になってしまったっていうのか!?

　アナスタシアは床に尻しり餅もちをついている。そんな彼女に、塔の守しゆ護ご者しやという名の石像がゆっくり迫っていく。緩かん慢まんな動きだが、ひどく恐ろしい。敵が一歩踏み出すたびに響ひびく地鳴りは、殺意の塊かたまりとなって俺たち全員の鼓こ膜まくに叩たたきつけられる。

「姫様！」

　ユミールがムチで石像の背中から攻撃するが、まるで通用しない。その動きを止めることすらできなかった。

「けけ、ケータさん、どうしましょう!?　アナスタシア姫がピンチです！」

「わ、わかってるけど、あんなのどうすれば……」

　もちろん助けたい。俺たちの介入が原因なら、なおさらだ。

　でも俺は恐怖に身がすくみ、指一本動かすこともできない。すると。

　親父おやじが駆け出そうとした。戦場に向かって。

「お、おい、なにをする気だ？」ついその肩を摑つかんでしまう。「レベル２のあんたが行ったところで、どうにかなる相手じゃないだろ！　あんたは今の俺より弱……」

「あいつらは俺の大事な仲間なんだ」

　そう言った親父の顔は、さっきまでと違っていた。

　いや、さっきまでというより、生まれてこのかた、一度も見たことがない。まったく怯おびえていないばかりか、絶対に仲間を助けるという堅けん牢ろうな意思がその瞳ひとみに宿っていた。

　──英雄の顔だった。

　俺の手を振り払った英雄は、尻餅をついているアナスタシアのもとに駆けた。

　彼女に飛びついて転がる。片かた膝ひざをついた状態で腰のロングソードを抜く。圧倒的な塔の守護者を睨にらむ。

　英雄は一度だけアナスタシアを見た。そして優しく微笑ほほえみかける。もう大丈夫だ、と。

　そして敵に向き直った。絶対に守り抜くという決意を新たにして。

「ミツルさん！」

　ユミールも駆けつけた。塔の守護者を見据えたまま、親父はアナスタシアの身を起こす。

「まだ戦えるか二人とも？」

「も、もちろんですわ。ご迷惑をおかけして、申し訳ありません……」

「私もまだ大丈夫です」

「よし。俺は近接戦を挑むから、アナスタシアは壁かべ際ぎわまで離れて火球魔法フオテイアで攻撃。ユミールは嫌けん悪おのダンスで奴やつの攻撃を集めて、近づかれたら逃げる。行くぞ」

　親父おやじが素早く静かにそう言うと、残りの二人は必要以上に言葉を交わさず散開した。

「あ、あれが親父？　まるっきり別人だぞ……」

　俺がつぶやくと、リゼラは感かん涙るいを拭ぬぐいながら笑った。

「そりゃそうですよ。だってミツルは、私の憧あこがれたミツルは……」

　英雄ですもん。

　それは言葉にしなくても、充分に伝わった。

　二人の仲間は親父の指示どおりに動いた。ユミールが披ひ露ろうする嫌悪のダンスは敵に攻撃されやすくなる技だ。それで塔の守しゆ護ご者しやを引きつけておき、アナスタシアが遠距離から火球魔法フオテイアを放ち、親父がロングソードで敵の足に斬きりかかる。

　それでも塔の守護者はびくともしない。防御力が42もあるため、今の親父たちのレベルでは、満足にダメージを与えることができないのだ。

　通用しないとわかると、すかさず全員を集めて新たな指示を出す。作戦を変更する。

　それがどういう内容かは、こちらまで聞こえなかった。

　アナスタシアはこの塔に入るときに通った、両開きの巨大な扉を火球魔法フオテイアで攻撃し始めた。

　ユミールは嫌悪のダンスを続けているので、塔の守護者はそちらへ向かう。巨大な腕を振り上げると、親父がユミールに飛びついてその攻撃を回避。

　それを何度もくり返す。塔の守護者に直接攻撃を浴びせることはもうしないようだった。

　……どうするつもなんだ、親父は。

「お、俺たちも加勢に行くか？」

　リゼラにそう言った声は震ふるえていた。俺はレベル４で、今の親父より強いはずなのに。

「いえ、英雄ミツルを信じましょう」

　彼女はこの過去世界に来てから、何度目かになるセリフを使った。一点の曇くもりもない目で。

「ミツル様！　破壊できました！」

　アナスタシアが叫ぶ。火球魔法フオテイアを撃ち続けていた巨大な扉が吹き飛んでいた。

　その入り口の大きさは、ゆうに三メートルを超える。そしてここはイマミーの塔の十一階。

　外は、森の全景が見渡せる魔ま神じんのおもちゃ箱の屋上だ。

　もしかして親父は、そこから塔の守護者を突き落とすつもりか……？　でも、敵はどんなに攻撃しても微動だにしない相手だぞ。力いっぱい押したところで、動かせないはずなのに。

　親父はユミールに嫌悪のダンスを中断させると、ロングソードで敵を攻撃して自分に意識を向けさせた。そして扉がなくなった入り口から外に飛び出す。

　塔の守しゆ護ご者しやは親父おやじに導みちびかれるように、そのあとを追う。

　魔神のおもちゃ箱の屋上は、あたりに遮しや蔽へい物ぶつがなく、強風が吹きつけている。親父は臆おくすることなく、そんな場所の端に立って、敵に振り返った。

　塔の守護者が眼前まで迫る。それでも親父は動かない。

　塔の守護者が大きな腕を振り上げる。それでも親父は動かない。

　塔の守護者が勢いよく腕を振り下ろす。そこで親父は……空間歪曲魔法ドライブシアターを発動させた。

　別次元の倉庫から取り出したのは。

「……『回かい避ひの杖つえ』だ！」

　親父はそれで素早く自分の足あし下もとを叩たたく。即席の穴が広がり、親父の身はそこに沈んだ。

　突とつ如じよ目の前から攻撃対象がいなくなった塔の守護者は、空くうを切った拳こぶしの勢いそのままに、バランスを崩くずした。ぐらりと身が回転する。ゆっくりと片足が浮く。

　そして……見えない力に引っ張られるように、そのまま塔の真下へ落下していった。断だん末まつ魔まの悲鳴はない。やがて轟とどろいた地じ響ひびきがその代わりだった。

　俺とリゼラも屋上へ飛び出すと、その端から真下を覗のぞき見た。

　塔の守護者という名の石像は、眼下の地面で粉々になっていた。

『回避の杖』で作った即席の穴から出てきた英雄は、俺とリゼラに対してにっこりと微笑ほほえみかける。そして塔の中に戻っていった。

「やったのですかミツル様!?」

「ふっ、当たり前だろ。まあ、俺の手にかかればこんなもんだぜ」

　軽い口調に戻った親父に、アナスタシアは飛びついた。

「やりましたわね！　一時はどうなるかと思いましたわよ！」

　ユミールも親父に抱きついた。

「すごいすごい！　さすがミツルさんですね！」

「おいおい、めっちゃおっぱいが当たってるぞ。お前らって本当にサービス精神旺おう盛せいだな。どうせなら素っ裸で抱きついてこいっての」

「もう、嫌いやですわミツル様ったら……」

「でもそんなミツルさんも素敵……」

「がっはっは！　さっさと塔の最上階から目的のものをゲットして、今日もどんちゃん騒さわぎとシャレ込もうぜ！」

　親父がアナスタシアとユミールの肩に手を回す。完全にナンパ野郎と化していたけど、以前のような嫌けん悪お感かんはあまりない。

「あれが英雄ミツルなんですよ」リゼラが言った。「普段は軽けい薄はくな態度をとってますけど、仲間の危機には誰よりも先に駆けつける。そしてみんなをしっかりと守り抜き、やがてこの世界を救ってくれるんです。そんな人なんですよ、ケータさんのお父さんは」

　俺はそれになにも返さず、親父おやじたち三人を見つめていた。

「ところでミツルさん、ネライダは？」

　ユミールが首を傾かしげながら言うと、親父はわざとらしくため息をついた。

「まだ下の階層で遊んでるよ。それにしても遅いな。ちょっと文句でも言ってくるか」

　そして歩き出そうとしたところで、当のネライダが頰ほおを膨ふくらませて飛んできた。

「ひどいですよぉミツルさぁん。どうして助けにきてくれなかったんですかぁ？」

「おっ、無事だったか。どうせお前はそう簡単に死なないんだから、別にいいかと思ってな」

「その言い方はあんまりですぅ！」

　今助けに行こうとしたくせに。

　もしかして親父が普段軽けい薄はくな態度をとっているのは、恥ずかしさの表れなんじゃないか。

　俺はふと、そんなことを思った。

　ガーベラの海賊船は沈める。宝は盗む。ほかにもいろんなことをやっているだろう。そして手当たり次第に女の子にちょっかいを出す女癖の悪さ。

　まるで英雄っぽくない男だが、それでもやっぱりあいつは、英雄だった。

　……ちょっとはやるじゃないか。俺は頰が緩ゆるんでくるのを感じていた。

「おーい神！　俺たちはこのまま上を目指すけど、神とその従者はどうするんだ!?」

　親父が声をかけてきた。

「行きましょうよケータさん！　英雄ミツルから、もっといろいろ学ぶんです！」

　リゼラが俺の手を引いて、優しく微笑ほほえみかけてきた。

　眩まぶしい笑顔。思えばたった一人でアストラフトに転送された俺は、この笑顔に何度も救われている。親父が仲間を大切にしたように、俺もリゼラたちを大切にしないとな。

　……って、ちょっと待て。本当に眩しくないか？

　リゼラの顔は神こう々ごうしい光を放っている。いや、顔だけじゃない。体全体が光っている。

　そしてそれは、俺も同じだった。

　もう昼を過ぎたころ。ということは、過去世界に来てから、そろそろ二十四時間か？

　そこで俺の視界は、真っ白な光で覆おおわれた。
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　圧倒的な光が収束して視力を取り戻す。そこはフォリノミア城の庭にある倉庫だった。

「……帰ってきた、のか？」

「……みたいですね」隣にはリゼラがいて、残念そうな顔をしていた。「あーあ、もっとミツルの勇姿を見届けたかったのに」

「あ、あ、ああ……」

　倉庫の中にはナルミエとマレッタがいて、どちらも床にへたり込んでいた。俺を見て、エサをねだる金魚のように口をパクパクさせている。そして素早く立ち上がると、

「ケータぁ！」「ケータくん！」

　爆ばく発はつするような勢いで飛びついてきた。

　続いて感情の爆発。二人は俺にしがみついたまま、大声をあげて泣き出した。

「な、なんだよ。一体どうしたんだ？」

　隣のリゼラを見ると、彼女もきょとんとしていた。

「どうしたじゃないわよ！　いきなり目の前から消えちゃってさ！　ばかばかばかばか！」

　ナルミエがどむどむと俺の胸板を叩たたいてくる。結構力が入っていたので、俺は「ぐえ」と、苦く悶もんした。

「私とケータさんは、そこにある『時じ空くう遡そ行こう鏡きよう』で過去の時代に飛んでたんですよっ」

　リゼラが俺に抱きつくナルミエとマレッタを引っ張ったが、二人は強い力でしっかりと手を回してくるので離れない。

「そんなのわかってるよ！　でもケータくんもリゼラちゃんも、二十四時間経たっても帰ってこなかったんだもん！」

　マレッタが俺の腕にぐりぐりと泣き顔をこすりつける。涙と鼻水が袖そでについた。

　もう二十四時間はとっくに過ぎていた？　どういうことだ？
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　首を傾かしげていると倉庫のドアが開き、学園長が姿を見せた。俺とリゼラを視認するなり、

「……ふ、二人とも無事だったんだね！　うわあああああい！」

　ナルミエたちと同様に、俺の胸に飛び込んで……いや、ぶつかってきた。

　俺はそのまま、三人の女の子（ひとりは百歳を超えているが）と一緒に床に倒れ込んだ。

「もう、ローリエ学園長まで！　なんでケータさんばっかり！」

　頰ほおを膨ふくらませたリゼラが、小さな学園長をひょいとつまみ上げた。

　それでもナルミエとマレッタは、俺から離れようとしない。相変わらず泣きわめきながら、ぎゅっと抱きしめてくる。

　……両サイドから胸が当たってるんだけど。

「俺とリゼラが過去に飛んでから、どれだけ時間が経たったんだ？」

「二十五時間を過ぎたあたりですわ」

　答えたのは、倉庫の外から様子を窺うかがっていたアナスタシアだった。

　比類なき肥満体なので、狭い入り口を抜けて中に入ることができないらしい。過去の世界で華きや奢しやな彼女を見ていただけに、なんていうか、げんなりする。

「あなたたちが過去世界に飛んだのは午後一時過ぎ。今はもう、翌日の午後二時半ですのよ。『時じ空くう遡そ行こう鏡きよう』で時間移動した者は二十四時間で戻ってくるはずなのに、なぜかあなたたちは戻ってきませんでした。だから彼女たちは、とても心配しておりましたわ」

　アナスタシアに続いて、学園長が口を開く。

「臨海学習の生徒たちは昨日の時点で帰ったのだがな、ナルミエくんとマレッタくんは、お前たちが戻ってくるまでここに残ると一点張りでの。だから私も残ることにしたのだ」

　口調が外用のものに戻っている。学園長はひとまず落ち着いたらしい。

「どこに行ったのかもわからないし、ひょっとして、向こうで死んじゃったのかもって思ったんだから！」とナルミエ。

「こんなに心配かけるなんて、ひどいよぉ……」とマレッタ。

「そ、それは悪かったけどさ。なんで俺とリゼラは、二十四時間で戻れなかったんだろ」

　同じように考え込んでいたリゼラが、こんなことを言った。

「もしかすると、最高神ミューゼ様がケータさんにミツルのあの姿を見せたかったからこそ、時間が延長したのかもしれませんね」

　……そうなのかな。

　俺は過去の世界で英雄時代の親父おやじを見て、少しだけ見方が変わった。今までずっと、ただのクソ親父だと思っていたのに、尊敬できる一面を知った。そして俺も、もっと仲間を大切にしようと思った。

　それもすべて、神のお導みちびき？

「……ははっ」

　真相はわからない。だけどそれでいいような気がする。俺も神に扮ふんして、分ぶん不ふ相そう応おうに親父おやじを導こうとしていたことを思い返すと、なんだか笑えた。

「あなたたちは、ミツルのいた時代に飛んでいたんですの？」

　アナスタシアがじろりと睨にらんでくる。

　俺はぜひとも彼女に聞いてみたいことがあった。だから尋ねる。

「あのさ姫様。やっぱりあなたにとって、ミツルはクソ野郎でしたか？」

「もちろんですわ。わたくしを捨てて、別の女と結婚したのですから」

　即答だった。

　でも過去を懐なつかしむように遠い眼めをすると、にっこり笑ってこうつけ加えた。

「……ですが、あの人は間違いなく、真の英雄でしたわ」

　クソ野郎だけど真の英雄。その不思議な言葉の意味を、俺は理解する。

　だから笑って頷うなずいた。俺も同じ意見だった。そして、どこか誇らしかった。

「ところでケータ」アナスタシアが意地の悪い笑みをして続ける。「あなたもミツルと同じですのね。やはり血は争えないといったところでしょうか」

　その意味はよくわからない。

　どういうことですか、と口にする前に学園長が言った。

「……まあケータが心配だったのはわかるが、その、いつまでそうしているつもりだ？」

　若じやつ干かんの怒りが含まれたスパルタ口調。ナルミエとマレッタは一度だけ学園長を見たが、未いまだに尻しり餅もちをつく俺の左右から抱きついたまま、鼻をすすっている。

「そ、そうですよ！　二人ともいい加減にしてください！」

　リゼラはもう一度、俺にしがみつく二人を引き剝はがそうとした。

　それでもやっぱり離れない。結局リゼラまで俺に向かって倒れ込んできた。

　アナスタシアがため息をついた。

「あなたもいずれ光の国プログレシブに帰るのでしょう。あとのことをよく考えて行動してほしいですわ」

　やっと理解した。アナスタシアは今の俺の姿を、過去の親父と重ねている。そして息子も父と同じく、ハーレムパーティを作っていると思われているんだ。

　でもこれは違うんだ。その証拠を見せてやろう。

　俺は自分を取り囲むゲーム研究部の女の子たちに、こう言った。

「え、えっと、そ、そんなに俺が好きなら、今からどんちゃん騒さわぎとシャレ込むか？」

「「「調子に乗んな！」」」

　三人に蹴けり飛ばされた。

　ほらな。俺はまだまだ親父に及ばない。モテる要素も、英雄としての素質も、なにもかも。




　　　　　　　　　　　　◇




　臨海学習が終わって数日後。

　ベンテーチ学園は夏休みの真まっ只ただ中なかだが、それでも俺たちゲーム研究部の四人は部室に集まっていた。

「あつー。ねえ、プールにでも行かない？　邪じや悪あくに水と戯たわむれましょうよぉ」

　ソファーでとろけているナルミエが言った。下した敷じきを団扇うちわ代わりにして、制服の下に微び風ふうを送り込んでいる。

「水遊びのどこが邪悪なのさ」

　と言ったマレッタは、部室の隅で扇せん風ぷう機きのようなものを作っていた。あれが完成すると、この蒸し暑い部室も涼しくなるんだろうか。きっと金を取ると思うけど。

「私たちの活動は『アストラフトの英雄』を研究し、ケータさんを真の英雄にして光の国プログレシブへの道を開くことです。まあ、ケータさんと一緒に光の国プログレシブに行くのは私ですから、ナルミエさんは帰ってもいいんですよ」

　俺の隣に座るリゼラがそう言うと、ナルミエはがばっと身を起こした。

「ふざけるんじゃないわよ！　光の国プログレシブに行くのはあたしとケータなの！　そこであたしたちは魔ま王おうとして君くん臨りんし、光の国プログレシブを恐怖のどん底に叩たたき落としてやるんだから！」

「な、なんて邪悪な……このラスボスめ！」

「ククク、そうよ、あたしはラスボスの魔王なの。そしてあんたは、返り討ちにされるだけの存在。混こん沌とんからの使者もそう囁ささやいているわ。さあ、闇やみの声に耳を澄ますがよい！」

「確かに聞こえます。ですが、どんな闇の世界にも一条の光こう明みようが差すことをあなたは知らないんです。人々はそれを……希望と呼びます」

　俺はいつものやり取りを聞き流しながら、『アストラフトの英雄』をプレイしていた。

　場面はちょうど、イマミーの塔に差しかかったところだ。

　本当は『神しん獣じゆうの尾』を使って一気に十一階まで上るはずなのだが、この時点でミツルはまだそれを入手していない。だから一階部分、魔ま神じんのおもちゃ箱から入るしかなかった。

　俺とリゼラが過去世界に介入したことで、微妙に歴史が変わってしまったらしい。その影えい響きようがゲームにも出ているのだ。

　魔神のおもちゃ箱に出てくるファンタズマはめちゃくちゃ強い。ミツルたちは何度も全滅して、ゲームオーバーが続いた。

「くっ、やたらと難易度が高い。これ、どうすればいいんだ？」

　リゼラはナルミエとのやり取りを中断して、手にしていた攻略本に目を落とす。

「攻略本の内容も少しだけ変わってますね……えっと、魔神のおもちゃ箱の一階では、五分間ひたすら逃げ回ったらいいそうです。てゆーか、聞かなくても知ってますよね？」

　……まあな。

　何度目かのプレイで五分間逃げ回ることに成功すると、画面上に白いローブをまとった少年と、ベンテーチ学園の制服を着た少女が現れた。

「わ、私が憧あこがれのゲームに登場しています！　うわあ！　うわあ！」

　俺を揺さぶってくるリゼラを尻しり目めに、ゲームを続ける。




ネライダ「あなたは誰ですかぁ？」

少年「俺はこの塔に住み着いている座ざ敷しき童わらし、妖よう怪かいだ」




　……ネライダの野郎、いくら俺を疑っていたからって、妖怪に変更することはないだろ。

「これケータさんなんですよね！　ほらほら、みなさん見てください！」

「へえ、ケータってば、いつの間に化け物になったの？　好感度あがるじゃない」

　とナルミエ。俺は化け物じゃない。

「どうせなら金の亡もう者じやを名乗ればよかったのに」

　とマレッタ。それはお前だ。

　ゲームは続く。やがて落とし穴のトラップにかかった先で、ミツルが妖よう精せいネライダとはぐれるシーンになった。

　ここでプレイヤーはネライダ視点となり、彼女を操作して、ミツルのもとへ向かわせることになる。この場面は改変前の『アストラフトの英雄』でも同じだそうだ。

　そして十一階にいるミツルたちと合流する。その時点で外に繫つながる扉がなくなっていた。




ネライダ「ひどいですよぉミツルさぁん。どうして助けにきてくれなかったんですかぁ？」




　俺はやっと気づいた。

「そうか。このゲームは超記憶能力をもつ妖精ネライダが作ったもの。だからネライダが見ていない例のシーンは、もともと作中でも描かれていないってわけか」

「そういうことですね。私も今まで、外への扉がなくなっているのは、ただのバグだと思っていたんです。でもそうじゃなくて、実際はネライダが戻ってくる前に、ここで知られざる激げき闘とうがあったからだったんですね。過去世界に行ったことで、長年の謎なぞが解けました。やっぱり、ミツルはかっこいいです」

　リゼラはにっこりと笑った。

　やがて作中のミツルたちは塔の最上階にたどり着き、魔ま道どう司し祭さいエレナーデの力を弱体化させる目的の宝石、『深しん紅くの秘ひ石せき』を入手する。




アナスタシア「意外と綺き麗れいな宝石ですわね」

ミツルは言った……。


[image: やじるし]すぐに魔ま道どう司し祭さいを追いかけるぞ！

　アナスタシアにプレゼントするぜ！

　ユミールにプレゼントするぜ！






「……なんだこの選択肢は？」

　たぶん実際の親父おやじは、二番目か三番目の言葉を言ったんだろう。相変わらずの女癖だ。

　でも今は、この親父の息子ということが、やっぱり誇らしかった。

　早く元の世界に戻ろう。親父をぶん殴るためにも。

　だから……もう少しよろしくな、みんな。


終わり












　　あとがき




　みなさまこんにちは、真ま代しろ屋や秀ひで晃あきです。

　お正月に引いたおみくじは吉だったのですが、今年に入ってからどうもツイてません。遠出してまで食べに行ったラーメン屋が閉店していたり、『グラップラー刃ば牙き』を全巻貸していた友人が返してくれないまま他県に引っ越したり。宗そう右衛え門もん町ちよう（大阪の歓楽街）で中学生にカツアゲされそうになったりもしました。ボクが中学生の頃なんて、友達相手にまだ「界かい王おう拳けんごっこ」をやっていたのに……恐ろしい世の中です。みんなも夜遊びは控えて、『ドラゴンボール』やろうぜ。

　きわめつけは、お酒を飲んで帰る途中に転んだことでしょうか。その結果、左手の親指と右手首を炒めました。あ、漢字変換でおかしなことになりましたね。正しくは「痛めました」です。指に包帯を巻いていると、スマートフォンも操作できませんし、キーボードを打つのも困難なんですよね。仕方ないから、ある程度回復するまで『龍りゆうが如ごとく・極きわみ』でもやろうと思ったのですが、怪我している左手の親指で左スティックを操作すると……。

　めっちゃ痛いやん！　ゲームもできへんやん！

　というわけで、おとなしくプログレシブバンド「ドリームシアター」のライブＤＶＤをずっと見ていました。

　プログレシブというジャンルのバンドは、長尺で転調が多用されるテクニカルな楽曲を演奏します。その言葉自体の意味は「先進的」。本作では元の世界のことを光の国プログレシブと表記していますが、元ネタはこれでした。

　また主人公ケータが使う空間歪曲魔法も、最初は「ドリームシアター」というルビにしていたんです。でも担当氏に「そのまんま過ぎません？」と言われたので、今の形になりました。ちなみにリゼラの絶対防御魔法の最初のルビは、「ヘビーメタル」でした。あのとき、担当氏に苦い顔をされなかったらと思うと、ぞっとします。

　なんだか今回は終始電子レンジの話をしていた２巻と違って、「あとがき」っぽくなりましたね。では、この流れを崩さないまま謝辞に移りたいと思います。

　イラスト担当の紅べに緒お様。年末の忘年会ではお世話になりました。本当はもっといろいろお話をしたかったのですが、ボクは見かけ倒しなほど人見知りなので、ひたすらビールを飲み続ける結果になってしまい申し訳ありません。スケジュールの都合上、まだ本書のイラストを確認できていないのですが、きっと素晴らしいものになっていると確信しております。

　そして担当の平ひら井い様、阿あ南なん様。お二人には本当に感謝しております。ボクはいたるところでチョけてしまう（関西弁で「ふざける」の意）ので、お二人の軌道修正がないと本作も完成しませんでした。今後も生暖かい目で見守ってやってください。

　イラストレーター様や担当様だけでなく、校閲様、営業の皆様というチームがあってこその本作です。そのチームに加われたことは、『ドラクエ５』ではぐれメタルを３匹仲間にしたとき以上に幸せを感じます。そしてなにより、いつもお付き合いくださる読者様に最大の感謝を。

　それでは、またお会いできることを祈って。プッシュ、スタートボタン！




　あ、電撃文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥ Ｖｏｌ．48に『レベル１落第英雄の異世界攻略』の短編が掲載されています。そちらも併せて読んでいただけたら、さらに嬉しいです。


二月八日　真ま代しろ屋や秀ひで晃あき
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真ま代しろ屋や秀ひで晃あき

お酒と音楽とマンガで構成される大阪人。肥満解消のためジムに通うが、最近プロテインまで飲み始めた。肥大化を始めた筋肉を見た友人から「どこに向かっているの？」と言われる。自分でもよくわかっていないが、強くなりたいのは確か。
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イラスト／紅べに緒お

お色気多めな３巻です、ロリ校長かわいい。最近、家系ラーメンにハマりました。スープを吸った海苔とご飯は最高です。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「真代屋秀晃先生」係

「紅緒先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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